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る
と
考
、
手
わ
れ
る
も
の
。
法

規
制
は
遊
技
設
備
の
設
置
場

所
の
形
態
に
よ
り
例
外
的
に

免
除
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
出
て

く
る
こ
と
に
な
る
が
、
賭
博

事
犯
は
喫
茶
屈
な
ど
比
較
的

小
規
模
な
庖
舗
な
ど
で
摘
発

さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
た
め
、

こ
の
特
別
措
置
は
新
た
な
問

題
の
火
種
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
る
。

中
山
部
長
は
新
風
営
法
の

施
行
条
例
制
定
状
況
に
つ
い

て
説
明
し
て
、
総
指
的
説
明

を
終
え
た
。
以
上
に
関
連
し
、

志
背
紛
氏
(
社
会
)
提
出
の

第
一
次
、
第
二
次
意
見
書
に

対
す
る
筈
察
庁
の
「
回
答
書
」

も
縦
認
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
符
察
庁
は
八
号
営
業

に
一
該
当
す
る
遊
技
設
備
を
、

「営
業
の
万
法
に
よ
っ
て
賂

隊
等
に
用
い
ら
れ
る
お
そ
れ

が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
鋭

点
か
ら
」
施
行
規
則
第
三
条

の
と
お
り
定
め
た
、
と
し
て

い
る
の
が
住
目
さ
れ
る
。

参
院

・
地
方
行
政
委
員
会

「
風
俗
営
業
等
に
関
す
る
小

委
員
会
」
(
岩
上
二
郎
委
員

長

・
自
民
)
の
第
三
国
会
合

が
一
月
三
十
一
日
に
聞
か
れ
、

新
風
営
法
施
行

(
二
月
十
三

日
)
を
目
前
に
、
警
察
庁
は

「解
釈
基
準
」
な
ど
を
説
明
、

こ
れ
ら
を
め
ぐ
り
さ
ら
に
活

発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

第
三
副
会
合
で
は
原
田
立

氏

(公
明
)
か
ら
中
野
明
氏

(
問
)

へ
の
委
員
の
交
代
が

報
告
さ
れ
た
後
、
ま
ず
警
察

庁

・
中
山
好
雄
保
安
部
一長
に

よ
り
①

「依
命
通
達
」
、

②

「解
釈
基
準
」
、
③

「施
行

条
例
制
定
状
況
」
に
つ
い
て

説
明
が
行
な
わ
れ
た
。
う
ち

「依
命
通
達
」
は

一
月
十
九

日
付
で
同
庁
次
長
か
ら
全
国

鵬首
祭
あ
て
に
発
信
し
た
通
達

文
。
法
改
正
の
魅
旨
、
要
点
、

運
用
上
の
留
意
事
項
の
三
部

か
ら
な
り
、
中
山
部
長
は
国

会
で
の
決
識
を
尊
重
す
る
と

し
て
「運
用
上
の
留
意
事
項
」

を
強
調
し
た
。

「解
釈
基
準
」
(
本
紙
第

8
め
ん
以
下
に
掲
載
)
に
つ

い
て
は
、
新
風
営
法
地
行
が

迫
っ
て
き
た
の
で
(
一
月
二

十
九
日
付
で
)
金
一
回
答
察
に

指
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

な
お
問
題
点
が
あ
れ
ば
補
正

す
る
な
ど
す
る
、
と
し
て
説

に

下

車内

氏

で
ハ
合

真

神

写の
氏

上

野

、
崎
中

目

、

山

れ

氏

中

月

苫
ー
志
し

(

る

ほ

う

す

右

よ

間

前

も
貸

手

の

て

(

J

っ

す
ヲ

会

立

う

畠
問

、

ト

執

委

氏

の

小

上

会

る

岩

員

す

、

委

関

氏

小

に

鴻

た

世
帯
松
見

様

、

ら

営

氏

か

俗

治

側

風

三

国間

r

)
委

委

ら

府

行

か

致

地

左

は

.
(
真

院

い

写

参

沿

の

ム
機
、
②
機
械
式
の

モ
グ
ラ
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
つ

叩
き
ゲ
l
ム
機
は

「当
面
賭
ま
り
、
当
初
答
察
庁
は
遊
技

博
、
少
年
の
た
ま
り
場
等
の
め
結
果
が
数
字
な
ど
で
表
わ

問
題
が
生
じ
る
か
ど
う
か
を
さ
れ
る
も
の
は
す
べ
て
賂
博

見
守
る
こ
と
に
し
て
、
対
象
に
使
用
さ
れ
得
る
と
の
姿
勢

と
し
な
い
扱
い
と
す
る
」
と
で
臨
ん
で
き
た
が
、
こ

の
姿

の
例
外
を
示
し
た
。
こ
の
例
勢
は
具
体
的
な
A

M
ゲ
ー
ム

外
の
意
味
は
、

国
家
公
安
委

機
を
検
討
す
る
こ
と
で
変
化

員
会
規
則
(
施
行
規
則
)
第
し
て
き
で
い
る
こ
と
を
示
し

三
条
の
う
ち

「
明
ら
か
で
あ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

る
も
の
を
除
く
」
と
し
て
い
第
二
に
「
庖
鱗
そ
の
他
こ
以
上
に
対
し
、
志
打
氏
は
れ
に
対
し
て
古
山
謀
長
は
、

る
筒
所
と
関
連
し
て
お
り
、
れ
に
類
す
る
区
画
さ
れ
た
施

小
安
員
会
へ
の
符
察
庁
の
刈
「
そ
う
い
う
出
札
の
な

い
よ

こ
れ
ら
は
賭
博
に
使
用
さ
れ
設
」
に
つ
い
て
は
、
「
脂
舗
」

応
を

一
般
必
と
し
て
評
価
し
う
」
「
第

一
線

(
の
努
官
)

.る
こ
と
が
な
い
と
事
笑
上
認
と
「
区
画
さ
れ
た
施
設
」
の
つ
つ
、
な
お
見
解
が
呉
な
る
に
対
す
る
指
導
を
行
な
う
」

I
l
l
i
-
-ー
ー
ー

そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
説
明
し
部
分
が
あ
り
法
施
行
後
も
課
が
、
適
宜
報
告
も
す
る
と
答

体
が
新
法
を
理
解
し
て
い
な
た
上
で
、
地
行
時
に
お
い
て
組
と
す
る
旨
確
認
す
る
「
総
弁
し
て
い

る
。

い
の
で
は
な
い
か
と
の
声
も

ゲ

l
ム
機
設
置
面
積

(詳
し
柄
的
意
見
番
」
を
提
出
し
た
。

'

神
谷
信
之
助
氏

(
共
産
)

か
な
り
出
て
い
る
。
ま
た
、

く

は

「
解
釈
基
準
」
参
照
)

そ
の
中
で
同
氏
は

「八
号
、
営
も
、
解
釈
器
準
に
触
れ
八
号

法
施
行
直
前
の
段
階
で
「
除
が
そ
の
庖
舗
の
客
の
用
に
供
業
の
ゲ
|
ム
機
の
指
定
」
に
営
業
の
庖
舗
な
ど
に
つ
い
て

外
さ
れ
る
庖
舗
」
の
面
積
比

さ

れ
る
面
積
の
五
%
(
「
区
つ
い
て
早
急
に
緩
和
を
図
る

の
質
疑
を
行
な
っ
て
い
る
。

が
変
更
さ
札
る
な
ど
、
オ
ペ
画
さ
れ
た
施
設
」
で
は

一
O

ょ
う
求
め、

符
祭
庁

・
古

山

こ

の
小
委
員
会
で
も
且
以
後
に

レ
|
タ
l
に
と

っ
て
自
分
の
%
)
米
満
の
場
合
一は
、
本
来
剛
防
犯
謙
一
長
は
「
今
後
の
法
紙
浦
功
氏
(
自
民
)
が
、
こ

経
営
す
る
活
な
ど
が
「
八
号
許
可
営
業
の
対
象
と
な
る
が
施
行
状
況
を
見
た
よ
で
対
処
れ
ら
「
通
達
や
解
釈
に
つ
い

営
業
」
と
な
る
の
か
、
そ
れ

「許
可
を
婆
し
な
い
扱
い
と

・す
べ
く
考
え、

今
後
さ
ら
に
て
」
も
修
正
す
る
必
要
が
あ

と
も
除
外
さ
れ
る
の
か
な
ど
す
る
」
と
説
明
さ
れ
た
(
こ
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
て
い
れ
ば
修
正
す
る
姿
勢
を
持
つ

不
明
な
点
が
多
い
と
さ
れ
て
の
小
委
員
会
の
後
、
二
月
六
る
。
ま
た
忘
内
氏
は
解
釈
基

ょ
う
求
め

(
こ
れ
で
同
氏
は

お
り
、
こ
れ
ら
を
め
ぐ

っ
て
日
の
衆
院

・
予
算
委
員
会
で
畿
の
遅
れ
な
ど
、
施
行
上
の
再
三
警
祭
庁
に
柔
軟
性
を
求

不
満
の
声
も
出
始
め
て
い
る
。
「
唐
舗
」
の
五
%
を
一
O
%
ト
ラ
ブ
ル
も
予
想
さ
れ
る
の
め
た
こ
と
に
な
る
)
、
中
山

今
後
は
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
変
更
す
る
旨
答
察
庁
は
答
で
施
行
状
況
を
見
な
が
ら
間
部
長
は
そ
う
す
る
と
約
束
し

の
務
担
や
解
決
が
望
ま
れ
る
弁
し
て
お
り
、
さ
ら
に
綾
雑
題
を
総
理
し
小
委
員
会
に
報
た
が
、
問
題
を
山
積
し
た
ま

こ
と
に
な
る
。

な
状
況
と
な
っ
て
い
る
)

。

告

す
る
よ
う
求
め
た
が
、
こ
ま
法
施
行
へ
進
ん
だ
。
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「風俗営業等に関する小委員会」

」
法施行前の委員会、

明
。
う
ち
特
に
「
八
号
営
業
」

関
係
で
、
該
当
す
る
遊
技
設

備
と
庖
舗
な
ど
の
施
設
の
二

点
に
わ
た
り
、
法
施
行
時
に

お
い
て
特
別
の
扱
い
を
す
る

こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。

第
一
に
、
八
号
営
業
に
該

当
す
る
遊
技
設
備
は
「
賊
博

に
用
い
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

る
も
の
は
対
象
と
な
る
が
、

そ
れ
以
外
の
も
の
は
対
象
と

な
ら
な
い
」
と
の
原
則
を
示

し
た
上
で
、
①
い
わ
ゆ
る
コ

ッ
ク
ピ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
ゲ

l

五

%
、
一

O
%
と
い
う
発

想
は
国
会
答
弁
を
除
き
新
法

お
よ
び
下
位
法
令
に
も
棋
拠

め
な
い
も
の
で
、
い
わ
ば

H

運

用
上
の
特
別
措
置
H

に
当
た

赤木真浸..・発行人

院

下
位
法
令
、
通
達
な
ど
で
も

警
察
庁
は
柔
軟
性
示
す
約
束

アミューズメント通信社

表
:f7 

「

発行所

れ
ら
の
変
化
を
追
う
一
般
マ

ス
コ
ミ
で
呉
機
な
雰
囲
気
に

な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
光

妓
は
全
国
ど
こ
の
繁
華
街
で

も
ほ
ぼ
問
機
だ

っ
た
よ
う
だ
。

な
お
鋒
察
庁
に
よ
る
と
、
こ

の
夜
全
国
の
銃
撃
街
に
約
二

万
人
の
制
私
服
将
官
が
動
員

さ
れ
た
と
の
こ
と
。

し
か
し
新
風
営
法
施
行
に

伴
な
う
出
札
も
多
く
、
と
く

に

「八
号
、
営
業
は
三
ヵ
月
間

二
十
四
時
間
営
業
し
て
も
か

ま
わ
な
い
」
と
説
明
す
る
響

察
本
部
が
い
く
つ
か
現
わ
れ

た
こ
と
か
ら
、
悠
問祭
本
部
自

可認物必
見郵同

刊
号
、
d

閉
山

田
M

信

州

通

鵬

新

胤

営
法
(
風
俗
営
業
等
な
っ
た
。

L
E
時
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
と
く
に
ス
ロ

ッ
ト

マ
シ
ン

ン

州

附
一等
に
関
す
る
法
律
)
は
二
月
な
ど
の
ゲ
ー
ム
機
を
設
置
す

メ
z
則
一十
三
日
午
前
O
時
か
ら
施
行
る
腐
の
多
い
東
京

・
新
宿
の

ズ
H

引
一さ
れ
、
同
法
第
二
条
第
一
項
警
舛
伎
町
で
は
、

二
月
十
二

一
則

む

第
八
号
に
規
定
さ
れ
る
「
八
日
午
後
十

一
時
過
ぎ
に
、
こ

ユ
剛

山
号
営
業
」
は
そ
れ
ま
で
の
白
れ
ま
で
深
夜
営
業
を
続
け
て

角、、

-飢

由
営
業
か
ら
、
厳
し
い
規
制
き
た
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
次

-
J

を
受
け
る

「風
俗
営
業

」

と

々

と
庖
の
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
閉

ま
で

も
零

八
号

n0.255 
1985年3/1

じ
、
午
後
十
二
時
(
午
前
O

時
)
以
後
の
「
時
間
外
営
業
」

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
。

こ
の
夜
、
欽
純
舛
伎
町
て
は
新

た
に
風
俗
営
業
と
な
っ
た
八

号
営
業
ゃ
い
わ
ゆ
る
セ
ッ
ク

ス
産
業
を
対
象
と
し
た
印
刷
俗

関
述
営
業
に
対
し
て
、
法
施

行
を
指
導
す
る
者
官
や
、
.
こ
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ナ
ム
コ
が
ワ

l
ナ
!
と
2
月
4
日
に
合
意

ア
タ
リ
社

W
C
ー
と
の
協
力
維
持
し
、

風営対象除外機に関し 2協会が

NAOは景品機で要望書も

⑩ • 

新
し
い
段
階
に
入
る

経
営
陣
は
ナ
ム
コ

4
、

中
村
氏
は
会
長
に
、

公
式
発
表
に
よ
る
と
、2月4目、東京で合意書に署名 したナムコとWCI両首脳 (;左から右へ)中島実行・

ナムコアメリカ社社長、エ7ニュエル・ジヱラルド・ WCI代表代理、中村雅音量・ナ

ムコ社長、 マーチン・ 0・ベーソンWC1;執行副社長

米
国
市
に
進
出

側
ナ
ム

コ

(本
社
東
京
、

タ
リ

・
ゲ
ー
ム
ズ
社
の
株
式
六
年
に
は
創
設
者
ノ
ー
ラ
ン
・

中
村
雅
哉
社
長
)
は
二
月
四

を

一
部
分
保
有
し
続

け

る

こ

ブ

ッ
シ
ュ
、
不
ル
氏
の
手
か
ら

目
、
米
固
め
ア
タ
リ

・
ゲ
l

と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り

W

C
I
杜
の
手
に
渡
り
、
さ

ム
ズ
社

(
本
社
カ
リ
フ
ォ
ル

経
営
権
を
持
つ
ナ
ム
コ
と
協
ら
に
八
四
年
に
は
業
務
用
部

ニ
ア
州
サ
ニ

l
ベ
イ
ル
、
ジ

カ
し
合

っ
て
い
く
も
よ
う
で
門
を
除
い

て
元
コ
モ
ド
ー
ル

ヨ
ン

・
フ
ァ
ラ
ン
ド
社
長
)

あ
る
。

社
社
長
の
ジ
ヤ
ツ

ク

・
ト
ラ

の
縫
営
権
を
取
得
す
る

契

約

米

国
ア
タ
リ
・

ゲ
ー
ム
ズ
ミ
エ
ル
氏
の
手
に
波

っ
た
。

を
、
ア
タ
リ
・

ゲ
l
ム
ズ
社
社
は
昨
年
夏
、
ア
タ
リ
社
本

現
在
の
ア
タ
リ

・
ゲ
l
ム
ズ

の
親
会
社
で
あ
る
ワ

l
ナ

l

社
か
ら
分
離
さ
れ
た
業
務
用

社

は
、
こ
う
し
て
ア
タ
リ
社

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社

T
V
ゲ
|
ム
機
メ
ー
カ
ー
。

か
ら
業
務
用
(
コ
イ
ン
オ
プ
)

(W
C
I
、
本
社
ニ

ュ
l
ヨ
も
と
も
と
ア
タ
リ
社
は
一
九

部
門
だ
け
が
分
離
独
立
さ
れ

l
ク
、
ス
、チ

l
ブ

z

ン
・
ロ

ス

七

二
年
、
世
界
初
の
業

務

用

た

も
の
、
と
言
う
こ
と
が
で

会
長
)
と
の
聞
で
行
な
っ
た

T
V
ゲ
ー
ム
機
「
ポ
ン
」
の
き
る
。

こ
こ
数
年
、
米
国
の

こ
と
を
、
翌
五
日
発
表
し
た
。
.
発
売
と
と
も
に
設
立
さ
れ
、

A
M
機
業
界
は
低
迷
気
味
で

こ
れ
は
事
実
上
、
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
ヒ
ッ
ト
作
を
世
あ
る
が
、
ア
タ
リ
・

ゲ
ー
ム

ナ
ム
コ
が
米
固
め
ア
タ
リ
・

界
中
に
供
給
し
続
け
て
い
る
。
ズ
社
の
T
V
ゲ
ー
ム
機
開
発

ゲ
ー
ム
ズ
社
を
貰
い
と

っ

た

ア

タ
リ
祉
は
業
務
用
と
併
行

力
は
装
、
え
る
ど
こ
ろ
か、

い

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
が
、

し
て
家
庭
用
も
手
が
け
て
き

ぜ
ん
と
し
て
世
界
的
な
指
導

ナ
ム
コ
で
は
ア
タ
リ

・
ゲ

l

て
い
る
が
、
そ
の
将
特

で

七

者

的
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

ム
ズ
祉
の
株
式
の
過
半
数
を

買
い
と

っ
た
と
し
、
そ
の
割

合
や
取
得
に
要
し
た
金
微
な

ど
に
つ

い
て
は
一

切
公
表
し

て
い
な
い
。

W
C
I
杜
も
ア

テ
l
カ
ン、

ロ
ス
郊
外
に
テ

l
カ
ン
U
S
A
社

側
テ

i
カ
ン
(本
社
東
京
、

柿
原
孝
社
長
)
で
は
こ
の
ほ

ど、

同
社
米
国
現
地
法
人
を

強
化
し
て
三
月
一
日
か
ら
再

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

同
社
で
は
か
ね
て
よ
り
北

米
市
場
へ
の
直
接
進
山
を
計

両
し
て
き
で
お
り
、
す
で
に

三
年
前
に
現
地
法
人
「
U
S

テ
l
カ
ン

I
N
C
」
を
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
に
設
況
し
て
い
た

が
、
常
駐
ス
タ

ッ
フ
も
お
ら

ず
言
わ
ば
休
版
状
態
に
あ
っ

た
。
し
か
し
北
米
市
場
に
閲

し
て
同
社
製
品
の
供
給
態
勢

の
閉
途
が
立

っ
た
現
仏
、
新

た
に
再
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
。

同
社
に
よ
る
と
、
子
会
社

「

U
S
テ
l
カ
ン

I
N
C」

は

「
テ
|
カ
ン

U
S
A
-
-

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
・

モ
グ
ラ
叩
き
ゲ

l
ム
機
が
、

オ
ペ

レ
ー
タ
ー
協
会

(N
A

当
戸削
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な

O
)
と
日
本
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ

っ
た
こ
と
に
闘
し
て
、
こ
れ

ン
ト

マ
シ
ン
工
業
協
会

(
J

ら
の
ゲ

l
ム
機
で
問
題
を
生

A
M
M
A
)
は
そ
れ
ぞ
れ
答
じ
な
い
よ
う
勝
目
後
庁
が
判
約

祭
庁
に
対
し

「警
約
書
」
を
を
業
界
側
に
求
め
、
業
界
側

提
出
し
た
。

こ
れ
は
、
新
風
が
そ
れ
に
応
じ
た
も
の
。

営
法
の
施
行
に
伴
な
う
警
察

N
A
O
の
「
符
約
書
」
は

庁
「
解
釈
基
準
」
に
お
い
て

一
月
三
十
日
付
で
、
ま
た
J

八
号
常
業
に
該
当
す
る
遊
技

A
M
M
A
の
「
在
約
性
」
は

設
備
か
ら
①
い
わ
ゆ
る
コ

ツ

三

十

一
日
付
で
提
出
さ
れ
た
。

ク
ビ
ッ
ト
型
ゲ

l
ム
機
、
②

ま

た

N
A
O
は
附
H
付
で

ー中
米
七
円
一勺
営
業
に
属
す
る
と

さ
れ
る
チ
ど
も
用
景
品
払
出

し
ゲ
!
ム
機
に
つ
い
て
、
独

特
の
論
理
一
で
、
」
れ
を
新
風
山富

法
の
規
則
対
象
と
し
な
い
よ

う
求
め
る
要
望
書
を
続
出
し

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
人
笠
文
は

次
の
と
お
リ
で
あ
る
。

第255号1985年3月1日

主
日

。

一

月

三
十
日
付
N
A

0
・
内
問
会
長
か
ら
符
山
内
用
庁

保
安
部

・
小
山
部
長
あ
て
符

約
書

嘗
約
書

胤
常
適
正
化
法
の
地
行
に

当
り
、
対
象
と
す
る
遊
技
設

備
か
ら
「
腕
制
機
機
、
パ
ン
チ

ン
グ
マ
シ
ン
等
人
の
身
体
の

力
を
表
示
す
る
ゲ
ー
ム
機
」

を
除
く
ほ
か

ω
笹
体
(
他
か
ら
内
部

が
谷
易
に
見
通
せ
る
も
の

)

W
C
I
2
 

中
島
氏
社
長

ナ

ム
コ
と
W
C
I
祉
は
、
ナ
ム

コ
が
ア
タ
リ
社
の
業
務
用
部

門
の
経
営
権
を
取
得
す
る
旨

のム
旦
必
に
達
し
た
と
の
こ
と

で
、
こ
の
合
意
に
は
ア
タ
リ

ゲ
ー
ム
ズ
社
が
全
米
四
十
七

ヵ
所
の
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム

場
を
オ
ペ
レ
ー
ト
し
て
い

る

「
ア
タ
リ

・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
部
門」

は
含
ま
れ
て
い
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て

今
回
ナ
ム
コ
が
取
得
し
た
の

は
、
ア
タ
リ
ゲ
ー
ム
ズ
社
か

ら
ア
タ
リ

・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
部
門
を
差
し
引
い
た
残
り

全
部
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ナ
ム
コ

と
ア
タ
リ
社
と
の

閥
係
は
古
く、

ア
タ
リ
ジ
ャ

パ
ン
の
取
得
ま
で
遡
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
一
般
に
ア
タ

リ
祉
の
創
業
期
か
ら
互
い
に

協
力
関
係
に
あ
っ
た
と
さ
れ

て
お
り
、

そ
の
問
互
い
に
技

術
提
務
か
ら
さ
ら
に
は
ナ
ム

コ
開
発
の

T
V
ゲ
ー
ム
の
ア

タ
リ
社
に
よ
る
許
諾
生
産
ま

で
進
め
ら
れ
て

い
る
。
な
お

こ
こ
数
年
間
、
ア
タ
リ
社
製

品
の
日
本
で
の
デ
ィ
ス
ト
リ

ビ
ュ

ー
タ
ー
は
ナ
ム
コ

、
タ

イ
ト
|
、
セ
ガ
社
の
三
社
と

な
っ
て
い
た
。

ナ
ム
コ
に
よ
る
と
、
業
務

用
T
V
ゲ
ー
ム
機
分
野
で
世

界
市
場
の
七
割
を
占
め
る
と

一
言
わ
れ
て
い
る
米
固
め
業
界

が
現
在
最
雌
期
の
二
、
三
割

ま
で
減
少
し
苦
戦
を
強

い
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
影
響

は
多
数
の
ヒ

ッ
ト
作
を
出
し

て
い
る
日
本
の
メ
ー
カ
ー
に

も
及
び
世
界
的
に
も
好
調
と

は
言
え
な
い
こ
と
、
ま
た
日

本
国
内
に
お
い

て
も
新
風
営

オペレーター@パートナー
lAよDも宮入@カで

一一 集務内容………・

・ゲームコーナーの共同経営

・ゲームマシンの長期!lJ賦販売

・長期資金融資
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法
の
下
で
か
つ
て
な
い
厳
し

い
局
簡
を
迎
、
え
る
こ
と

|
|

こ
れ
ら
の
状
況
の
中
で
、
か

ね
て
よ
り

T
V
ゲ
ー
ム
の
世

界
的
発
展
を
強
く
熱
望
し
て

い
る
ナ
ム

コ
と
し
て
は
、
こ

の
現
状
を
打
開
す
る
ひ
と
つ

と
し
て
世
界
的
に
も
優
れ
た

開
発
カ
を
持
つ
ア
タ
リ
・

ゲ

ー
ム
ズ
祉
の
経
営
権
を
取
得

す
る
こ
と
を
決
め
た
も
の。

ナ
ム
コ

で
は
今
回
の
合
意

成
立
後
、
開
発
部
門
で
の
人

-
任
天
堂

木一
冬
の

C
E
S
で
イ
メ
ー
ジ
出
品
、
夏
に
は
本
格
的
な
出
荷

「
フ
ァ
ミ
コ
ン
」
、

任
天
掌
附

(
本
社
京
都
、

山
内
減
社
長
)
の

「
フ
ァ
ミ

リ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
は
国

内
で
大
ヒ

ッ
ト
を
続
け
て
い

る
が
、
米
国
市
場
な
ど
海
外

へ
も
意
欲
的
で
、
そ
の
第
一

仰
と
し
て
一
月
上
旬
米
国
で

聞
か
れ
た
C
E
S

(
コ
ン
シ

ュ
ー
マ
|

-
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

・
シ
ョ
|
)
に
サ

ン
プ

ル
出
品
し
、
大
き
な
関
心
を

集
め
た
。
同
社
で
は
米
国
市

場
向
け
「
フ
ァ
ミ
コ
ン
」
を

1・• 
N

C
」
と
社
名
を
変
史
、
事

務
所
も
三
月

一
日
に
移
転
す

る
。

こ
の
た
め
一
月
下
旬
か

ら
、
テ

l
カ
ン

・
外
国
部
長

の
仲
削
健

一
氏
を
テ

l
カ
ン

U
S
A
社
の
祐
助
副
社
長
と

し
て
派
遣
し
た
と
の
こ
と
。

テ
l
カ
ン

U
S
A
社
は
、

北

米
市
場
で
の
販
売
網
を
め
ぐ

ら
し
、
相
極
的
な
商
品
展
開

を
図
る
も
よ
う
で
あ
る
。
な

お
同
社
で
は
三
月
初
め
シ
カ

ゴ
で
聞
か
れ
る
凶
際
展
、
A

S
I
に
山
桜
を
予
定
し
て
い

ス
v
。テ

ー
カ
ン

U
S
A
祉
の
所

街
地
な
ど
は
次
の
と
お
り
。

の
中
に
笑
物
に
矧
似
す
る
い
必

転
席
や
繰
縦
仰
が
設
け
ら
れ

て
い
て
「
ド
ラ
イ
ブ
ゲ
ー
ム
」
、

「
飛
行
機
ぬ
縦
ゲ
ー
ム
」
そ

の
他
こ
れ
に
矧
似
す
る
ゲ
ー

ム
を
行
わ
せ
る
ゲ

l
ム
機

ω
機
械
式
等
の

「
も
ぐ

ら
叩
き
機
」

を
除
い
て
い
た
だ
く
こ
と

に
関
し
、
下
記
の
通
り
誓
約

し
ま
す
。

1
.
こ
れ
ら
除
外
設
備
に

よ
る
賭
凶
行
為
か
行
わ
れ
な

い
こ
と
。

2
・
こ
れ
ら
除
外
設
備
に

つ
い
て
少
年
の
た
ま
り
場
と

な
ら
な
い
こ
と
。

こ
れ
が
た
め
、
当
協
会
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
業
者
の

一
本
化
と
組
織
率
の
'
川
上
に

つ
と
め
、
自
主
規
制
の
徹
底

を
は
か
る
な
ど
業
界
秋
序
の

倣
立
に
殺
善
の
努
力
を
尽
く

し
ま
す
。

不
幸
に
し
て
こ
れ
ら
除
外

設
備
に
起
悶
す
る
問
題
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
設

備
の
除
外
を
撤
回
さ
れ
ま
し

て
も
兵
存
あ
り
ま
せ
ん
。以

上

約符 A
2TZ4MO 

Ii三 M
. A 一
中 ・月
山中 三
郎 付十
長会ー
あ長日
てか付
?ヰら J

誓
約
書

弊
協
会
は
、

「
風
俗
営
業

等
の
別
制
及
び
業
務
の
迎
停止

海
外
へ
も
意
欲

七
月
に
も
出
荷
す
る
も
よ
う

で
あ
る
。

今
年
冬
の

C
E

S
は
一
月

五
日
か
ら
四
日
間
、
ラ
ス
ベ

ガ
ス
で
開
か
れ
、
任
天
堂
は

米
国
市
場
向
け

「
フ
ァ
ミ

コ

ン
」
を
こ
こ
で
初
め
て
公
開

し
た
が
、
そ
れ
は
日
本
国
内

用
と
は
ま
だ
少
し
異
る
も
の

で
「
ニ
ン
テ
ン
ド
|
・

ア
ド

バ
ン
ス
ド

・
ビ
デ
オ
シ
ス
テ

ム
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

関
係
者
筋
に
よ
る
と
、

同

百，

Jdph-
d
r
u
z
e
u〉
'ケ
一d《

U

ン

-∞C
-

少
を
(」-u
玄
E
d=
F
Ed
p

社
の
C
E
S
出
口問
機
は
あ
く

ま
で
も
イ
メ
ー
ジ
出
品
で
、

実
際
に
市
場
出
荷
す
る
も
の

と
は
少
し
異
な
る
か
、

基
本

的
な
型
式
は
変
ら
な

い
。
そ

れ
に
よ
る
と

「
ア
ド
バ
ン

ス

ド

・
ビ
デ
オ
シ
ス
テ
ム
」
は

吋
フ
ァ
ミ
コ
ン
」
の
機
能
に

加
え
、

①
射
懲
ゲ
ー
ム
は
コ

ー
ド
レ
ス
、
②
画
像
は
さ
ら

に
立
体
化
、

③
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ボ
ー
ド
と
接
続
で
き
る
、

な
ど
の
特
徴
を
持

っ
て
い

る
。

• • 
(一

E
Jま
ヨ

den〉

也
(
)
刈

ι
AW

C
∞
シ

-
x
w
Z
R
1
2
u
(一日
時
包
)切
∞
部
{
}

風
営
法
の
勉
強
会

第

5
回
総
会
で
熱
心
に
情
報
交
換

新
潟
県
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
組
合

(事

務
局
新
潟
市
、
石
川
忠
太
理

事
長
、
会
員
数
二
十
八
社
)

で
は

一
月
二
十
二
日
、
新
潟

市
内
の
新
潟
第

一
ホ
テ
ル
に

て
第
五
回
総
会
を
聞
き
、
新

胤
営
法
に
闘
す
る
仙
報
交
換

な
ど
を
行
な

っ
た
。

同
総
会
で
は
石
川
刻
一
挙
長

化
等
に
関
す
る
法
律
」
の
施

行
に
際
し
、
H

ド
ラ
イ
ブ
ゲ

ー
ム
u

、
H

飛
行
機
同
時
縦
ゲ

ー
ム。

、
H

機
械
式
等
の
も

ぐ
ら
叩
き
機
H

等
が
胤
制
対

象
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
的
は
、
ゲ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
等
に
お

い
て
こ
の

柿
の
遊
校
機
を
用
い
た

d
m

賂
行
為
。

叫以
び
ぷ
円
少
年
の

た
ま
り
場
H

の
防
止
に
つ
い

て
、
協
会
が

'n主
努
力
を

い

た
し
ま
す
こ
と
を
想
約
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
胤
制
対
象
か
ら
除

外
さ
れ
ま
し
た
遊
校
機
に
よ

っ
て
前
述
の
問
題
が
発
生
し

た
場
合
は
、
当
該
遊
技
機
を

が
新
潟
県
の
施
行
条
例
対
策

な
ど
こ
れ
ま
で
の
経
緋
を
説

明
し
、

「
法
律
は
変
、
手
り
れ

な
い
が
、
通
用
面
に
つ
い
て

は
で
き
る
だ
け
緩
相
を
求
め

運
動
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。
さ
ら
に
同
氏
が
随
行

条
例
の
各
条
項
ご
と
に
説
明

し
た
後
、
新
風
営
法
に
闘
す

る
情
報
交
後
を
行
な
っ
た
。

報

こ
の
ほ
か
同

制

総
会
で
は
、
①

何

同
組
A
H
の
会
則

聞

が

一
部
変
更
さ

叶

れ
、

「
入
会
」

刊

と

「
除
名
」
の

h

m
可
動
協
物
遊
説
号
訴
を
一戸製

十

タ

J
jm了
後
菊川
一一府
隙
隙
崎
町
涜

釦

噌

F44
厳
し
く
な
る
寸産

省

予

知

市

躍

脚

電

図
闘
厨
隣
国

瀦
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川
町

駅

一
引
制
叫
ん

衆
院
制
担

白
骨

1

1

，・

新

'i) 

t‘、-・.
規
制
対
象
か
ら
除
外
す
る
措

置
を
撤
回
さ
れ
ま
し
て
も
異

存
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
上

。

一

月
三
十
日
付
N
A

0
・内
回
会
長
か
ら
符
祭
庁
・

中
山
部
長
あ
て
要
望
書

子
ど
も
用
。フ
ラ
イ
ズ
ゲ

ー
ム
機
に
つ
い
て

下
ど
も
用
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ー

ム
機
は
凶
公
安
川
崎
則
第
三
条

約

一
.
唄
郡
山
号
の
嵐
広
中
「遊

技
の
結
来
が
物
品
に
よ
り
表

示
さ
れ
る
遊
技
」
の
知
に
入

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

. 
0 

材
交
流
を
活
発
に
行
な

い、

企
業
経
営
を
含
め
た
協
力
体

制
を
確
立
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
米
国
市
場
は
回
復
す
る

大
き
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、

W
C
I
グ
ル
ー
プ
の
各
種
事

業
(
映
画
、
音
楽
産
業
な
ど
)

と
の
連
燐
が
期
待
で
き
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
今
回
の
合
意

は
ナ
ム
コ
の
将
来
に
と

っ
て

新
し
い
段
階
に
入

っ
た
こ
と

に
な
る
と
し
て
い
る
。

な
お
今
後
の
ア
タ
リ
・

ゲ

ー
ム
ズ
社
の
経
営
陣
は
ナ
ム

コ
側
四
名
、
W
C
I
側
二
名

で
構
成
さ
れ
、
中
村
雅
哉
氏

が
会
長
に
、
ナ
ム
コ

ア
メ
リ

カ
社
の
中
島
英
行
社
長
が
社

長
を
代
行
す
る
と
の
こ
と
。

ま
た
関
係
者
筋
に
よ
る
と
、

フ
ァ
ラ
ン
ド
社
長
は
退
任
、

シ
ェ
l
ン

・
ブ
レ
イ
ク
副
社

長
は
'
留
任
す
る
も
よ
う
。

現
在
の
ア
タ
リ

・
ゲ
i
ム

ズ
社
の
業
谷
は
公
表
さ
れ
て

い
な
い
が
、
そ
の

T
V
ゲ
ー

ム
機
開
発
力
は
米
国
で
も
第

一
位
で
あ
り、

最
近
で
は
ゲ

ー
ム
交
換
方
式
「
ア
タ
リ
シ

ス
テ
ム
」
に
よ
る
新
ゲ
ー
ム

「
マ
i
ブ
ル
マ

ッ
ド
ネ
ス
」
、

「ペ

ー
パ
ー
ボ
!
イ
」
を
発

表
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

米
国
市
場
で
は
家
庭
用
T

V
ゲ
l
ム
機
は
二
年
前
の
ピ

ー
ク
後

(全
世
帯
の
二

O
%

に
普
及
)
衰
退
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
過
去
の
ア
タ
リ
祉
や

コ
レ
コ
社
に
よ
る
も
の
。

今

回
任
天
掌
が
米
国
市
場
で
初

め
て
発
表
し
た
々
フ
ァ
ミ

コ

ン
。
は
ま
っ
た
く
新
し

い
内

容
で
あ
り
、
米
国
へ
の
上
陸

に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
任
天
堂
で
は
冬
の

C
E
S
で
の
成
功
に
続
き
、

六
月
に
聞
か
れ
る
夏
の

C
E

S
(
シ
カ
ゴ

)
で
今
度
は
米

国
任
天
主
か
ら
市
場
へ
の
出

荷
を
前
提
に
し
た
出
口
聞
な
ど

積
極
的
展
開
を
図
る
も
よ
う

で
あ
る
。

二
項
目
を
新
た
に
追
加
す
る

こ
と
、
②
組
合
員
の
地
加
を

図
る
た
め
に
地
元
新
聞
な
ど

を
通
じ
非
組
合
員
に
入
会
の

呼
び
か
け
を
行
な
っ
て

い
く

こ
と
、
③
同
組
合
内
に
地
域

ご
と
の
支
部
を
設
置
す
る
こ

と
、
な
ど
が
象
矧
附
さ
れ
た
。

な
お
同
総
会
に
は
岡
県
少

年
一悩
制
課
の
補
導
セ
ン
タ
ー

制
当
者
二
名
が
出
席
し
、
「新

風
営
法
地
行
を
機
に
ま
す
ま

す
業
界
と
の
閥
述
性
が
悩
ま

る
だ
ろ
う
。
今
後
と
も
狩
少

年
健
全
育
成
に
協
力
し
て

い

た
だ
き
た
い
」
と
係
修
し
た
。

そ
の
後
、
補
導
に
闘
す
る
質

疑
応
終
が
行
な
わ
れ
た
。

な
お
同
総
会
の
よ
う
す
に

つ
い
て
は
地
元
新
聞
で
あ
る

新
潟
日
報
の
一
月
二
十
三
日

付
夕
刊
で
J
厳
し
く
な
る
「
新

風
営
法
」

l
l県
内
業
者
が

勉
強
会
H

の
見
出
し
で
詳
し

く
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

あ
す
本
会
抑
制

し
か
し
な
が
ら
、

一
凶
の

遊
技
料
金
が
三
十
円
ま
で
で
、

遊
技
料
令
の
三
倍
脱
皮
の
お

袋
子
制
な
ど
民
品
を
提
供
す

る
チ
ど
も
用
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ー

ム
機
は
、
こ
れ
ま
で
も

「射

半
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
が
な

い
遊
技
」
と
し
て
御
庁
に
お

い
て
必
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

いや
笑
こ
れ
に
よ
る
以
内
'打
為

な
ど
は
皆
無
で
あ
り
、
主
と

し
て
悦
年
齢
の
子
ど
も
用
の

山単
純
な
遊
び
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
問
題

が
生
じ
な
い
こ
と
が
叫
ら
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
規

制
の
対
象
と
し
な
い
よ
う
要

望
い
た
し
ま
す
。

以
上

平
素
は
格
別
の
お
引
立
て
を
賜
り
、

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
弊
社
は
新
機
種
開
発
に
鋭
意
努
力
し
、

デ
オ
ゲ

i
ム
「
麻
雀
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
き
ま
し
て
は

す
で
に
次
の
機
種
を
発
表
し
て
お
り
ま
す
。

「
ジ
ャ
ン
ゴ
・
レ
デ
ィ
ー
L

、
「
ナ
イ
ト
・
ギ
ヤ

ル
」
、
「
ロ
イ
ヤ
ル

・
ク
イ
ー
ン
」

「
ジ
ヤ
ン
ゴ
・
ナ
イ
ト
」
、
「
ロ
イ
ヤ
ル
・
ナ
イ

「
マ
ー
ジ
ャ
ン
・
ナ
イ
ト
」

「
雀
豪
」

3
h
a
 」

「
ナ
イ
ト
・

ぜ
、，

ノ

マ
ー
ジ
ャ
ン
」

こ
れ
ら
の
商
品
に
関
す
る

一
切
の
権
利
は
弊
社
が

所
有
し
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
商
品
の

映
像
・
サ
ウ
ン
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

の

一
部
又
は
全
部
を
模
倣
し
、
ま
た
は
こ
れ
ら
に
類

似
す
る
商
品
と
し
て
弊
社
に
無
断
で
製
造
・
販
売
ま

た
は
設
置
使
用
す
る
等
の
行
為
は
、
著
作
権
法
、
工

業
所
有
権
法
、
不
正
競
争
防
止
法
等
に
抵
触
し
、
弊

社
の
正
当
な
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
謹

告
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
業
界
秩
序
の
確
立
の
た

め
に
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

1レ
‘ • 

山大 I I大
上 阪 作 士主主 阪
筒市逗 "， 市
井北耳t Lエ三北
法 区総 3羽田 区
律西 役 -.-，.天

事 天 属重F神

山喜暫鳥 量 雪
上 川子 井 'Eq3丁

自 宅問r自

主 末 雪之 士
f治聖霊蕃

号 事ZZ

丸大
山 阪
国市
際 旭
特区
許中
事宮
務四
所丁

目
十
番 和
十 則

号

a::. 
ロ

、昭
和
六
十
年
二
月

弁

士

4i盤

弁

丸
山

叩十
戸

EB
a，
 

上

臨掴

恒国

旬

刊

厚
く
御
礼
申

.， 

• 

ビ

、

「
ロ
イ
ヤ

敏
之

l • 株式会社三r;，L，コ
干158東京都世田昔区上用賀 5-24-9 

TEし 03・420-227I 

TELFAX 03・420・2280



( 4 ) 第三様郵便物認可ゲームマシン第255号1985年3月1日第三穫量事i誕物認、可ゲームマシン第255号1985年3月1日( 5) 

11 

。

総
会
議
案
な
ど
を
検
討

N
A
O
第
引
回
理
事
会
、

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

オ
ペ

レ
ー
タ
ー
協
会
(
本
部

東
京
、
内
四
時
会
長
、
N
A

O
)
で
は

一
月
二
寸
三
目
、

東
京

・
霞
が
闘
の
東
海
大
学

校
友
会
館
に
て
第
二
十

一
回

湖
一
事
会
を
聞
き
、
五
十
九
年

度
事
業
活
動
報
告
お
よ
び
収

支
決
算
、
六
十
年
度
事
業
計

画
案
お
よ
び
収
支
予
算
案
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
た

ほ
か
、
同
協
会
の
今
後
の
組

織
問
題
に
対
す
る
意
見
交
換

な
ど
を
行
な
っ
た
。

ま
ず
宮
原
常
務
が
昨
年
十

二
月
上
旬
か
ら
こ
れ
ま
で
の

経
過
報
告
を
行
な
っ
た
。
そ

の
中
で
新
風
営
法
に
つ
い
て

八
号
営
業
の
「
倍
舗
」
「
常

業
者
」

「
派
夜
な
ど
営
業
時

間
外
の
処
置
」
な
ど
に
関
す

る鵬
首
察
庁
の
解
釈
の

一
抑制が、

京
都
府
鵬
首
に
よ
る
説
明
会
二

月
二
十
二
日
)
で
の
見
解
な

ど
を
も
と
に
し
て
披
露
さ
れ

た
。
こ
の
時
点
で
は
不
明
な

連
合
会

作
り
の

必
点
も
多
い
こ
と
か
ら
、

O
で
は
響
祭
斤
の
新
風
営
法

の
解
釈
基
準
が
明
確
に
な
っ

た
段
階
で
、
轡
察
庁
に
そ
の

説
明
会
を
聞
い
て
も
ら
う
よ

う
に
す
る
と

い
う
こ
と
に
な

っ
た
。

五
十
九
年
度
一
卒
業
報
告
書

N 
A 

と旅支と |派 どあに
さ費決が情がりつ、』 れな算報活風、い

、どは告動営・そて
~-ーー 吋 jやが風さと対のは

上の写真はNAO第21団理事会、下l立、、全国連合会"の第 2回懇談会 業大営れな鍛内現

v ・9 報幅対たつに答主t

• I 告に策 。て闘は作
ィ ー 〈 ζ 九 dfA 三 ー ー !と増会まい i車ほ目見
=p-二ーー べてでζ 二主主ーJ収え識たるしと中

支たや収こたんで

決
算
の
原
案
は
了
承
さ
れ
た
。

六
十
年
度
事
業
計
画
案
お

よ
び
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

は、

N
A
O
が
六
月
解
散
の

予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
当
面

の
三
ヵ
月
間
(
一
月
か
ら
三

月
)
ま
で
の
内
容
が
報
告
さ

れ
た
。
現
夜
碓
実
に
予
定
さ

れ
て
い
る
事
業
は
N
A
O
シ

ョ
|

(
一
一月
十
三
日
か
ら
二

日
間
)
、

rv少
年
育
成
国
民

会
議
主
催
の
懇
談
会
(
三
月

四
H
)
、
ぃ
宵
少
年
指
導
員
養

成
講
座
(
五
月
頃
に
大
阪
で

ー
ー

性
の
み

認

全
国
第
2
回
懇
談
会
、

趣
旨
や
目
的
の
検
討
棚
上
げ
で

各
都
道
府
県
の

A

M
機
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
(
組
合
)

の
H

全
凶
連
合
会
。
を
作
る

た
め
の
第
二
回
ρ

懇
談
会
。

が

一
月
二
十
三
日
、
東
京

・

霞
が
関
の
東
海
大
学
校
友
会

館
に
て
聞
か
れ
、
全
国
二
十

三
都
道
府
県
か
ら
三
十
一
名

が
出
席
、
と
り
あ
、
え
ず

n
連

合
会
は
必
要
H

と
い
う
こ
と

が
詞
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し

連
合
会
作
り
の
趣
旨
や
目
的

が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
に
つ

い
て
の
反
対
意
見
も
い
ぜ
ん

• • 
A
M
シ 少

な
く
な
く
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
要
望
が
出
さ
れ
た
の

み
で
、
今
後
の
準
備
作
業
は

第
一
回

H

懇
談
会
。

(本
紙

第
抑
号
脱
却
線
)
で
選
ん
だ
世

話
人
を
中
心
と
し
て
進
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。

目
頭
、
テ
l
カ
ン
(東
京
)

の
井
上
専
務
が
司
会
兼
座
長

役
と
な
り
「
前
回
。
懇
談
会
8

以
後
に
。
述
合
会
作
り
は
急

ぎ
す
夕
、
だ
、
全
問
の
い
な
見
を

聞
い
て
似
重
に
進
め
て
ほ
し

い
。
と
の
な
見
が
い
く
つ
か

寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
前
回
決

め
た
検
討
予
定
事
項
(
連
合

会
の
定
款
な
ど
)
を
変
一
史
し
、

ま
ず
各
地
の
合
意
を
得
な
が

ら
進
め
る
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
も
自
由
討
議
と
し
た
い
」

と
発
言
し
、
前
凶
と
同
じ
よ

う
な
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

そ
の
主
な
も
の
は
①
東
京
都

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
が
二
つ

も
あ
る
こ
と
、
②
会
員
は
八

号
営
業
者
に
限
る
の
か
ど
う

か
、
③
連
合
会
の
設
立
題
旨

と
目
的
、
④
だ
れ
が
迎
合
会

u・• 

.出
世

作
り
を
呼
び
か
け
る
か

な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。

ま
ず
①
に
つ
い
て
は
東
京

o
p協
会
が
二
つ
も
あ
る
の

は
納
得
で
き
な
い
と
い
う
い
な

見
が
神
出
商
産

(愛
知
)
の

神
出
社
長
ら
か
ら
出
さ
れ
、

こ
れ
に
対
し
井
上
氏
は

「
一

本
化
す
る
よ
う
働
き
か
け
て

お
り
、
八
号
営
業
が
は
っ
き

り
し
た
段
階
で
河
皮
呼
び
か

け
る
」
と
し
、
友
栄
(
東
京
)

の
内
聞
社
長
は
「
二
っ
と
も

連
合
会
に
入

っ
て
も
ら
い
、

将
米
的
に
一
本
化
す
る
方
向

で
行
け
ば
よ
い
」
と
諮
っ
た
。

②
の
連
合
会
の
対
象
業
者

に
つ
い
て
は
、
タ
イ
ト
|
(東

京
)
の
中
凶
社
長
が

「す
ぺ

開
催
予
定
)
な
ど
で
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た

N

A

O
で
は
新
風
営
法
施
行
後

も
そ
の
運
用
聞
に
つ
い
て
轡

察
庁
と
い
ろ
い
ろ
折
衝
す
べ

き
問
題
が
出
て
く
る
と
し
、

「
答
察
庁
で
も
そ
の
運
用
商

で
問
題
と
な
る
背
中
州
に
つ
い

て
は
、
そ
の
都
度
業
界
と
話

合
う
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と

言
っ
て
い
る
」

と
宮
原
常
務

か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

次
に
N
A
O
第
三
回
常
任

理
事
会
(
本
紙
第
初
号
既
報
)

で
の
み
全
国
連
合
会
。
作
り

に
関
す
る
決
定
事
項
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
に
関
連

し
て
「
七
月
に
連
合
会
が
結

成
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
で
も

N
A
O
は
解
散
す
る
の
か
」

て
の
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
に
入
っ

て
も
ら
い
、
そ
の
中
で
業
態

別
に
部
会
な
り
委
員
会
を
作

れ
ば
よ
い
。
そ
れ
で
我
々
が

中
心
に
轡
察
庁
の
窓
口
と
な

っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
」

と
述
べ
た
が
、
神
山
山
氏
は
「
答

察
庁
へ
の
窓
口
と
な
る
迎
合

会
に
す
る
な
ら
八
号
営
業
が

主
体
と
な
る
は
ず
。
そ
う
な

れ
ば
喫
茶
盾
オ
ー
ナ
ー
な
ど

も
入
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
し
、
問
題
点
を
指

摘
し
た
。

③
の
迎
合
会
設
立
の
趣
旨

と
目
的
に
つ
い
て
は
神
出
氏

ら
か
ら

「
全
然
明
ら
か
で
は

な
い
」
と
の
不
満
が
出
さ
れ

た
が
、
こ
れ
に
対
し
中
凶
氏

は
「
ま
ず
述
合
会
が
必
要
か

ど
う
か
を
先
に
決
め
、
必
要

と
な
れ
ば
世
話
人
を
中
心
に

魁
旨
を
決
め
て
い
く
」
と
述

べ
、
変
則
的
な
が
ら
も
ほ
ぼ

そ
の
方
向
で
進
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

ま
た
④
の
述
合
会
作
り
の

呼
び
か
け
に
つ
い
て
は
、
前

回
は
東
京
都
A
M
O
P
協
会

(中
西
会
長
)
が
と
り
あ
、え

ず
行
な
っ
た
が
、
今
回
は
前

回
選
ん
だ
世
話
人

(全
同
を

• • 

れ
た
。
こ
の
ほ
か
①
新
風
営

法
に
つ
い
て
の
警
察
庁
の
運

用
状
準
の
劣
え
方
な
ど
の
組
問

告
と
立
見
交
換
、
②
川
附
ボ
ナ

ン
ザ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ

ズ
と
の
相
解
の
鰍
告

(前
号

無
断
愉
出
品
が
欧
州
市
場
を
既
報
)
、
③
「
コ
ピ
|
防
止

混
乱
さ
せ
て
い
る
と
い
う
も
表
示
の
ト
刀
法
特
許
」

へ
の
対

の
だ
が
、
ニ
の
件
は
若
作
権
応
の
検
討
、
④
各
委
員
会
の

問
題
等
対
策
委
民
会
で
早
急
減
告
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。

に
検
討
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
綴
型
半

(鮒
エ
ス
コ
貿

附
コ
ニ
|
産
業
と
鮒
ユ
ニ

u
勿
)
か
ら
併
任
届
が
出
さ
れ
、

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
退
会
こ
れ
が
了
承
さ
れ
た
。

一、

ヨ

問
月
2
日

J
A
M
M
A
第
幻
回
理
事
会
、
総
会
議
案
を
審
議

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
「
所
信

マ
シ
ン
工
業
協
会

(本
部
東
表
明
は
裂
ら
な
い
の
で
は
な

京
、
中
村
雅
裁
会
長
、

J

A

い
か
」
と
の
立
見
も
山
た
が
、

M
M
A
)
で
は

一
月
二
十
五
結
局
前
回
ど
お
り
の
方
法
で

目
、
東
京

・
霞
が
関
の
束
尚
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

大
学
校
友
会
館
に
て
第
二
十
今
年
の
A

M
シ
ョ
ー
に

つ

三
回
理
事
会
を
開
き
、
総
会
い
て
は
昨
年
と
向
線
、
十
月

提
出
議
案
な
ど
を
審
議
し
た
。
二
日
か
ら
二
日
問
、
東
京
流

総
会
提
出
議
案
に
つ
い
て
通
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
こ

は
五
十
九
年
度
事
業
報
告
お
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
侮
外

よ
び
収
支
計
算
書
が
原
案
ど
業
者
の

A

M
シ
ョ
i
出
展
に

お
り
と
な
り
、
六
十
年
度
中
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
結
果
、

業
計
画
案
な
ら
び
に
収
支
予

「当
業
界
の
規
律
を
よ
く
理

算
案
は
徐
識
の
結
果
、

一
部
解
し
て
も
ら
い
、
か
特
別
会

修
正
し
た
う
、え
で
総
会
に
提
良
H

と
し
た
う
え
で
出
展
参

出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
加
し
て
も
ら
う
の
が
望
ま
し

た
総
会
て
行
な
わ
れ
る
任
期
い

」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
っ
こ
の
旨
定
款
の
を
更
を
行
な

い
て
、
そ
の
選
出
+
刀
法
が
検
う
こ
と
に
な
っ
た
。

討
さ
れ
た
。
こ
れ
は
前
回
、
英
国
の
業
者
に
よ
る

「
目

立
候
補
者
が
立
候
補
届
と
所
本
の
ど
デ
オ
ゲ
l
ム
メ
ー
カ

信
表
明
を
提
出
し
、
そ
れ
を
ー
へ
の
公
開
状
」

(
本
紙
前

事
前
に
会
員
に
知
ら
せ
、
総
号
「
海
外
の
話
題
」
参
照
)

会
で
無
記
名
投
票
に
よ
り
選
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
な
さ

出
す
る
ト
刀
法
が
と
ら
れ
て
さ

れ

た

。

こ
れ
は
日
本
か
ら
の

「
科
学
万
博
|
つ
く
ば
部
」

の遊園関係

る去・
6

4グループ10社が参加

「星丸ランド」科学万博

(開
国
際
科
学
技
術
陣
覧
会

協
会
主
催
)
が
三
月
十
七
日

か
ら
百
八
十
四
日
間
、
淡
城

県
筑
波
研
究
学
園
都
市
で
開

催
さ
れ
る
が
、
同
停
の
遊
間

地
ゾ
ー
ン

「昼
丸
ラ
ン
ド
」

の
概
要
が
こ
の
ほ
ど
明
ら
か

に
な

っ
た
。

同
伴
は

H

人
間

・
居
住

・

山
崎
境
と
科
学
技
術
。
を
テ
ー

マ
に
約
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
会

場
で
開
か
れ
、
約
六
卜
の
パ

ヒ
リ
オ
ン
と
各
M

刊
の
焔
設
お

よ
び
遊
同
地
設
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
会
期
中
の
入
場
有

見
込
み
は
二
千
万
人
と
な

っ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
担
九
ラ

ン
ド
は
会
場
内
め
南
西
部
約

一
力
八
千
平
方

μ
の
敷
地
に

あ
り
、
忠
一九
ラ
ン
ド
の
み
の

入
場
者
数
は
約
二
両
万
人
(同

(
4
め
ん
下
か
ら
の
続
き
)

そ
し
て
と
り
あ
え
ず
、
山
迎

合
会
の
極
旨
お
よ
び
定
款
作

り
に
刻
す
る
一安
望
が
、
名
出

席
者
か
ら
山
さ
れ
た
。
そ
の

主
な
内
谷
は
、

中
央
の
的
報

を
正
確
に
全
国
に
流
す
こ
と
、

米
組
織
業
者
の
組
織
化
、
長

期
的
展
望
に
立
っ
た
組
織
作

り
ー
ー
な
ど
だ
が
、
時
閉
め

都
合
と
の
こ
と
で
発
言
は
途

中
で
打
切
ら
れ
、
今
後
は
世

話
人
を
中
心
に
述
合
会
作
り

の
機
備
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
了
放
さ
れ
て
い
る
。

と
の
質
問
が
出
さ
れ
、
こ
れ

に
対
し
内
回
会
長
は

「
六
月

N
A
O
解
散
、
七
月
連
合
会

設
立
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、

七
月
ま
で
に
も
し
連
合
会
が

で
き
な
か
っ
た
ら
審
議
の
う

え
、
答
察
庁
に
対
す
る
窓
口

と
し
て
N
A
O
を
残
す
必
要

が
あ
ろ
う
か
と
思
う
」
と
附
合

え
た
。こ

の
ほ
か
N
A
O
シ
ョ

ー

の
準
備
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
現
化
の
事
務
局
に
空
き

ス
ペ

ー
ス
が
あ
る
の
で
、
こ

れ
を
他
の
凶
体
に
貸
し
家
賃

を
折
半
し
た
ら
ど
う
か
と
い

う
案
が
出
さ
れ
、
近
く
設
立

さ
れ
る
「
日
本

S
C
遊
倒
協

会
」
に
貸
す
こ
と
で
了
承
さ

れ
た
。

十
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
ブ
ロ

ッ
ク
ご
と
の
代
表
の
O

P
団

体
代
表
)
の
名
前
で
全
国
に

呼
び
か
け
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
こ
の
世
話
人
に
な
る

こ
と
を
了
ぶ
し
て
い
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
、

一
部
に
批
判

が
出
た
こ
と
が
サ
ー
ビ
ス
ゲ

ー
ム
ス
福
岡

(福
岡
)
の
児

玉
社
長
か
ら
指
摘
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
同

H

懇
談
会
H

に

欠
席
し
た
協
会
も
あ
っ
た
が
、

結
局
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

明
備
な
回
答
が
な
い
ま
ま
終

っ
た
。

こ
の
ほ
か
児
玉
氏
か
ら
「
N

A

O
は
東
京
か
ら
作
っ
た
協

会
で
、
地
方
の
質
問
が
待
ら

れ
な
か
っ
た
た
め
カ
が
弱
か

っ
た
し
、問
題
も
多
か
っ
た
。

連
合
会
作
り
は
頭
を
す
げ
か

え
て
や
っ
て
ほ
し
い
が
、
急

ぎ
す
ぎ
て
は
い
な
い
か
。
風

営
問
題
だ
け
で
な
く
将
来
の

こ
と
を
考
え
た
も
の
に
し
な

く
て
は
、
役
に
立
た
な
い
だ

ろ
う
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
と

く
に
意
見
も
な
く
、結
局
。
連

合
会
は
必
要
。
と
い
う
こ
と

の
み
全
員
の
一
致
を
見
た
。

(
5
め
ん
下
段
に
続
く
)

谷
に
つ
い
て
は
、
各
地
の
発

明
協
会
な
ど
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

特
許
出
願
公
開

二
月
間
日
付
u
H

「
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
機
に
お
け
る
画
像
表

M
H法
」
、
高
砂
電
総
産
業

側

(大
阪
)
、
公
開
2
1
7

8
3
⑪
、
日
|
1
3
2
2
8

何
/
。

一
一
月
十
凶
日
付

1
「
ヒ
デ

オ
ゲ
l
ム
機
に
お
け
る
情
報

処
開
方
法
」
、
側
セ
ガ

・
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
(東
京
)、

公
開
2
9
1
7
0
、
日
ー
ー

|
ド
ゲ
ー
ム
機
、

A

M
ロ
ボ
3
6
0
9
4
。
問
、
公
附
2

ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
設
日
)。
9
1
7
5
、
間
ー
1
3
6
0

こ
れ
ら
の
機
械
は
す
べ
て
そ
9
5
。

「
ビ
デ
オ
〔ア
イ
ス
プ

の
メ
ー
カ
ー
が
設
出
し
、
会
レ
イ
装
慣
を
具
備
し
た
テ
レ

期
中
の
泌，
h
T
U

(

「位
九
ト
ビ
ゲ
l
ム
マ
シ
ン
」
、
側
タ

レ
イ
ン
」
以
外
は
)
設
筒
メ
イ
ト
l

(
東
京
)
、
公
開
2

ー
ヵ
ー
が
行
な
う
こ
と
に
な
9
1
7
1
、
同
ー
1
3
6
7

っ
て
い
る
。

0

5
。

な
お
川
中
丸
ラ
ン
ド
以
外
の

J

R

実
用
新
案
出
願
公
告

会
場
内
に
も
遊
岡
地
設
が
「

位
さ
れ
る
。
そ
の
内
在
は
次

二
月
八
日
付
H
H

「
山
い
府

の
と
お
り
、

「
テ
ク
ノ
コ
ス
装
置
」
、
御
射
山
中
広

(東

モ
ス
」

(
泉
州
陶
興
業
川
氏
、
世

京

)
、
公
告
4
5
4
3
来
、

界
紋
大
の
大
観
位
中
)、
「テ

日

|

1
6
6
2
7
9
0

レ
コ
ム
リ
ン
グ

一
(
川
、
引

‘

ト

実
用
新
案
出
願
公
閉

め
向
転
の
飢
此
ボ
)
、

産
業
製
)
、
「
コ
ス
モ
ラ
ビ
ス
タ
ラ
イ
ナ
ー
」

(
川
、
ミ

一
月
二
寸
附
日
付
H
H

「コ

ッ
ト
」

(
三
和
輸
送
機
製
急
ニ
モ
ノ
レ
ー
ル

)
、

「
ス
カ

イ
ン
ホ

ツ
バ

」
、
船
井
屯
機

流
す
べ
り
)
、

「
見
丸
ト
レ
イ
ラ
イ
ド
」

(
明
日
門
特
殊
産
附

(大
阪
)
、
公
開
1
0

6

イ
ン
」

(朝
日
エ
ン
ジ
ニ
ア
業
制
点
、
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
)。

8
9
@
、
開
1
1
0
3
0
2

リ
ン
グ
裂
)。

泉
協
興
業
判

|
|
Il
l
i
--
-
--

3
。
「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

・
ゲ

当

1
「
ス
ペ
ー
ス
プ
ラ
ズ
マ
」

手

午

英

司

庁

長

|

ム

機

」
、附
タ
イ
ト
|

(米

(京
協
興
業
製
ジ
ェ

ッ
ト
コ

q一三H
.
d
芯

月

芽

議

京
)、
公
開
1
0
6
9
2
3
、

|
ス
タ
|
)
、

「
ス
ー
パ

ー

出

願

公

告

・
公

開

閉
|
7
1
8
4
0
。

f
h

ト
ル
ネ
|
ダ
l
」

(
問
、
初

、

一
月
二
十
九
日
付
u
H

「妹

公
聞
の
絶
叫
機
)
、

「
ス

1

(
1
月
口
1
2
月
刊
日
)

作
総
」
、
コ
ス
モ
附

(大
阪
)、

パ
ー
ス
イ
ン
グ
」

(同
)
。

特
A
げ
に
出
願
さ
れ
た
特
公
開
i
3
1
8
4
、
日
l
l

uw陥
新
聞
社
州
当

l
「
グ
レ
許
お
よ
び
実
用
新
奈
の
公
針
。
4
3
3
8
0

ー
ト
ポ
セ
イ
ド
ン
」

(
川
)
、
な
い
し
公
聞
の
け
取
新
分
で
、

こ
け
し
ハ

H
付

1
「
氾
子
ゲ

「サ
イ
ク
ル
モ
ノ
レ
ー
ル
」

A

M
業
界
附
述
の
も
の
は
次
l
ム
総
別
凶
山
内
素
子
切
作
ス

(附
)。
ナ
ム
コ
初
当

1
「
フ
の
と
お
り
。
記
が
内
谷
は
、
イ
ツ
チ
」
、
側
ア
ル
テ

ツ
ク

ア
フ
ア
パ

!
ク
」

(
タ
ス
コ
公
告
/
公
聞
の

H
付
、
発
川

(時
・
セ
)
、
公
開
1
7
7
9

袈
エ
ア
l
ア
ク
シ

ョ
ン
遊
只

/
々
奈
の
名
称
、
出
削
人
、

。
、
m
i
l
l
0
0
3
2
。

一九
機
的
)
、

「
わ
い
わ
い
ハ
公
告
/
公
開
番
号
、
山
剛
番
「
コ
ー
ス
タ
」
、
以
防
興
業

ウ
ス
」

(
タ
ス
コ
裂
と
闘
い
米
号
め
順
に
拘
峨
。
な
お
⑩
は
附

(大
阪
)
、
公
開
1
7
7

飢
楽
ム
業
制
点
、
ナ
ム
コ
盟
の
簿
上
代
崎
山
本
の
あ
っ
た
も
の
を
9
4
⑩
、
日
ー
1
0
9
9
9

小
川
上
采
物
機
、

作
師
ア
|
ケ
が
し
て
い
る
。
具
体
的
な
内

8

。

が
承
認
さ

れ
た
。
ま

た
会
員
代

表
者
の
名

川
械
で
附
附

本
製
作
所

は
岡
本
社

長
か
ら
泣

成
部
長
と

波
辺
支
出

長
に
、
加

品
幡
工
裟
仰

は
加
藤
社

長
か
ら
加

必
克
彦
専

務
に
変
更

す
る
こ
と

が
水
認
さ

一一
1 

博
入
場
者
予
想
の

一
訓
)
と

予
想
さ
れ
て
い
る
。

長
丸
ラ

ン
ド
は
既
織
の
と

お
り
、
思
川
観
光
側
、
側
首

陽
新
聞
社
、
泉
州
陶
興
業
附
、

鮒
ナ
ム
コ
の
山
社
の
共
同
参

加
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
う

ち
思
川
観
光
州
側
に
附
ト
|
ゴ
、

明
円
回
特
妹
産
業
側
、
三
梢
愉

送
機
側
、
川
明
日

エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
州
仰
の
州
社
が
協
力
、

ま
た
附
ナ
ム
コ
に
は
タ
ス
コ

附
と
関
東
娯
楽

L
業
川
酬
の
二

社
が
協
力
し
て
い
る
。
以
九

ラ
ン
ド
の
設
出
機
椛
は
次
の

と
お
り
。

忠
川
観
光
州
一
当

1
「
ス
タ

i
ジ
ェ
ッ
ト
」

(
ト
l
ブ
製

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
コ
ー
ス
タ

ー
)
、

「
ス
ー
パ
ー
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ズ
」

(
明
片
特
妹

__， 
上の写真はJAMMA第23回理事会(1月25日)のようす
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多彩な敵出現の宇宙戦争

2人が同時プレイで攻撃

J、Jレツインビー

バブルシステムの第 1弾

2述射ミサイルで空中戦

スクロール画面の地上戦

5障の兵器を選択できる

フィ-)レドコンr¥ッサムライ日本一

前後と雫から迫り来る敵

悪城主を倒し天下を取る

•••••• 
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1HAとfHiの、いれあい
これと伺じ鳴遣のコビ四Iioを正当4主権利もI;Jしに -5aの綿入使用をなさらぬよう欝答恕しま写。
製造販売し、まだl革、購入使用し疋芭に対してi革、
上5e出版lこ係る発妨害索ガ出自由公告され疋際に滋 IIB荘15~伊1'12.月
に基づく術貧食を拐jJ(し、a:疋涯に基づき使日障を
委しとめられることにも芯りますのでかかるコピ

包度事事位製E過を御霊空軍費錫わりBまにありがとうござ
いð:可。 興事1~~型白l革、 全体および~æの駿鴎に
つき、 f苦言午、実問新案、患匠ミ号そEI3&1>しており、
その一部1革、践にf童録および公開され、 工寮所有
待によって保議されております。
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新
法
説
明
会
も

真
鍋
正
氏
(
鮒
ナ
ム
コ

・
東

京
本
社
)
、
川
崎
宵
一夫
氏
(
川

崎
商
事
側
)、
延
時
義
弘
氏
。

政
事
e
u徳
重
隆
級
氏
(
山

口
娯
楽
)
、
越
本
明
氏

(
ヤ

ン
グ
パ
レ
ス
)
。
同
協
会
の

事
務
局
は
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ

ン

ト
山
口
(
山
口
市
湯
田
甑
泉

三
|
五
|
八
、
ホ
テ
ル
松
政

山
口
県
健
娯
協
会

1
月
別
日
に
設
立
、

山
口
県
下
の

A
M
機
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
団
体
「
山
口
県
健

全
娯
楽
業
協
会
」
の
設
立
総

会
が
一
月
三
十

一
日
、
山
口

市
内
の
防
長
会
館
に
て
開
か

れ
、
同
協
会
は
正
式
に
発
足

し
た
。
ま
た
同
総
会
で
は
県

警
保
安
部
防
犯
少
年
課
の
何

当
官
に
よ
る
新
風
営
法
説
明

も
行
な
わ
れ
た
。

同
協
会
は
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ

ン
ト
山
口
な
ど
十
二
社
が
設

立
準
備
を
進
め
て
き
た
も
の

で
、
同
総
会
に
は
三
イ
同
社

が
出
席
し
た
。
同
総
会
で
は

鮒
タ
イ
ト

l
-
山
口
営
業
所

の
延
時
義
弘
氏
が
同
協
会
設

立
に
闘
す
る
経
過
を
報
告
し

た
後
、
定
款
の
玖
認
、
会
伐

の
決
定
、
役
長
選
出
な
ど
を

行
な
っ
た
。
会
員
資
格
は
八

回
す
営
業
者
で
あ
る
か
ど
う
か

を
問
わ
ず
県
内
で
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
卓
業
に
携
わ
っ
て
い
る

者
で
、

入
会
金
は
一
万
問
、

会
資
は
年
二
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
役
員
は
次
の
と
お
り
。

会
長
H
H
河
村
生
夫
氏
(
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
山
口
)
、

副
会
長

1
回
中
出
氏
(
日
南

電
業
側
)
、
山
本
徹
生
氏
(宇

部
娯
楽
)。

理
事
H
市
岡
登
志
雄
氏

(市

岡
商
行
)
、
佐
々
木
昌
一
氏

(大
広
附
)
、
土
問
昇
氏
(土

国
文
化
機
総
附
)
、
武
聞
洋

三
重
県
下
の

A
M機
オ
ペ

俊
氏
(
ア
イ
レ
ム
側

・
徳

山

レ

|
タ
l
団
体
「
三
重
ア
ミ

営
業
所
)
、
磯
村
秀
線
氏
(附
ュ
|
ズ
メ
ン
ト
オ
ペ
レ
ー
タ

徳
山
ジ
ュ

l
ク
)
、
西
寛
氏

l
協
会
」
が
一
月
ニ
イ
一
日
、

(
セ
ガ
社

・
広
'
防
営
業
所
)、
伊
勢
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
カ

.. ，h
:
川
a
p

・
-
E
E

a

、

“.

紘

一

内
、
宮

O
八
三
九
|
二
凹
ー
に
は
保
健
パ保
安
課
の
神
徳
正

五
二

一
二

)
内
。

治
課
長
補
佐
と
福
岡
米
次
謀

ま
た
同
総
会
で
は
米
ひ
ん
長
補
佐
が
出
席
、
一
勧
胤
営
法

と
し
て
県
磐
防
犯
少
年
課
の
お
よ
び
施
行
条
例
に
つ
い
て

巾
斐
真
澄
課
長
、
民
社
党
県
の
概
略
的
な
説
明
が
行
な
わ

速
の
秋
本
邦
彦
副
書
記
長
が
れ
た
。

出
席
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
た
。

な
お
同
協
会
に
よ
る
と
こ

続
い
て
新
風
営
法
に
関
す
る
月
中
旬
現
代
で
の
会
員
数
は

説
明
会
が
行
な
わ
れ
、
こ
れ

三
寸

一
社
と
な

っ
て
い
る
。

1
月
幻
自
事
実
上
発
足

-・・園田・・
・圃圃・・・
・・・・・・・圃

A
M
O
P
協

2
月
日
日
の
総
会
で
正
式
設
立
予
定

h‘- "開~~ .. 
山口県健全娯楽策協会設立総会にて後拶する県警の甲斐課長

4・・・・R

き
ま

-e

--
wo.t産会主翼..捻会制

設 主 総会勾

_，..-

G
『
マ
シ
ン
在
、
永
久
追
放
主
う

2
月
日
日
設
立
総
会

愛
媛
県
も
A
M
協

四
国
4
県
の

O
P
協
は
出
揃
う

愛
媛
県
下
の

A
M
機
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
団
体
「
愛
媛
県
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
協
会
」
が
十
二
月
卜
日
、

松
山
市
内
の
喫
茶
桔
凶
番
館

に
て
聞
か
れ
た
会
合
で
非
公

式
な
が
ら
事
実
上
発
足
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
四
国
四
県
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
は
す
べ
て

~ • 
ル
ー
ト

ジ
ノ
に
て
聞
か
れ
た
会
合
で

変
則
的
な
が
ら
も
事
実
上
発

足
し
た
。

同
協
会
は
刷
鈴
木
商
会
な

ど
十
数
社
が
発
起
人
に
な
っ

て
設
立
準
備
を
進
め
て
き
た

も
の
で
、
同
会
合
に
は
四
十

一
名
が
山
席
、
定
款
な
ど
を

官
官
議
し
た
。
定
款
は
そ
の
大

要
が
泳
認
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
よ
る
と
会
員
資
絡
は
八

号
営
業
で
あ
る
な
し
を
間
わ

ず
県
内
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ボ

業
を
健
全
に
営
む
者
で
、
「
背

少
年
の
入
場
に
つ
い
て
、
自

主
的
に
制
限
を
行
、
え
る
」
者

と
な

っ
て
い
る
。
な
お
会
伐

な
ど
の
細
部
に
つ
い
て
は

m.

卓
会

(二
川
六
日
)
で
検
討

す
る
こ
と
に
主

っ
た
。
ま
た

役
目
に
つ
い
て
は
会
長
に
鈴

会
資
は
年
二
万
円
と
な

っ
て

紘

本

山

1
城
井
朝
宏
氏

(
フ

い
る
。
刷
協
会
の
役
い
民
は
次
ジ
玩
具
)。

な
お
同
協
会
の

の
と
お
り
。

事
務
局
は
絞
山
ゲ
ー
ム
サ
|

会
長

1
日
野
川
川
氏

(松
山

ビ
ス

(松
山
市
余
戸
商
問
|

ゲ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
)
、
副
会
九
|
問
十
、
官

O
八
九
九
|

長

1
尚
岡
利
男
氏

(附

タ

イ

七

一
1
.4七
八
六
)
内
に
設

ト
l
・
松
山
常
業
所
)
、
臨
諾
さ
れ
て
い
る
。

削
竜
治
氏
(
ニ
ュ
|
コ
モ
ダ
)、
以
上
は
非
公
式
な
会
合
と

古
川
附
智
氏

(南
海
ボ
ウ
ル

)。

し
、
正
式
な
設
立
総
会
は

ニ

mJ務
理
事
H
H
福
山
術
厳
氏
(ミ
月
十
八
日
に
聞
か
れ
る
予
定
。

ネ
マ
シ

l
ン
)
、
理
事
H
H
金
ま
た
同
協
会
で
は
設
立
総
会

旧
い
丸
信
氏
(奥
道
後
パ
ス
側
)、
に
愛
媛
県
符
よ
り
相
当
宙
を

玉
井
泌
氏

(附
ナ
ム
コ

・
松
招
い
て
、
新
風
営
法
に
問
す

山
営
業
所
)
、
梅
谷
清
茂
氏
る
説
明
会
を
ね
な
い
た
い
、

(
セ
ガ
社

・
絵
山
常
業
所
)。

と
し
て
い
る
。

出
揃
っ
た
こ
と
に
な
る
。

同
会
合
に
は
二
十
四
社
が

集
ま
り
、
同
協
会
の
定
款
の

瀞
議
や
役
員
選
出
な
ど
を
行

な
っ
た
。
同
協
会
に
よ
る
と

会
員
資
格
は
八
サ
営
業
の
対

象
非
対
象
を
問
わ
ず
県
内
で

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
事
業
を
営
む

者
で
、
入
会
金
は

一
万
円
、

• • 
'" 
n
 

E
'
 

「
ク
ラ
ウ
ン
ズ
ゴ
ル
フ
」

無
断
複
製
事
件
で
神
奈
川
県
警

附
エ
ス
コ
貿
易
の

T

V
ゲ

ー
ム
機
「
ク
ラ
ウ
ン
ズ
ゴ
ル

フ
」
に
つ
い
て
、
そ
の
無
断

コ
ピ

l
口
聞
を
製
造
販
売
し
て

い
た
マ
イ
ク
ロ
デ
バ
イ
ス
附

(
本
社
相
模
原
市
、
成
川
滋

社
長
)
に
関
し
て
、
神
奈
川

県
答
環
境
課
と
川
崎
者
は

一

月
十
日
、
若
作
権
法
違
反
な

ど
の
疑
い
で
マ
イ
ク
ロ
デ
バ

イ
ス
祉
な
ど
凹
ヵ
所
を
家
宅

彼
索
し
た
。

こ
れ
は
朝
日
、
読
売
、
神

リ

ー

ガ
ル
は
そ
の
ま
ま
二
回

奈

川

な

ど

各

紙

で

す

で

に

報

不

波

り

を

出

し

た

。

一
方
の

じ
ら
れ
た
も
の
。
そ

れ

ら

に

ユ

ニ

エ

ン

タ

ー

は

、

リ

|

ガ

よ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ル
な
ど
の
焦
つ
き
を
受
け
一

T

V
ゲ
l
ム
機

「
ク
ラ
ウ
ン

月
四
日
と
五
日
、
両
日
不
渡

ズ
ゴ
ル
フ
」
は

大

平

技

研

工

を

出

し

た

も

の

。

業
側
(
本
社
岐
阜
県
関
市、

A
M
ゲ
l
ム
機
版
売
業
者
再
建
策
を
図
り
つ
つ
あ
る
。

リ
ー
ガ
ル
は
昭
和
瓦
寸
七

大
平
輝
雄
社
長
)
開
発
で
、
の
附
ユ
ニ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
こ
れ
は
民
間
の
信
用
調
盗
年
七
月
、
川
島
氏
が
エ
ス
コ

側
エ
ス
コ
貿
易
(
本
社
東
京
、
ズ
(
本
社
仙
台
市
、
玉
手
良
機
闘
の
調
べ
に
よ
る
も
の
。

貿
易
を
退
社
、
設
立
し
た
も

森
健
次
郎
社
長
)
が
圏
内
で
光
社
長
)
、
そ
し
て
側
リ
|

そ

れ

に
よ
る
と
、
十
二
月

二

の

。
調
べ
に
よ
る
と
累
松
赤

の
独
占
的
製
造
販
売
機
を
持
ガ
ル

(
本
社
東
京
、
川
島
昭
寸
八
日
に
聞
か
れ
た
リ
ー
か

手

を

抱

え
、
資
金
難
に
陥

つ

つ
も
の
。

エ
ス
コ
貿
易
で
は

八
社
長
)
が
相
次
い
で

一
月
ル
の
債
権
者
会
議
で
十
二
月

て

い

た
。
負
偵
約

一
億
八
千

同
ゲ
ー
ム
を
昨
年
六
月
か
ら

上
旬
倒
産
し
た
。

ユ
ニ
エ
ン
末
と

一
月
十
日
の
不
渡
り
と
五
百
万
円
と
の
こ
と
。

発
売
し
た
が
、
は
ぽ
同
時
期
タ
ー
は
営
業
を
継
続
中
で
、
の
会
社
整
理
方
針
が
決
ま
り
、
ユ
ニ
エ
ン
タ
ー
は
間
十
三
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一一
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新
風
営
法
施
行
に
当
た
つ
ほ
ど
の
段
階
で
あ
る
。
し
か
れ
る
フ
ロ
ア
而
杭
の
一

O
%

A

M
業
界
は
ど
れ
ほ
ど
被
害

て
簿
察
当
局
は
、

「
八

号

営

し

、
今
回
法
施
行
に
当
た
っ
未
満
な
ら
ば
、
許
可
を
裂
し
を
被
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
ほ

業
」
に
係
わ
る
遊
技
設

備

と

て

、
わ
ず
か
な
機
舵
な
が
ら
な
い
扱
い
と
す
る
こ
と
は
、
ど
で
あ
る
が
、
こ

の
泌
同
は

設
置
場
所
に
関
し
て
、
当

面

も

A
M
ゲ
l
ム
機
が
規
制
対
広
い
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
に
闘
い
ぜ
ん
続
け
ら
れ
て
い
る
。

の
規
制
対
象
か
ら
除
外
す
る
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
こ
と
は
、
し
て
は
納
得
手
・

3
る
と
し
て
賂
陣
ゲ
ー
ム
を
行
な
う
応
舗

も
の
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
法
の
目
的
に

一
歩
で
も
近
づ
も
、
喫
茶
屈
な
ど
比
較
的
小
が
風
営
の
対
象
か
ら
外
さ
れ

評
価
で
き
る
方
向
と
そ
う
で
い
た
こ
と
と
し
て
大
い
に
評
規
模
な
庖
舗
に
つ
い
て
は
、

る
な
ら
ば
、
と
り
も
砲
さ
ず

な
い
方
向
に
分
裂
し
て
い
る
、
制
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
。
だ
絡
憾
の
米
然
防
止
と

い
う
法

A
M
ゲ
ー
ム
場
を
さ
ら
に
闘

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

維

な

状

況

に

追

い

つ

め

る

こ

つ
ま
り、

遊

技

設

備

に

闘

と

に

な

る

。

砂
健
全
化
。
な

し
て
は
、
ど
う
い
う

も

の

が

ど

は

と

う

て

い

望

め

そ

う

も

賭

博

に

用

い

ら

れ

て

い

る

か

な

い

と

思

わ

れ

る

の

で

あ

る

。

を

笑

態

に

即

し

て

調

査

、

分

こ

う

し

て

遊

技

設

備

に

つ

析

し

て

、

賭

博

に

使

用

さ

れ

い

て

は
正
し
い
方
向
へ
向

い

や

す

い

も

の

に

限

定

す

る

こ

つ

つ

あ

る

が

、

設

置

場

所

に

と
に
よ

っ
て
、
法

の

目

的

を

つ

い

て

は

正

し

く

な

い

方

向

達

成

で

き

る

わ

け

で

あ

り

、

に

向

い

つ

つ

あ

る

と

言

え

る

。

こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
当
局

し
か
し
後
者
に
つ

い
て
は
、

に
よ
る
調
査
、
分

析

は

ま

だ

前

者

の

解

決

が

先

行
す
る
の

進

ん

で

い

な

い

の

に

等

し

い

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

に
い
く
つ
か
の
コ
ピ

i
ヤ
ー

か
ら
無
断
コ
ピ
|
ロ
聞
が
市
場

に
出
た
こ
と
に
よ
り
、
神
奈

川
県
替
に
者
作
権
法
違
反
な

ど
で
告
訴
し
た
。

岡
県
笹
の
調
べ
に
よ
る
と

同
ゲ

l
ム
の
裂
造
段
階
で
I

C
部
品
が
不
足
し
て
い
た
状

況
の
下
、
エ
ス
コ
貿
易
の
当

時
の
部
長
代
理
に
対
し
部
品

を
供
給
す
る
か
の
よ
う
な
態

リ
i
ガ
ル
な
ど
の
影
響
で
倒
産

面画

「
解
釈
基
準
」
の
意
義

が
、
健
全
な

A
M
ゲ
ー
ム
機
の
目
的
か
ら
大
き
く
逸
脱
す

の
7
ち
除
外
さ
れ
た
も
の
は
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

ご
く
一
部
分
に
す
ぎ
ず
、
な
疑
問
が
山
山
る
。
賂
隙
ゲ

l
ム

お
一
層
の
努
力
が
望
ま
れ
る
の
追
放
は
、
健
全
な

A
M
業

と
こ
ろ
で
あ
る
。

界

か
ら
す
れ
ば
悲
.
胤
の
よ
う

一
方
、
設
置
場
所
に
つ
い
な
も
の
で
あ
る
。
賭
博
ゲ

l

て
、
結
果
と
し
て
ゲ

l
ム
機
ム
と
健
全
な

A
M
ゲ
ー
ム
と

設
置
面
積
が
客
の
用
に
供
さ
を
混
同
視
さ
れ
る
こ
と
で
、

ト小
光
紀
氏

(川
川
鈴
木
尚
会
)

を
選
出
し
た
ほ
か
、
発
起
人

を
中
心
に
十
名
の
理
事
を
選

ん
だ
。
な
お
役
員
の
う
ち
副

会
長
は
二
月
六

H
の
則
一半
会

で
協
議
す
る
こ
と
に
な

っ
て

お
り
、
弘
事
に
つ
い
て
は
総

会
で
選
出
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
同
協
会
の
』
事
務
局
は
三

重
自
動
版
先一
機
附

(度
会
川

玉
城
町
世
占
三
山
五
、

包
O

一ム
九
六
1
ニ
ム
|
九
一
九

一
)

内
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
同
協
会
は
変

則
的
な
が
ら
も
事
実
上
発
足

し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
二
月

十
五
日
に
第

一
向
総
会
を
聞

き
、
同
総
会
で
忘
款
、
会
代
、

役
員
な
ど
を
正
式
に
決
定
す

る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
ま

た
同
協
会
の
総
会
に
お
い
て

会
議
に
先
だ

っ
て
、
県
山
明
け
よ

り
担
当

-Wを
川怖い

て
、
新
風

営
法
に
闘
す
る
説
明
会
を
閥

〈
予
定
(
次
号
で
詳
報
)。

群
馬
県
健
娯
協
が
臨
時
総
会
で

新
風
営
法
説
明
会

群
馬
県
健
全
娯
楽
業
協
会
同
協
会
の
会
員
明
加
を
阿
る

(事
務
局
尚
崎
市
、
古
川村
持
た
め
、
人
会
を
呼
び
か
け
る

一
郎
会
長
、
会
員
数
二
十
四
広
令
を
地
元
新
聞
に
掲
似
す

社
)
で
は
十
ニ
川
十
三
日
に
る
こ
と
、
県
答
よ
り
他
当
官

背
岡
崎
市
内
の
東
武
飯
応
に
て
、
を
招
い
て
新
風
営
法
の
説
明

ま
た

一
月
十
三
け
に
岡
市
内
会
を
聞
く
こ
と
な
ど
が
協
議

の
高
崎
市
商
工
会
議
所
に
て
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
臨
時
総
会
を
闘
い
な
お
同
協
会
に
よ
る
新
聞

た
。
さ
ら
に

一
月
三
十

一
H

広
告
は

一
月
卜
九

H
、
同
こ

に
は
同
商
工
会
議
所
に
て
群
十

一
一回
、
同
二
十
二
日
付
の

馬
県
融
合
よ
り
初
当
(
日
を
招
き
、
上
も
新
聞
で
悩
校
し
て
い
る
。

新
風
営
法
に
関
す
る
説
明
会
ま
た

一
月
二
十
八
日
付
の
上

を
聞
い
た
。

毛
新
聞
に
は

H

剖
円
に
新
風

十
二
川
卜
三
H
の
臨
時
総
営
法
の
説
明
会
。
の
見
出
し

会
で
は
岡
県
新
胤
営
法
地
行
で
、
同
協
会
主
催
に
よ
る
新

条
例
に
向
け
た
業
者
側
の
要
風
営
法
説
明
会
の
予
定
が
報

盟
事
現
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
じ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
同
協
会
で
は
こ
れ
ら
要

一
月
三
十
一
日
の
説
明
会

。当
事
項
を
ま
と
め
、
寸
二
月
に
は
岡
県
瞥
防
犯
課
の
尚
怖

二
十
日
に
県
普
と
県
議
会
に
久
寿
課
長
補
佐
が
山
山
席
、
こ

そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
て
い
る
。

れ
に
同
協
会
の
ん
七
会
員
の
ほ

一
バ
十
六
日
の
臨
時
総
会
か
二
十
七
祉
の
非
会
員
が
参

て
は
新
胤
営
法
に
闘
す
る
情
加
し
た
。
附
協
会
に
よ
る
と

報
交
換
を
行
な
う
と
と
も
に
、
高
焔
氏
は
設
備
構
造
な
ど
明

同
州
市
行
政
書
上
会
の
品
開
円
恨
清
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
も
の

会
長
を
招
い
て
、
同
氏
よ
り
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
新
風

新
風
営
法
施
行
に
伴
な
う
業
営
法
お
よ
び
群
馬
県
の
地
行

者
側
の
申
請
手
続
に
つ
い
て
条
例
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

説
明
を
受
け
た
。

こ
の
ほ
か
た
、
と
し
て
い
る
。

• • タ
イ
マ
ー
な
ど
の
東
亜
自
動
電
機

東
亜
無
線
に
吸
収

4m
物
機
の
タ
イ
マ
ー
な
ど

の
専
業
メ
ー
カ
ー
、
川
棚
来
型

自
動
電
機
製
作
所
(
本
社
大

阪
、
大
塚
登
社
長
)
が
二
月

東京(03)438・0698 大阪06(943)-2512 
名古島(052)263・冊目描同(092)472・3600 本社(06)943-3322 

技術と信頼を誇るメダルメーカー

事
務
所
移
転

サ
ン
電
子
制

・
東
京
営
業

所

1
東
京
都
千
代
田
区
内
神

田
一
の
十
六
の
八
、
三
立
社

浜
野
ビ
ル
七
F
、
宮
二
九
三

|
五
一

一一

一
、
山
口
正
刷
所

長
。

UNIT トCOVERSEAS VARIOUS 

ADD Super Continental 
ADD 5-Line 
ADD Bonus-Line 
Super Conti Skill-Stop 
5 Line-Skill-Stop 

ヤジ馬コンビュー

ターが応援する/

• • 
DYNA ELECTRONICS CO_， L TD 1985 。

" 

花合わせの

ゲーム性がアップ

. i!!eカードが1閲々に

変更できます。

・配カードの総がえ

カぜできます。

z 
連荘上りに対し

カワイイ、ギャJレカf

お相手します。

書量ドする
花合わせ※

新
風
営
法
に
合
わ
せ

ス
コ
ア
l
制
O
K
H

国

グロブダ一
好評発売中/

PC8キット価格

98，000円

ドラゴンパスター
新発売

PCBキット価格

148，000円

ドルアーガの港
好評発売中/

PCBキット価格

128，000向

ギャプラス
沼評発売中/

PC8キット価格

128，000円

園璽置

幽;:岡llil註よよ」巾l巾

コンビューターの情報に従い打つと早 〈上れるかも/

最後にあなたの打ち方で性格診断を行ないます

五連荘でカワイイギャルのショータイム、ボーナスUP

エキストラチャンスやオープンマージャン等今までの集大成

っ
て
い
る
。

マ
イ
ク
ロ
デ
バ

イ
ス
社
は
二
年
前
に
も
同
僚

の
事
件
で
埼
玉
県
警
に
適
発

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
昨
年
二

月
に
は
法
人
税
法
違
反
で
償

浜
地
裁
か
ら
懲
役

一
年
二
月

皮
で
接
近
し
た
マ
イ
ク
ロ
デ
(
執
行
循
予
三
年
)
の
有
罪

パ
イ
ス
の
成
川
社
長
が
、
そ
判
決
を
受
け
て
い
る
と
の
こ

の
部
長
代
理
か
ら
パ

ー
ツ
リ
と
。

ス
ト
や
回
路
図
な
ど
を
入
手
、

今
凪
の
事
件
は
棋
元
が
深

こ
れ
ら
に
基
づ
き
無
断
コ
ピ
い
も
よ
う
で
、
岡
県
磐
で
は

|
品
を
製
造
販
売
し
た
も
の
。
取
調
べ
を
続
け
て
い
る
と
の

問
題
と
な
っ
た
部
長
代
理
に
こ
と
で
あ
る
。
な
お

「
ク
ラ

つ
い
て
、
エ
ス
コ
貿
易
の
森
ウ
ン
ズ
ゴ
ル
フ
」
に
つ
い
て

社
長
は
「
私
の
管
理
不
行
届
は
、
マ
イ
ク
ロ

デ
バ
イ
ス
社

さ
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

ま

以

外

に
も
別
ル

l
ト
の
無
断

こ
と
に
遺
憾
で
あ
る
」
と
諾
コ
ピ
|
口
聞
が
あ
る
と
の
こ
と
。

一
日
付
で
、
級
会
社
の
東
亜

無
線
電
機
側
(
本
社
大
阪
、

江
見

一
一
男
社
長
)
に
吸
収
合

併
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
従

来
か
ら
の
タ
イ
マ
ー
、
擬
立
日

発
生
装
世
な
ど
は
東
亜
無
線

返
機
の
電
子
機
器
一
卒
業
部
が

姐
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

東
亜
細
川
線
電
機
側

・
電
子

機
添
い事
業
部

1
大
阪
市
浪
速

区
日
本
橋
忠
の
十
九
の
十
五
、

宮
六
四
四
|
凶
七

O
一
、
背

木
蝶
信
次
長
。

東
亜
自
動
電
機
は
昭
和
三

十
六
年
、
卜
ー
ア
グ
ル
ー
プ

の
電
子
機
総
販
売
会
社
と
し

て
発
足
、
同
年
オ
ー
ト
タ
イ

年
創
業
、
凶
十
七
年
側
東
北
マ

l
を
発
売
、
三
十
九
年
か

娯
楽
機
商
事
に
改
組
、
四
十
ら
専
門
メ
ー
カ
ー
と
な
っ

て

九
年
か
ら
現
商
号
に
な
っ
た
。
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、
今

T

V
機

「頭
の
体
操
」
を

は

回

ト

l
ア
グ
ル
ー
プ
の
再
編

じ
め
い
く
つ
か
の
ヒ

ッ
ト
機
に
伴
な
い
親
会
社
に
統
合
さ

を
生
ん
だ
。
し
か
し
昨
年
八
れ
た
も
の
。

月
の
八
千
代
電
器
産
業
の
倒

I
l
l
i
-
-
l
i
-
-

産
で
不
良
債
権
が
発
生
、
リ

ー

ガ

ル

な

ど

の

焦

つ

き

が

加

什

間

関

U

わ
っ
た
も
の
。
負
債
総
額
七

億
八
千
万
円
と
も
九
億
円
と
側
エ
ト
マ
ッ
ク
(
旧

・
闘

も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

エ
ト
マ
ッ
ク

)
1
東
京
都
盟

ユ
ニ
エ
ン
タ
ー
で
は
一
月
島
区
南
池
袋
二
の
凶
十
七
の

八
臼
に
東
京
て
債
権
者
会
議
六
、
パ
レ
ス
南
池
袋
二

O
一
、

を
聞
き
、
再
建
策
を
図
り
つ

宮
九
八
八
|
六

O
八

O
、
千

つ
あ
る
。
な
お
調
べ
に
よ
る
諜
繁
維
祉
長
。

と
、
樹
新
星

(
本
社
東
京
、

阪
商
電
子
(
旧

・
阪
商
サ

木
村
義
広
社
長
)
も
十
二
月

|
ビ
ス

)
1大
阪
府
寝
屋
川

下
旬
に
経
営
破
た
ん
を
起
し
市
緑
町
一
の
二
、
宮

(
O七

て
お
り
(
負
債
約
二
億
円
)
二

O
)
ニ
七
|
六
三

O
二、

こ
れ
も
ユ
ニ
エ
ン
タ
ー
の
倒
森
田
友
久
社
長
。

産
を
促
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
以
上
と
は
別
に
、

ト

ラ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
商
事
側

(本

松
大
阪
、
官
向
井
一
秀
社
長
)

も
十
二
月
五
目
、
二
回
目
の

不
渡
り
を
出
し
て
い
る
。
同

社
は
五
十
三
年
設
立
の
ゲ
ー

ム
機
販
売
会
社
。
負
償
約
二

億
円
と
の
こ
と
。

Get A Chance (Poker) 
Golclen J acky (Black J ack) 
Bingo Perfect 10 
Royal Casino 5 in 1 
1明1ich5 (5 in 1) 
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風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化

等
に
関
す
る
法
律
等
の
解
釈
基
準

--、、
}主

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適

正
化
等
に
関
す
る
法
律

(
昭
和
二
十
三

年
法
律
第
百
二
十
二
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。)
等
に
つ
い
て
必
要
な
解
釈
の

基
準
は
、
下
記
の
と
お
り
と
す
る
。

記

(
法
第

第
一
法
の
目
的
に
つ
い
て

条
関
係
)

1

法
第
一
条
は
、
従
来
か
ら
本
法
の

目
的
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
風
伯
、
営
業
は
業
務

め
適
正
化
を
通
じ
て
そ
の
健
全
化
を

図
る
べ
き
営
業
で
あ
る
こ
と
を
明
隊

に
し
、
題
名
の
変
更
と
あ
わ
せ
て
、

風
俗
営
業
が
適
正
に
営
ま
れ
て
い
る

場
合
で
も
取
締
り
の
対
象
で
あ
る
か

の
よ
う
な
誤
解
を
与
え
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

2

法
第

一
条
中
「
善
良
の
風
俗
」
の

「
保
持
」
と
は
、
国
民
の
健
全
な
道

義
観
念
に
よ
り
人
の
欲
望
を
泉
一
線
と

す
る
風
俗
生
活
関
係
を
善
良
の
状
態

に
保
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。

3

法
第
一
条
中
「
清
浄
な
風
俗
的
時
境
」

の
「
保
持
」
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
風

俗
生
活
関
係
か
ら
形
成
さ
れ
る
地
域

の
風
俗
喋
境
を
消
浄
な
状
態
に
保
持

す
る
こ
と
で
あ
る
。

4

法
第
一
条
中
「
少
年
の
健
全
な
育

成
に
障
害
を
及
ぼ
す
行
為
」
の
「
防

止
」
と
は
、
未
成
熟
な
少
年
の
心
身

に
有
害
な
影
響
を
与
え
、
そ
の
健
全

な
成
長
を
阻
害
す
る
効
果
を
も
た
ら

す
行
為
を
防
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第

二

ゲ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
の
定
義
に

つ
い
て

(
法
第
二
条
第
一
項
第
八
号

関
係
)

魁
己
目

本
号
は
、

I 

ゲ
ー
ム
機
賭
博
事
犯
や

• • 

し
た
写
兵
、
売
春
を
行
っ
て
い
る

場
所
に
つ
い
て
の
広
告
、
性
総
を

模
し
た
装
飾
、
回
転
ベ

ッ
ド
、
保

動
ベ
ッ
ド
等
の
設
備
を
い
う
。

ω
地
行
規
制
第
六
条
中

F
V由
業
所

内
の
照
度
か
十
(
五
)
ル
ク
ス
以

下
と
な
ら
な
い
よ
う
維
持
さ
れ
る

た
め
必
要
な
構
造
又
は
設
備
を
有

す
る
」
と
は
、
一
般
的
に
は
、
照

度
の
基
準
に
達
す
る
照
明
設
備
を

設
け
て
い
る
こ
と
で
一足
り
る
が
、

照
度
の
基
準
に
満
た
な
い
照
度
に

自
由
に
変
え
ら
れ
る
ス
ラ
イ
ダ
ツ

ク
ス
等
の
照
明
設
備
を
設
け
る
こ

と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

凶
施
行
規
則
第
六
条
中

「
騒
音

X

は
振
動
の
数
値
が
・・・
条
例
で
定
め

る
数
値
に
満
た
な
い
よ
う
に
維
持

さ
れ
る
た
め
必
要
な
構
造
又
は
設

備
を
有
す
る
」
と
は
、
営
業
活
動

に
伴
う
騒
音
が
条
例
で
定
め
る
数

値
に
透
す
る
場
合
は
、
防
音
設
備

を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
例
え

ば
、
品
目
特
設
備
を
設
け
な
い
た
め

特
に
騒
音
が
発
生
し
な
い
場
合
や
、

建
物
の
壁
が
厚
い
こ
と
、
営
業
所

の
岐
界
地
ま
で
相
当
な
距
離
が
あ

る
こ
と
等
に
よ
り
外
部
に
庄
が
漏

れ
な
い
場
合
に
ま
で
防
湾
設
備
の

設
置
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な

、
。

-
hv 

保
議
対
象
施
設
か
ら
の
齢
制
附

令
第
六
条
第
二
号
中
「
お
お
む
ね

百
メ
ー
ト
ル
」
と
は
、
水
平
副
で
測

る
臥
縦
に
つ
い
て

い
う
も
の
で
あ
り
、

例
え
ば
、
営
業
所
が
ビ
ル
の

二
階
以

上
又
は
地
下
に
あ
る
場
合
で
も
、
常

業
所
の
存
抗
す
る
位
置
か
ら
系
直
に

地
而
に
下
ろ
し
た
位
置
に
つ
い
て
測

る
も
の
と
す
る
。

5

許
可
申
請
書
の
添
付
合
矧

ω
「
営
業
所
め
使
用
に
つ
い
て
権

原
を
有
す
る
こ
と
を
政
明
す
る
書

類
」
と
は
、
所
有
権
、
賃
借
権
等
、

当
該
営
業
所
の
使
用
方
法
を
最
終

的
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
権

原
に
附
す
る
も
の
を
い
う
。

ω
「
営
業
所
の
一
半
面
図
」
は
、
建

築
線
認
申
請
時
に
提
出
す
る
青
写

具
に
、
山
山
入
口
の
位
低
、
い
す
、

テ
ー
ブ
ル
の
配
置
等
必
要
な
梨
市
棋

を
記
載
し
た
も
の
で
足
り
る
。

4 

一
部
変
更
あ
り
。
ー
め
ん
記
事
参
照
)

少
年
非
行
の
胤
床
と
な
る
お
そ
れ
の

あ
る
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
を
、
風
俗

営
業
と
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
健
全

化
と
業
務
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

2

遊
技
設
備

本
号
は
、

「
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
、

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機
そ
の
他
の
遊
技
設

備
で
、
本
来
の
用
注
以
外
の
用
途
と

し
て
射
キ
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ

る
遊
技
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
(
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る

も
の
に
限
る
。)

」
を
設
置
し
て
答
に
遊

技
を
さ
せ
る
営
業
を
対
象
と
す
る
。
具

体
的
な
遊
技
設
備
は
、
風
俗
営
業
等

の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
(
昭
和
六
十
年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
。

以

下

「
施
行
規
則
」
と
い
う
。)
第
三
条

に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

ス
ロ

ッ
ト
マ

シ
ン
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機
等
で
遊
技

の
結
果
が
定
量
的
に
表
れ
る
も
の
又

は
遊
技
の
結
果
が
勝
負
と
し
て
表
れ

る
も
の
や
、
ル
ー
レ
ッ
ト
台
や
ト
ラ

ン
プ
ム
円
等
賭
博
に
用
い
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
る
遊
技
設
備
は
対
象
と
な
る

が
、
占
い
機
で
縦
断
に
イ
ン
プ
ッ
ト

す
べ
き
内
容
を
指
示
す
る
桜
度
に
と

ど
ま
る
も
の
等
こ
れ
ら
以
外
の
遊
技

設
備
は
、
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
。

ま
た
、
遊
技
の
結
果
が
定
詰
的
に
表

れ
、
又
は
遊
技
の
結
果
が
勝
負
と
し

て
表
れ
る
遊
技
設
備
で
あ
っ
て
も
、

単
に
人
の
物
理
的
カ
を
表
示
す
る
も

の
等
に
つ
い
て
は
、
「
射
器
r
心
を
そ
そ

る
遊
技
の
用
に
供
さ
れ
な
い
こ
と
が

明
ら
か
な
も
の
」
と
し
て
対
象
か
ら

除
外
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
規
定
は
通
常
の
イ
ン
ベ

l
ダ

|

ゲ
ー
ム
機
等
を
対
象
か
ら
除
外
と
す

る
と
い
う
駆
旨
で
は
な
い
。

• • ω
「
営
業
所
の
周
閣
の
略
図
」
は
、

条
例
で
定
め
る
保
護
対
象
施
設
と

の
関
係
が
明
ら
か
と
な
る
よ
う
な

略
凶
を
い
う
。

ω
「
最
近
五
年
間
の
略
歴
を
記
載

し
た
書
耐
」
に
は
、
勤
務
先
、
役

職
、
住
所
池
袋
寸
の
略
慌
の
記
載
を

要
す
る
。

川
山
誓
約
書
は
、
連
名
で
提
出
す
る

こ
と
を
妨
げ
な
い
。

第
六
営
業
所
の
構
造
及
び
設
備
の
変

更
に
つ
い
て

(
法
第
九
条
関
係
)

-

軽
微
な
変
更

法
第
九
条
第
三
項
第
二
回
す
の
規
定

に
よ
り
届
出
を
要
す
る
構
造
又
は
設

備
の
変
更
は
、
営
業
所
の
小
胤
肢
の

修
総
又
は
模
様
待
、
家
具
の
入
れ
以
目

、
ぇ
、
照
明
設
備
、
音
響
設
備
又
は
防

官
設
備
の
変
更
等
で
あ
る
。

2

届
出
を
婆
し
な
い
変
更

次
に
掲
げ
る
構
造
又
は
設
備
の
変

更
に
つ
い
て
は
、
法
第
九
条
第
三
項

の
届
山
を
要
し
な
い
。

ω
峰
微
な
政
問
削
箇
所
の
原
状
凶
復

ω
附
…
附
設
備
、

t
目
略
行
設
備
等
の
同

一
の
判
明
絡
及
び
性
能
の
範
問
内
で

行
わ
れ
る
設
備
の
史
新

ω
法
第
二
条
第

一一
問
山
第
八
号
の
営

業
に
お
け
る
ゲ

l
ム
機
の
ソ
フ
ト

の
み
の
入
れ
答
え

川
間
止
す
リ
業
所
内
の
見
通
し
を
妨
げ
な

い
佐
伎
の
特
徴
な
い
す
、
テ
ー
ブ

ル
等
の
配
択
の
変
更

第
七
騒
音
及
び
振
動
の
規
制
に
つ
い

て

(
法
第
十
九
条
、
第
三

l
二
条
第

問
項
関
係
)

本
条
は
、
風
俗
営
業
以
び
係
伎
に

お
け
る
飲
食
自
営
業
に
係
る
山
刷
所
及

び
桜
動
に
つ
い
て
、
現
干
の
カ
ラ
オ

ケ
阪
行
の
問
題
等
に
か
ん
が
み
、
従

来
条
例
に
設
け
ら
れ
て
い
た
騒
音
別

制
の
胤
定
の
内
容
を
明
確
に
す
る
た

め
、
数
値
に
よ
り
規
制
す
る
こ
と
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

第
八
広
告
及
び
宣
伝
の
規
制
に
つ
い

て

(
法
第
十
六
条
、
第
二
十
八
条
第

六
項
関
係
)

-

外

山
市
等

ω
こ
の
別
定
は
、
主
と
し
て
泊
ゆ

な
風
俗
例
制
境
の
保
持
を
図
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

憲
法
ト
、
表
現
の
円
由
及
び
営
業

の
向
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と

1月29日

な
お
、

①
僅
休
(
他
か
ら
内
部
が
谷
易
に

見
通
せ
る
も
の
)
の
中
に
笑
物
に

綴
似
す
る
運
転
席
や
操
縦
席
が
設

け
ら
れ
て
い
て
「
ド
ラ
イ
ブ
ゲ
ー

ム
」
、
「
飛
行
機
操
縦
ゲ

l
ム
」
そ

の
他
こ
れ
に
矧
す
る
ゲ
ー
ム
を
行

わ
せ
る
ゲ
ー
ム
機

②
機
械
式
等
の
も
ぐ
ら
叩
き
機

に
つ
い
て
は
、
当
面
賭
博
、
少
年

の
た
ま
り
場
等
の
問
題
が
生
じ
な

い
か
ど
う
か
を
見
守
る
こ
と
と
し
、

施
行
に
当
た
っ
て
は
、
規
制
の
対

象
と
し
な
い
扱
い
と
す
る
。

3

応
釧
そ
の
他
こ
れ
に
鎖
す
る
区
画

さ
れ
た
施
設

本
号
は
、

「
遊
技
設
備
を
備
え
る

庖
舗
そ
の
他
こ
れ
に
鋲
す
る
区
画
さ

れ
た
施
設
」
に
お
い
て
当
該
遊
技
設

備
を
用
い
て
客
に
遊
技
を
さ
せ
る
営

業
を
対
象
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

屋
外
に
あ
る
も
の
等
「
庖
舗
そ
の
他

こ
れ
に
鋲
す
る
区
画
さ
れ
た
施
設
」

に
当
た
ら
な
い
場
所
に
お
い
て
客
に

遊
技
を
さ
せ
る
営
業
は
、
本
号
の
対

象
と
は
な
ら
な
い
。

ω
自
舗

ア

庖

舗

の

立

義

「
庖
舗
」

と
は
、
社
会
通
念
土

一
つ
の
営
業
の
単
位
と
言
い
得
る

程
度
に
外
形
的
に
独
立
し
た
施
設

を
い
い
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー、

ゲ

ー
ム
喫
茶
の
よ
う
に
法
第
二
条
第

一
項
第
八
号
の
営
業
用
に
設
け
ら

れ
た
庖
舗
で
あ
る
場
合
は
も
と
よ

り
、
飲
食
宿
営
業
、
小
売
業
等
の

営
業
用
に
設
け
ら
れ
た
脂
舗
も
、

法
第
二
条
第
一
項
第
八
号
の
「
庖

錦
」
に
含
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

社
会
通
念
上
の
「
庖
舗
」
に
遊
技

設
備
を
備
、
え
る
場
合
は
、
風
俗
営

業
の
許
可
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
。

施
設
が
二
つ
の
営
業
の
単
位
と

言
い
得
る
艦
度
に
外
形
的
に
独
立
」

し
て
い
る
と
は
、
肴
紋
位
一
寸
の
表
示
、

従
業
員
の
服
装
、
又
は
営
業
時
間

の
独
立
性
等
そ
の
笑
態
か
ら
判
断

• • 

に
か
ん
が
み
、
視
覚
に
訴
え
る
広

告
又
は
宣
伝
を
規
制
す
る
場
合
は
、

公
衆
の
自
に
触
れ
や
す
い
も
の
の

規
制
に
限
る
。

ア
公
道
、
駅
前
広
場
等
多
数
の

人
聞
が
通
行
す
る
場
所
で
行
わ
れ

る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
当
該
広
告

物
等
が
、
付
泣
(
数
メ
ー
ト
ル
限

度
離
れ
た
場
所
)
に
い
る
人
間
に

判
別
で
き
る
判
明
伎
の
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て

移
動
す
る
場
合
の
よ
う
に
、
広
告

物
自
体
を
移
動
さ
せ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、

す
ぐ
近
く
で
判
別
で
き

る
も
の
で
あ
れ
ば
足
り
る
。
ま
た
、

ビ
ラ
配
り
位
一
寸
公
衆
の
各
人
に
手
泌

す
場
合
は
、
ビ
ラ
等
の
大
き
さ
を

問
わ
な
い
。

イ
公
衆
電
話
等
公
衆
が
特
定
の

目
的
の
た
め
に
利
用
す
る
場
所
に

お
け
る
広
告
又
は
宣
伝
は
、
当
該

州
場
所
を
利
用
す
る
人
聞
が
利
用
の

際
に
広
告
物
等
の
内
容
を
判
別
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば

足
り
る
。

ω
聴
覚
に
訴
、
え
る
広
島
口
V
A
は
宣
伝

を
制
収
制
す
る
場
合
は
、
通
常
刷
固

め
騒
立
円
と
の
闘
係
で
、
付
近
に
い

る
公
衆
が
聞
く
こ
と
の
で
き
る
起

度
の
も
の
を
規
制
の
対
象
と
す
る
。

2

内
容

川
清
浄
な
風
俗
環
境
を
官
官
す
る
等

こ
の
法
律
の
目
的
に
反
す
る
も
の

に
限
る
。

ω
視
覚
に
訴
え
る
広
告

・
宣
伝
に

あ
っ
て
は
、
典
明
的
に
は
衣
服
を

脱
い
だ
人
の
姿
態
や
性
交
、
性
ぃ
父

数
似
行
為
、
性
総
第
寸
を
品
写
す
る

も
の
、
営
業
所
内
で
ひ
わ
い
行
為

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す
も

の
等
が
川
崎
制
の
対
象
と
な
る
。

ω
ま
た
、
聴
覚
に
訴
、
え
る
広
告

・

宣
伝
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
内
符
が

ひ
わ
い
な
場
合
等
が
規
制
の
対
象

と
な
る
。
ま
た
、
お
し
く
大
き
な

掛
か
口
を
発
生
さ
せ
て
い
る
場
合
は
、

阪
背
に
関
す
る
遵
{
寸
い
や
瓜
の
述
反

と
な
り
う
る
ほ
か
、
本
条
の
述
反

と
も
な
る
。

凶

な

お

、
単
に
山
名
及
び
料
合
一の

み
を
表
示
す
る
・仏
北口

・
1.
ド
、
山
中

に
色
彩
が
派
予
で
あ
る
z

仏
告

・
山日

伝
等
は
規
制
の
対
象
と
な
ら
な
い
。

し
て
、
一
つ
の
営
業
単
位
と
し
て

の
独
立
的
性
絡
を
有
す
る
こ
と
を

い、っ
。

し
た
が
っ
て
、
区
画
さ
れ
た
施

設
が

一
個
の
営
業
用
の
家
屋
で
あ

る
場
合
に
は
当
然
に
庖
舗
と
な
る

が
、
区
画
さ
れ
た
施
設
が
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ
等
の
大
肌
様
、な
建
物
の
内

部
に
あ
る
場
合
で
も
、
こ
の
独
立

的
性
格
を
有
す
る
と
き
に
は
、
広

舗
に
当
た
る
。

イ

風

俗

営
業
の
許
可
を
要
し
な

い
扱
い
と
す
る
場
合

ア
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、
大
き

な
レ
ス
ト
ラ
ン
世
帯
ゐ
庖
舗
の
八
陥

に
一
ム
け
の
ゲ

l
ム
機
を
設
置
す
る

場
合
に
も
風
俗
営
業
の
許
可
を
要

す
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
事
例

の
よ
う
に
当
該
脂
舗
内
に
お
い
て

占
め
る
ゲ
ー
ム
機
営
業
と
し
て
の

外
形
的
独
立
性
が
著
し
く
小
さ
い

も
の
に
つ
い
て
は
、
法
的
規
制
の

必
要
性
が
小
さ
い
こ
と
と
な
る
場

合
も
あ
る
と
考
、
子
勺
れ
る
。

そ
こ
で
、
ゲ

l
ム
機
設
置
部
分

を
含
む
庖
舗
の
一
フ
ロ
ア
の
客
の

用
に
供
さ
れ
る
部
分
の
床
面
積
に

対
し
て
容
の
遊
技
の
用
に
供
さ
れ

る
部
分
(
庖
舗
で
な
い
区
画
さ
れ

た
部
分
も
含
む
。)
の
床
面
積
(
当

該
床
耐
精
一
ば
、
客
の
占
め
る
ス
ペ
ー

ス
、
遊
技
設
備
の
醜
類
等
を
勘
案

し
、
遊
技
設
備
の
直
接
占
め
る
商

梢
の
お
お
む
ね
三
倍
と
し
て
計
算

す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

一

台
の
遊
技
設
備
の
直
接
占
め
る
耐

般
の
三
倍
が
一

・
五
平
方
メ
ー
ト

ル
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
遊

技
設
備
に
係
る
床
面
積
は
一

・
五

平
万
メ
ー
ト
ル
と
し
て
計
算
す
る

も
の
と
す
る
。)
が
占
め
る
割
合
が

五
パ
ー
セ
ン
ト
(
風
俗
営
業
等
の

規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律
施
行
令
(
昭
和
五
十
九

年
政
令
第
三
百
十
九
号
。
以
下
「
令
」

と
い
う
。)
第
一

条
各
号
に
掲
げ
る

ホ
テ
ル
若
し
く
は
旅
館
、
大
規
続

小
売
庖
舗
又
は
遊
園
地
に
あ

っ
て

は
、

一
O
パ
ー
セ
ン
ト
)
を
超
え

な
い
場
合
は
、
当
商
問
題
を
生
じ

な
い
か
ど
う
か
の
推
移
を
見
守
る

こ
と
と
し
、
改
正
法
の
施
行
の
時

点
で
は
風
俗
営
業
の
許
可
を
要
し

雄
物
の
外
観
は
、
そ
れ
が

広
告
又
は
宣
伝
に
当
た
る
も
の
と

解
さ
れ
な
い
限
り
、
本
条
に
よ
る

規
制
の
対
象
と
な
る
も
の
で
は
な

第
九
営
業
所
の
管
理
者
に
つ
い
て

(
法
第
二
十
四
条
関
係
)

-

法
第
二
十
四
条
の
規
定
は
、
風
俗

営
業
の
健
全
化
を
自
主
的
に
促
進
す

る
た
め
設
け
た
も
の
で
あ
り
、
月
町
内
業

者
の
自
主
性
を
不
当
に
侵
害
し
な
い

よ
う
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

2

法
第
二
十
四
条
第
一
一
項
中

「
統
折

管
理
す
る
者
」
と
は
、
全
体
を
ま
と

め
て
符
理
す
る
者
と
い
う
な
昧
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
、
本
法
の
管
理
者

同
長
、
支
配
人
等
が
該
当
す

ま
た
、

るに
。はな

お
、
営
業
者
'H
ら
が
当
該
営
業

所
に
お
け
る
業
務
の
笑
地
を
直
核
統

括
管
理
す
る
場
合
に
は
、
営
業
者
が

自
ら
を
管
埋
者
と
し
て
選
任
す
れ
ば

よ
く
、
他
に
管
埋
者
を
選
任
す
る
必

要
は
な
い
。

3

施
行
規
則
第
三
十
条
中

「
営
業
所

ご
と
に
専
任
」
と
は
、
そ
の
営
業
所

に
常
勤
し
て
管
理
者
の
業
務
に
従
ギ

し
得
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。

な
お
、
二
つ
の
営
業
所
が
篠
着
し

て
お
り
、
双
方
の
脂
を
同
時
に
統
括

管
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
管
政
省
の

業
務
を
適
正
に
行
い
如
何
る
州
場
合
に
あ

っ
て
は
、
当
血
管
制
叶
身
者
を
同
一

人
と

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
扱
い
と
す

噌令
。

4

施
行
規
制
第
一ニ・十

一
条
第
一
号
中

「
従
業
者
に
対
す
る
指
導
に
閲
す
る

社
間
」
の
「
作
成
」
と
は
、
例
え
ば
、

法
人
H

川
崎
{
寸
の
た
め
何
月
は
特
に
何
に

つ
い
て
指
呼
す
る
か
等
の
計
幽
を
作

成
す
る
こ
と
を
い
う
。

5

法
第
二
十
四
条
第
・
4
明
の
解
任
の

制
作
は
、
行
政
処
分
で
は
主
〈
、
そ

の
効
果
は
、
営
業
名
の
'
闘
、
宅
的
附
断

に
待
つ
も
の
で
あ
る
。

6

施
行
胤
則
第
三
十
三
条
第
二一
瓜
巾

「
特
別
の
ト
山
中
的
が
あ
る
場
合
」
と
は
、

特
定
め

M
M
X
は
特
定
の
地
域
の
胤

俗
営
業
に
つ
い
て
、
同
村
の
辿
，
K
J釘

け
め
が
多
数
行
わ
れ
て
い
る
状
況
、
少

年
の
た
ま
リ
坊
に
な
っ
て
い
る
状
汎

等
に
あ
り
、
仰
い
問
者
を
集
め
て
滋
仰

を
行
、
7
、
」
と
に
よ
り
こ
れ
ら
の
が
仙

な
い
扱
い
と
す
る
。

ω
応
舗
に
似
す
る
区
画
さ
れ
た
施

設
庖
舗
に
矧
す
る
区
画
さ
れ
た
施

設
に
お
い
て
存
に
遊
校
を
さ
せ
る

営
業
は
、
政
令
で
定
め
る
施
設
に

お
い
て
営
ま
れ
る
営
業
を
除
き
、

本
号
の
対
象
と
な
る
。

「
庖
舗
に
瀕
す
る
区
画
さ
れ
た

施
設
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
の
よ
う
に
「
庖
舗
」
に

当
た
ら
な
い
区
画
さ
れ
た
施
設
で
、

営
業
行
為
の
行
わ
れ
る
も
の
を
い

い
、
例
、え
ば
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
の
大

規
院
な
施
設
の
内
部
に
あ
る
区
画

さ
れ
た
地
設
を
い
う
。

庖
舗
に
矧
す
る
区
画
さ
れ
た
施

設
に
つ
い
て
は
、
令
第
一

条
で
定

め
る
も
の
は
、
対
象
か
ら
除
外
さ

れ
る
。

令
第
一
条
中
「
当
該
施
設
の
内

部
を
・・・当
該
施
設
の
外
部
か
ら
容

易
に
見
通
す
、
)
と
が
で
き
る
も
の
」

と
は
、
例
、
え
ば
、
通
常
の
区
画
さ

れ
た
ゲ

l
ム
コ

ー
ナ
ー
に
あ
っ
て

は
、
通
路
等
に
桜
し
た
而
に
つ
い

て
、

ア

テ

ー
ブ
ル
の
高
さ
経
度
以
上

の
部
分
か
開
放
さ
れ
て
い
る
も
の

イ
ガ
ラ
ス
張
り
等
で
閉
鎖
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
が
ラ
ス

等
が
無
色
透
明
で
お
お
い
等
が
な

さ
れ
て
い
な
い
も
の

等
で
あ
っ
て
、
内
部
の
照
明
又
は

構
造
、
設
備
若
し
く
は
物
品
等
が

見
通
し
を
妨
げ
ず
、
外
部
か
ら
内

部
の
ほ
ぼ
全
体
を
見
通
す
こ
と
が

で
き
る
も
の
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

ま
た
、
大
規
模
小
売
届
舗
内
の

区
画
さ
れ
た
施
設
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
小
売
脂
舗
内
の
庖
舗
に
当

た
ら
な
い
区
画
さ
れ
た
施
設
の
う

ち
、
小
売
業
の
用
に
供
し
、
又
は

こ
れ
に
随
伴
す
る
施
設
で
、
主
と

し
て
小
売
業
部
分
に
来
集
す
る
顧

客
が
利
用
す
る
も
の
が
こ
れ
に
当

た
る
。な

お
、
川
イ
の
扱
い
は
、
区
画

さ
れ
た
施
設
に
つ
い
て
も
問
機
で

あ
る
。

第
三
接
待
に
つ
い
て

(
法
第
二
条
第

三
項
関
係
)

(

略

)

• • 
を
解
消
し
、
風
俗
営
業
の
健
全
化
を

図
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
場
合
、
法

令
の
重
姿
な
改
正
が
あ
り
、
管
理
者

に
周
知
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
場
合
等

会
』
い
、
っ
。

第
十
指
示
に
つ
い
て

(
法
第
二
十
五

条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
凶
条
関

係
)

-
指
示
の
規
定
は
、
営
業
者
の
自
主

的
な
努
力
を
促
す
手
段
と
し
て
設
け

た
も
の
で
あ
る
。

2

「
指
示
」
は
、
比
例
原
則
に
の
っ

と
っ
て
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
営

業
者
に
過
大
な
負
担
を
課
す
も
の
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
指
示
の
内
谷
は
、
違
反
状

態
の
解
消
の
た
め
の
措
置
、
将
来
の

違
反
の
防
止
の
た
め
の
措
置
等
を
具

体
的
に
示
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

3

「
指
示
」
は
、
行
政
処
分
で
あ
り
、

そ
の
理
由
、
内
容
、
不
服
申
立
て
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
等
を
記
載
し

た
公
安
委
民
会
名
の
文
部
門
で
行
う
も

の
で
あ
る
。

第
十
一
営
業
の
停
止
等
に
つ
い
て

(
法
第
二
十
六
条
、
第
三
十
条
、
第

三
卜
四
条
関
係
)

-

法
第
二
十
六
条
第
一
一
明
及
び
第
三

十
凶
条
第
二
一
項
中
「
法
令
去
し
く
は

こ
の
法
律
に
恭
づ
く
条
例
の
則
定
に

迫
反
し
た
」
と
は
、
当
該
営
業
に
閑

し
法
令
等
に
違
反
し
た
相
場
合
を
い
い

、

ん
土
〈
別
の
場
所
で
当
該
党
裟
に
関
係

な
く
行
わ
れ
た
造
反
行
為
ま
で
含
む

も
の
で
は
な
い
。

2

法
第
二
十
人
粂
の
胤
忘
は
、
法
令

述
反
が
あ
り
、
し
か
も
何
日
体
的
な
状

汎
で
持
良
の
胤
併
を
山
卓
出
す
る
い
寺
の
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
に

JW
業
停
止
を
命

じ
伴
る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
で
あ

リ
、
当
一
ぷ
営
業
停
止
め
要
件
は
、
法

第
三
十
条

X
は
令
第
十
三
条
に
肌
忘

す
る
風
俗
関
連
営
業
の
停
止
等
の
嬰

刊
と
は
黙
な
る
。

3

法
第
二
ト
ム
ハ
条
、
第
三
十
条
リ
入
は

第
一一一

l
川
条
約
二
一
泊
め
川
崎
定
に
ぷ
づ

く
処
分
は
、
そ
の
即
一
州
、
内
谷
、
不

服
山
中
必
て
を
す
る
ニ
と
が
で
き
る
旨

等
を
記
械
し
た
公
安
を
い
民
会
名
の
文

書
で
行
う
も
の
で
あ
る
。

第
十
ニ
風
俗
関
連
営
業
の
規
制
に
つ

い
て

(
法
第
二
十
八
条
関
係
)
(
略
)

第

四

風

俗

関

連

営
業
の
定
義
に
つ
い

て

(
法
第
二
条
第
四
項
関
係
)

(
略
)

第
五
風
俗
営
業
の
許
可
に
つ
い
て

(
法
第
三
条
、
第
凹
条
、
第
五
条
閥

係
)

1

一
般
的
留
意
事
項

許
可
申
請
書
矧
の
記
械
は
、
簡
潔

で
必
要
十
分
な
も
の
で
足
り
る
こ
と

と
す
る
と
と
も
に
、
審
任
事
務
の
合

理
化
、

一徐
住
期
間
の
一
知
純
化
を
図
リ
、

申
請
者
に
無
用
の
負
仰
を
か
け
る
こ

と
の
な

い
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

2

許
可
の
条
件

許
可
に
条
件
を
付
し
、
又
は
こ
れ

を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

法
令
又
は
条
例
を
遵
守
し
て
い
て
も
、

具
体
的
な
事
情
に
よ
り
、
善
良
の
風

俗
若
し
く
は
消
浄
な
風
俗
環
境
を
害

す
る
行
為
又
は
少
年
の
健
全
な
育
成

に
障
害
を
及
ぼ
す
行
為
が
行
わ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
阪
ら
れ
、
付

さ
れ
る
条
件
も
、
こ
れ
ら
の
行
為
を

防
止
す
る
た
め
、
必
要
最
小
限
度
の

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

条
件
が
必
裂
故
小
限
度
で
あ
る
た

め
に
は
、
次
の
要
件
を
満
た
す
必
一
夜

が
あ
る
。

ω
条
件
が
、
普
良
の
風
俗
新
し
く

は
清
浄
な
風
俗
環
境
を
当
す
る
行

為
又
は
少
年
の
健
全
な
育
成
に
障

害
を
及
ぼ
す
行
為
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

ω
そ
の
条
件
を
付
し
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
防
止
す

る
こ
と
が
で
さ
る
こ
と
。
(
合
理

的
な
闘
迷
性
が
あ
る
こ
と
。)

ω
比
例
原
則
の
砲
囲
内
で
あ
る
こ

弁」
。

川
営
業
者
が
受
忍
す
べ
き
範
囲
の

も
の
で
あ
り、

営
業
者
に
無
用
の

負
制
を
か
け
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

3

構
造
反
び
設
備
の
技
術
上
の
必
準

ω
地
行
規
則
第
六
条
中

「
見
通
し

を
妨
げ
る
設
備
」
と
は
、
仕
切
り
、

つ
い
立
て
、
カ
ー
テ
ン
、
北
町
の
高

い
い
す
(
お
お
む
ね
高
さ
が

一
メ

ー
ト
ル
以
上
の
も
の
)
等
を
い
う
。

ω
地
行
規
則
第
六
条
中

「
警
良
の

風
俗
文
は
清
浄
な
風
俗
環
境
を
世
き

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
写
点
、
広
告

物
、
装
飾
そ
の
他
の
設
備
」
と
は
、

例
、
え
ば
、
男
女
の
性
交
場
面
を
等

• • 

第
十
一
一
一

深
夜
に
お
け
る
飲
食
庖
営
業

の
規
制
等
に
つ
い
て

(
法
第
三
十
二

条
関
係
)

(

略

)

第
十
四
深
夜
に
お
け
る
酒
類
提
供
飲

食
庖
営
業
の
規
制
に
つ
い
て

(
法
第

三
十
三
条
関
係
)
(
略
)

第
十
五
従
業
者
名
簿
に
つ
い
て

(
法

第
三
十
六
条
関
係
)

従
業
者
名
簿
の
記
載
に
つ
い
て
は
、

雇
用
契
約
の
あ
る
労
働
者
に
限
る
も

の
で
は
な
い
が
、
労
働
基
準
法
に
基

づ
く
労
働
者
名
簿
の
記
載
に
よ
り
従

業
者
名
簿
に
代
償
で
き
る
場
合
に
は
、

別
に
従
業
者
名
簿
を
作
成
す
る
こ
と

を
要
し
な
い
。

第
十
六
立
入
り
等
に
つ
い
て

(
法
第

三
十
七
条
閥
係
)

l

一
般
的
儲
意
事
瓜

立
入
り
等
は
制
貨
の
手
段
で
あ
り
、

そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
凶
民
の

什
川
本
的
人
権
を
不
当
に
佼
官
一日し
な
い

よ
う
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ω
立
入
り
等
の
限
界

立
入
り
等
の
行
使
は
、
法
の
施

行
に
必
要
る
限
度
で
行
い
得
る
も

の
で
あ
り
、
行
政
卜
の
指
導
、
抗

告
の
た
め
必
要
な
場
合
に
、
法
の

目
的
の
批
判
問
内
で
必
要
紋
小
限
度

で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
犯
罪
般
公
の
自
的
や
他

の
行
政
目
的
の
た
め
に
行
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
経
営
状

態
の
把
阪
の
た
め
に
会
計
帳
簿
や

総
理
常
飯
村
守
の
提
出
を
求
め
た
り
、

保
健
衛
生
上
の
見
地
か
ら
調

m一場

の
検
伐
を
行
う
こ
と
等
は
、
認
め

ら
れ
な
い
。

ま
た
、
立
入
り
等
の
行
使
に
当

た
っ
て
は
、
い
や
し
く
も
戦
総
を

服
用
し
、

X
は
正
当
に
語
集
し
て

い
る
殺
に
対
し
て
鉱
山
周
な
向
円
相
し
を

か
け
る
よ
、
7
な
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。

ω
州抑止
n
v
入
は
資
料
の
提
出
の
要
求
'

と
立
入
り
の
関
係

ぷ
入
り
は
、
ト
山
一
校
営
業
所
内
に

入
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
営
業
者

に
と
っ
て
負
仰
が
大
き
い
の
で
、

間抑止

n
X
は
資
料
の
徒
出
で
行
政
目

的
が
十
分
に
逮
せ
ら
れ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
で
泊
ま
せ
る
こ

と
と
し
、
こ

の
場
合
に
は
立
入
り

は
行
わ
な
い
。
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報
告
又
は
資
料
の
提
出

ω
間
報
告
又
は
資
料
の
内
容
及
び
樟

制
朗

報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
ボ
め

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
け
る

内
谷
及
び
極
殺
は
、
次
の
も
の
に

限
ら
れ
る
。

ア
当
該
常
業
に
関
述
す
る
鰍
伴

又
は
資
料
に
限
り
、
営
業
者
労
の

山
私
生
活
に
関
す
る
も
の
及
び
派
業

し
て
い
る
常
業
が
あ
る
場
介
に
お

け
る
呼
ら
当
該
米
業
に
係
る
材
業

に
関
す
る
も
の
に
は
枕
ば
な
い
。

イ

法

の

H
的
の
範
州
内
で
行
う

指
持
監
作
等
の
た
め
に
必
梨
な
制
限

告
又
は
資
料
に
限
り
、
法
の
門
的

に
関
係
の
な
い
他
法
令
の
遵
守
状

況
等
に
関
す
る
も
の
に
は
及
ば
な

-v 
ウ
法
に
基
づ
く
指
導
、
既
管
等

を
行
、
フ
た
め
必
要
最
小
限
度
の
も

の
に
限
る
。

ω
報
告
又
は
資
料
の
提
山
の
回
数

報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
ポ
め

る
こ
と
が
で
き
る
凶
数
に
つ
い
て

は
、
こ
の
法
律
の
地
行
に
必
要
が

あ
る
場
合
に
つ
き
、
原
川
と
し
て

二
凶
と
す
る
。

た
だ
し
、
そ
の
提
山
梨
ボ
が
ト

分
に
版
行
さ
れ
な
い
場
合
は
、
目
見

に
追
加
要
求
す
る
こ
と
を
妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。

ω
報
収
nX
は
資
料
の
保
山
の
泌
ボ

手
続
等

ア
当
出
必
要
ボ
は
、
通
常
文
代日
で

行
う
も
の
と
す
る
。

イ
資
料
の
提
山
を
受
け
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
相
手
万
に
そ
の
返

還
の
要
否
を
確
認
し
、
返
還
を
要

す
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

限
り
速
や
か
に
返
還
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

3

立
入
リ

ω
立
入
り
の
手
続
及
び
方
法

ア
立
入
り
を
行
う
惇
山
小
職

H
は
、

別
紙

(省
略
|
|
制
集
部
)
の
い
仏

入
.Aを
隙
帯
し
、
関
係
お
に
慌
.
.小

す
る
も
の
と
す
る
。

イ
也
入
り
は
、
公
安
委
日
会
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
い
、

事

後
に
お
い
て
鍬
作
占
を
作
成
し
、

こ
れ
に
よ
り
怜
部
に
報
侍
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
を
保
作
す
る
必
要

2 

が
あ
る
。

ウ
個
室
又
は
こ
れ
に
類
す
る
施

設
内
に
立
ち
入
る
場
合
に
あ

っ
て

は
、
事
前
に
ノ

ッ
ク
す
る
等
に
よ

り
客
が
伝
室
し
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
。

エ
湖
上
代
の
必
要
上
質
問
を
行
う

場
合
に
あ

っ
て
は
、
原
則
と
し
て
、

常
業
缶
、
従
業
お
等
営
業
お
側
の

打
に
対
す
る
杭
問
に
限
り
、
特
に

対
す
る
質
問
は
、
営
業
計
側

へ
の

伐
削
で
卜
分
に

U
的
を
述
し
な
い

場
介
に
限
リ
行
う
こ
と
と
し
、
通

常
は
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

と
す
る
。

オ
営
業
時
間
中
に
立
入
り
を
行

う
場
合
に
は
、
で
き
る
だ
け
営
業

の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
る
。

第
十
七
少
年
指
導
委
員
に
つ
い
て

(
法
第
一
ニ
L
l
八
条
関
係
)

-
心
倍
、
ぇ

少
年
指
導
委
民
制
度
の
趣
旨
に
か

ん
が
み
、
少
年
指
導
委
員
は
、
常
に

少
年
に
対
す
る
深
い
理
解
と
愛
情
を

持
ち
、
少
年
の
人
絡
を
尊
重
す
る
と

と
も
に
、
内
ら
の
人
絡
識
見
を
高
め
、

附
係
行
か
ら
作
敬
と
信
頼
を
得
ら
れ

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

2

委
嘱

公
安
委
円
以
会
は
、
地
械
の
実
情
を

断
ま
え
て
少
年
桁
保
安
以
の
活
動
区

域
を
定
め
、
中
l
一
必
的
動
.N
也
械
の
状
況

に
制
泊
し
て
い
る
台
の
つ
ち
か
ら
、

法
第
三
十
八
条
第
一
頃
の
資
絡
安
件

を
尚
た
す
か
百
か
に
つ
い
て
慎
重
に

判
断
し
た
上
、
適
任
打
を
少
年
指
導

委
員
と
し
て
委
嘱
す
る
。

3

活
動
内
容

少
年
指
導
委
員
は
、
少
年
の
補
導
、

営
業
者
に
対
す
る
協
力
要
請
、
少
年

相
談
等
の
活
動
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
犯
罪
を
摘
発
す

る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
ト
伺
g
H
環

境
か
ら
少
年
を
守
り
、
そ
の
健
全
な

育
成
に
資
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

4

活
動
L
L
の
九
州
立

少
年
指
持
委
只
の
活
動
は
、
関
係

行
の
協
h
M

を
如
何
て
行
わ
れ
る
任
立
の

川
動
で
あ
る
。
少
年
桁
滋
養

U
は
、
い

や
し
く
も
附
係
行
の
正
当
な
権
利
及

び

n山
を
叫
ん
札
口
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
仰
立
す
る
と
と
も
に
、
活
動
時

• • 

に
は
身
分
証
明
ル
む
を
燐
帯
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
都
道
府
県
風
俗
環
境
浄
化
協

会
に
つ
い
て

(
法
第
三
十
九
条
関
係
)

1

都
道
府
県
風
俗
環
境
浄
化
協
会
は
、

民
間
に
お
け
る
環
境
浄
化
の
気
運
を

一
一
階
促
進
す
る
た
め
、
2
に
掲
げ
る

よ
う
な
任
意
的
な
活
動
を
行
、
つ
民
間

団
体
で
あ
る
。
そ
の
的
動
は
、

一行
可

巾

m
A
M
等
の
記
般
の
代
行
等
を
行

う
も
の
で
は
な
く
、
風
俗
営
業
幹
引
等

の
門
主
性
を
凶
作
弔
し
て
行
う
も
の
で

糸
川
ヲ
@
。

2

法
第
三
十
九
条
第
二
以
符
号
に
脱

定
す
る
が
業
は
、
日
体
的
に
は
、
次

の
よ
う
な
が
業
を
い
う
。

ω
前
附
処
阿
山

住
民
等
か
ら
風
俗
環
境
に
関
す

る
北
門
怖
を
受
理
し
、
業
界
同
体
、

鵬
首
察
等
に
連
絡
す
る
こ
と
等
に
よ

り
そ
の
解
決
を
図
る
こ
と
。

ω
啓
発
活
動

街
頭
で
の
客
引
き
や
悪
質
な
ピ

ラ
貼
り
等
の
一

川
の
呼
び
か
け
、

広
報
紙
の
発
行
等
を
行
う
こ
と
。

ω
少
年
指
導
委
只
の
活
動
の
援
助

少
年
指
導
委
員
に
対
す
る
情
報

の
提
供
等
を
行
う
こ
と
。

ω
委
託
事
業

公
交
安
川
会
の
委
北
を
受
け
て

廿
血
行
訓
山村、

凋
k

芯
寸
の
業
務
を

行
、
つ
こ
と
。

調
作
業
務
に
つ
い
て
は
、
風
俗

邸
境
作
化
協
会
川桃
川

(昭
和
六

1

年
同
家
公
安
委
只
会
脱
川
益
二
号
)

第
凶
粂
に
規
忘
す
る
と
お
り
湖
上公

民
に
は
厳
絡
な
嬰
件
を
諜
し
て
お

り
、
公
正
か
つ
的
維
な
調
食
業
務

の
実
泌
を
則
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

間

付

僻

事

業

風
俗
環
境
の
浄
化
の
た
め
必
要

な
出
版
活
動
等
を
行
う
こ
と
。

第
十
九
風
俗
営
業
者
の
団
体
に
つ
い

て

(法
第
四
卜
四
条
闘
係
)

届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
団

体
は
、
風
俗
常
業
お
が
組
織
す
る
同

体
で
あ

っ
て
、
当
日
放
団
体
の
目
的
が

胤
併
常
業
の
他
令
化
と
胤
俗
常
業
の

業
務
の
通
.
此
化
に
あ
る
も
の
で
あ
れ

ば
よ
く
、
他
の

M
的
を
併
せ
持
つ
川

体
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。

• • 

青
森
県
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

(
昭
初
五
十
九
年
十
二
月
二
寸
二
日

育
本
県
条
例
第
四
十
四
号
)

(
趣
旨
)

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
風
俗
営
業
等

の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律
(
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
二
十
二
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。)

の
規
定
に
基
づ
き
、
風
俗
営
業
及
び

風
俗
関
連
営
業
等
に
つ
い
て
、
営
業

地
成
等
及
び
営
業
時
間
の
制
限
、
営

業
者
の
遵
守
本
市
川
等
に
閑
し
必
裂
な

事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(
定
義
)

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
使
川
す

る
用
請
は
、
法
に
お
い
て
使
用
す
る

用
語
の
例
に
よ
る
。

2

こ
の
条
例
に
お
い
て
、

「第

一
一州

住
居
#
用
地
成
」

、

「第
二
制
位
M
伯

母
用
地
域
」
、
「
住
居
地
械
」
、

「近

隣
商
業
地
域
」

、

「商
業
地
域
」
、

「
準
工
業
地
減
」
、
「
工
業
地
域
」

又
は
「
工
業
専
用
地
域
」
と
は
そ
れ

ぞ
れ
都
市
計
画
法
(
昭
和
四
十
三
年

法
律
第
百
号
)
第
八
条
第
一
頃
第
一

号
に
掲
げ
る
第
一
種
住
同
専
用
地
域、

第
二
種
住
居
専
用
地
域
、
住
居
地
域
、

近
隣
商
業
地
域
、
商
業
地
域、

機
エ

業
地
敗
、
工
業
地
域
又
は
工
業
専
用

地
成
を
い
い

、

「指
定
外
地
域
」
と

は
同
法
第
四
条
第
二
瓜
の
都
市
計
両

区
成
以
外
の
地
戚
及
び
間
以
の
都
市

計
同
区
域
の
っ
ち
問
サ
の
用
途
地
拙
械

が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
地
域
を
い
う
。

(
ま
あ
じ
ゃ
ん
屋
等
の
許
可
の
更
新

の
特
例
)

第
三
条

法
第
三
条
第
川
墳
の
条
例
で

定
め
る
特
別
の
事
的
が
あ
る
場
合
は
、

当
該
営
業
所
に
つ
い
て
の
滞
納
に
係

る
娯
楽
施
設
利
用
悦
の
す
べ
て
に
つ

い
て
地
方
税
法
(
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
二
百
二
十
六
号
)
第
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
循
予
を
受

け
て
い
る
場
合
と
す
る
。

(
風
俗
営
業
の
営
業
所
の
設
置
を
制

限
す
る
地
域
)

第
四
条

法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
の

条
例
で
・
逗
め
る
地
域
は
、
次
に
掲
げ

る
地
肢
と
す
る
。

一
第
一
陣
住
居
呼
用
地
域
及
び
第

二
Mm
住
居
呼
用
地
域
住
び
に
住
附

地
域

(道
路
法

(昭
初
ニ
ト
七
年

法
律
第
行
八
十
号
)
第
三
条
に
槻

返
す
る

一
般
凶
道
又
は
郎
辺
府
県

道
に
彼
枕
す
る
地
械
で
当
小
説
道
路

の
路
端
か
ら
ニ
ト
ah
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の
及
び
商
業
そ
の
他
の
業

務
の
倒
に
供
す
る
総
設
が
相
当
制

度
集
合
し
て
い
る
地
域
で
公
安
委

員
会
波
則
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。

以
下
「
特
定
住
居
地
域
」
と
い
う
。
)

ニ
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
施

設
の
敷
地
(
当
該
施
設
の
用
に
供

す
る
も
の
と
決
定
し
た
土
地
を
含

む
。)
の
境
界
線
か
ら
、
同
表
の
中

欄
に
掲
げ
る
当
該
倣
地
の
一民
放
の

区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
距
離
以
内
に
あ
る
地
域

2

的
.
的
引
の
胤
定
は
、
常
態
と
し
て
常

業
場
所
を
修
動
さ
せ
て
A
W
む
風
俗
常

業
及
び
臨
時
に
営
む
風
俗
営
業
の
常

業
所
に
つ
い
て
は
、
通
川
し
な
い

(
風
俗
営
嫌
の
営
業
時
間
の
延
長
が

で
き
る
日
等
)

第
五
条

法
第
十
三
条
第

一
刻
の
条
例

で
定
め
る
日
は
次
の

htvに
仰
げ
る

H
と
し
、
同
.
瓜
の
条
例
で
定
め
る
時

は
当
該
各
口
ゲ
に
掲
げ
る
日
に
つ
い
て

午
前
一
時
と
す
る
。

......................................・e・.......ー型空空空空空空空空竺空空空空空空空!P空
~r丁一一I I一丁一寸1¥ーL I一一 I I I 1 1 1_ I __L J I I I I I 1. 
るr~， I 1.' 弘主-¥I 17qa旦 i i ¥l | l i r&個.岨鵬巴 •， I掴圃咽個由院t上」臼咋附附「戸H刊lドJ占~~T-占iらラ.ι空司. ~圃邑‘\ 暫.里堅 | -ゐ町ι宇』置一E戸!J=孟孟孟孟孟孟一司品J一L司司量旨矛志-今は-1.

.圃園.函重芭己孟宝存零Il6'叡z製磁甥圃彊抱醤軍麗量担1括2 
. 圃圃圃 圃豆司‘~ 1示、._圃.r 哩飢彊z似璽副~内哩~胃拶ヨ~.圃'出里町~型園事司E 1: 
: Pl・圃・・・E章、函璽垣島ム戸~i : rr: '1

Q

， 1 : 1-: J : 1 : 1 . 1 : -1 ， I ， 1 ， 1I! 
312璽司・窓際週圃函 |||i||l ひるむな、コマンタ-/J ~ 1; 
・E 湖珊・・・・k.~掴可思景、 可・圃・圃・・・・・・ ¥'，'，'， - 一 一 一 ， ← - - ・'
:1 '.彊・匪寄且之、羽田・快む士辺二奪われた毘擦の望はまだ隠されている。J;・I ，~薄田・・E盟・・4・圃・凶5c4:ご溢~う温圃......- 」 弘 .JJ.I-， i 百富島 1-+')n百 勘"iII巳屯 H 弓 ~b ー 主 1"" • ~ 

:'1 薗圃膨っす趨-，-...，.."r.斗単身主oJT122?otht;:riftjL13
;1 _♂明感 手厚卦男監登場KPYムデレブ、ヂリユtイツフで問。i汁--tii I "'~尚 一波留マ荷 11 J ，:s;t，.， ~C&溢嵐官者 ν4i1 1; 』 1 1 I l t 111 1・
・1徒、編師事￥斗ιノー itilFぬa・~lJ 止よ! 件 4オプシ ョンボード(バ トルロード対応〉、サプボ ト」・・l、三診、J グγ、 J )-} 為 B 圃・圏1'.1 思~J」ー {ム 1'"ラけー 1 川〉 でl似ブ惜し九 Lムi・
11おヤ棋払多らが:品{霊乳j"~~. ，:-'-------T'-F|ロ ー Ii二;二と:-711g
F棒与ゆ骨首都内総~ぷ7型自治: 1 : I :1: 
;L乱:ιトL~元七-a÷守弓LJ午?子lW以以民吋!?ぜIぜぜ
-.可~占孟己ιi斗ゐ逼斗:_1 1 /、」邑且~ I 盟 ..  ， L~": 屯主二;...>'1， __  園掴哩-..可;Al  孟-】~TT喝窃I I 一一>>1 '@ 一 1 一 I '@動1 一 l 一 I 1:: 
. .  アF~ιιζ( • 『 ιu~ 一一wi守官曹7官彊1一圃曹醇一.. ，.1， j富彊醤更 且..  司圃園-圃-圃-園圃 圃 _---圃--E-ELJ'
・L . 臨~電電・昆- r- .r ...Ir.Ift....- l二-~\，_."噂¥1 i1!ヨ・・・・・・・圃聞・園田咽園田盟国.--J・
iP'" • 11圃.1f~~ .唖回 ・益二司 号望里盟盟国圃曹E量 EEE画圃圃r1・
霊iト了~!?ンーK i V寸~ .. 安之芳昆J2可ト己注ι;二LZ，E由逼面軍量調画圃園田園園寸・I I ~" I ， ， 1- ， .-"，.tρ γ式F角埼屯E島邑-;υ吋吋iυ/奇v司量ιで~I:宝~冨彊圃E園置圃.圃画圏睦搭璽圏.聞-腫圃置.圃園圃.園. .. 

量虹【 ?諒北瓜:午よ
:[  Lμ叫Uいt戸二措逼以瓦人ゐ逗品おは吋出来幻主討日せせlんぷ瓦んんんiJ一- s ; t 河: ? !? i-a 一唱:iヱニl芝.....:;- I m __ -r' '" '1 1 ， L 1 . ， 1 1 何

割引とど涜i認22器禁ZZ之イレムの手l措 び の空間四臥 ・販売本部/大阪市北区西天満 1丁目川協和中之馬ピル TEし O的 12)1300間 1; 
al 十 ima， ・・ .・ 0 ・，Osak. 530，J叩 8nPhone 06(312)1305 T.I.x臼 0741REM.・
:1同フυ→タカて アイレム株式会社 :zrzzt2225?723町;:hr)託料EL. 03(295)5951<<~ 1; 
;1 日付斗 UJ IREM CORPORATION ・棚セント/大鵬一城 1T El5-16 T E L…5820(サービス) 1: 
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

一

八
川
卜
州
け
か
ら
同
月
二
十
一

け
ま
で
の
谷
川

ニ

ト
ニ
バ

4

一ト
九
H
か
ら
明
年
の

一
一
川
凶
け
ま
で
の
科
目

三

祭
礼
そ
の
他
特
別
の
行
が
め
行

わ
れ
る
H
で
公
安
委
以
会
が
定
め

る
も
の

2

公
・
安
委
以
会
は
、
前
現
第
三
号
の

H
を
定
め
る
と
き
は
、
同
号
の
炭
定

に
よ
る
営
業
時
聞
の
延
長
を
認
め
る

地
域
を
定
め
、
当
該
自
及
び
当
該
地

域
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

第

一
項
の
胤
定
に
よ
る
営
業
時
間

の
延
長
は
、
第

一
一
間
住
居
市
中
用
地
域
、

第
二
Mm
住
居
噂
用
地
域
又
は
特
定
住

街
地
域
に
お
い
て
件
む
風
俗
常
業
に

つ
い
て
は
、
池
山
川
し
な
い

(
風
俗
営
業
の
営
難
時
間
の
制
限
)

第
六
条

胤
併
材
業
行
は
、
部

一
一
州
似

M
m
山
中
川
地
域
、
筋
。
一純
白
川
川
作
問
地

波
及
び
特
定
作
肘
池
山
城
に
お
い

て
、

H
山
時
か
ら
午
前
八
時
一一
員
十
分
ま
て

及
び
午
後
卜

一
時
か
ら
望
日
の
午
前

が
時
ま
で
の
時
間
に
お
い

て
は
、
そ

の
営
業
を
作
白
ん
で
は
な
ら
な
い
。

2

法
第
二
条
第

一
風
第
七
円
ザ
の
営
業

(ま
あ
じ
ゃ
ん
崖
を
除
く
。)
を
営
む

風
俗
営
業
者
は
、
前
ド
岐
に
嵐
定
す
る

地
域
以
外
の
地
域
に
お
い
て
、

日
出

時
か
ら
午
前
八
時
三
十
分
ま
で
の
時

間
に
お
い
て
は
、
そ
の
営
業
を
営
ん

で
は
な
ら
な
い
。

(
風
俗
営
業
に
係
る
騒
音
及
び
振
動

の
数
値
)

第
七
条

法
第
十
・
4
粂
の
条
例
で
定
め

る
級
点
け
に
係
る
数
帆
は
、
別
表
第
二

の

t
州
に
掲
げ
る
地
峨
ご
と
に
、
同

ぷ
の
ド
州
に
仰
げ
る
時
間
の
ば
分
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
川
州
に
定
め
る
数

航
と
す
る
。

2

法
第
卜
・九
条
の
条
例
で
辺
め
る
似

品
川
に
係
る
数
似
は、

-Kト・

ιデ
シ
ベ

ル
と
す
る
。

(風
俗
営
業
者
の
遵
守
事
項
)

第
八
条

風
俗
営
業
担
は
、
次
に
掲
げ

る
が
羽
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

• 

一
営
業
所
で
、
卑
わ
い
な
行
為
そ

の
他
善
良
の
風
俗
を
害
す
る
行
為

を
し
、
又
は
容
に
こ
れ
ら
の
行
為

を
さ
せ
な
い
こ
と
。

ニ
営
業
の
用
に
供
す
る
家
u
m

(
旅

館
業
法

{昭
和
二
卜
三
年
法
作
部

μ三
ト
八
号
)
第
二
条
第

一一
以
に

総
定
す
る
旅
館
業
に
係
る
家
Mm
を

除
く
。)
で
符
を
術
的
さ
せ
な

い
こ

Lι

。

三
営
業
所
で
容
の
求
め
な
い
飲
食

物
を
提
供
し
な
い
こ
と
。

四
営
業
中
は
、
営
業
所
の
出
入
口

に
地
錠
を
し
な
い
こ
と
。

2

法
第
二
条
第
一
項
第
七
号
の
常
業

を
営
む
風
俗
営
業
者
は
、
前
項
の
規

定
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
客
に
提
供
し
た
賞
品
を
買
い
取

ら
せ
な
い

こ
と
。

ニ

営

業

所

で
、
と
博
に
傾
似
す
る

行
為
そ
の
他
刊
行
し
く
射
幸
心
を
そ

そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
、

又
は
符
に
こ
れ
ら
の
行
為
を
さ
せ

な
い
こ
と

一四一

K
し
く
射
や
心
を
そ
そ
る
お
そ

れ
の
あ
る
十
刀
法
で
常
業
し
な
い
こ

』
」

凶
営
業
所
(
ま
あ
じ
ゃ
ん
凶
に
係

る
営
業
所
を
除
く
。)
で
終
に
飲
州

を
さ
せ
な
い
こ
と
。

(ス

ロ
ッ
ト

マ
シ
ン
等
の
遊
技
場
営

業
の
営
業
所
へ
の
立
入
り
の
制
限
に
係

る
年
齢
等
)

第
九
条

法
第
二
十
二
条
第
凶
号
の
条

例
で
定
め
る
年
齢
は
十
六
歳
と
し、

同
号
の
条
例
で
定
め
る
時
は
午
後
七

時
と
す
る
。

(
風
俗
関
連
営
業
の
禁
止
区
域
に
係

る
施
設
)

第
十
条

法
第
二
十
八
条
第

一一
明
の
条

例
で
定
め
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一

病
院

(院
療
法

(昭
和
二
卜
三

年
法
律
第
二
.h
R号
)
抗

一
条
郡

一
刻
に
規
定
す
る
病
院
を
い
う
。

以
下
同
じ
。)

ニ

児
取
公
凶

(m市
外
川
同
法
地
行

総
則

(昭
如
刊
閉
ト
問
年
処
設
省
令

第
問
卜
九
ザ
)
第
七
条
約
ah
号
に

削
鳩
山
必
す
る
児
資
公
凶
を
い
う
。)

三
博
物
館
(
時
物
館
法

(昭
和
二

• 

• • 

十
六
年
法
律
第
二
百
八
十
五
号
)

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
博
物

館
を
い
う
。)

問

公

民

館

(
社
会
教
育
法

(昭
和

二
十
凶
年
法
律
第
二
百
七
号
)
に

よ
る
公
民
館

(
同
法
第
二
卜
一
条

第
三
以
に
胤
李
'
る
分
館
を
除
く
。)

を
い
う
。)

(風
俗
開
運
営
雛
の
祭
止
地
犠
)

第
十
一
条

胤
俗
附
述
営
業
は
、
次
の

各
分
に
ぬ
げ
る
胤
俗
閲
述
常
業
の
組

制
刷
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
谷
口
す
に

定
め
る
地
域
内
に
お
い
て
は
、
営
ん

で
は
な
ら
な
い
。

一
法
第
二
条
第
四
項
第
一
号
又
は

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の

適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

(昭
和
五
十
九
年
政
令
第
三
百
十

九
号
)
第
五
条
の
営
業
別
表
第

三
に
掲
げ
る
地
域

二

法
第
二
条
第
四
項
第
二
号
又
は

第
四
号
の
営
業
別
表
第
四
に
掲

げ
る
地
域

三

法
第
二
条
第
四
項
第
三
号
の
営

業

別

u

次
第
五
に
拍
げ
る
地
域

(風
俗
関
連
営
嫌
の
営
鍵
時
間
の
制

限
)

第
十
二
条

法
第
二
十
八
条
第
凶
柄
引
に

川
判
定
す
る
胤
俗
附
述
営
業
は
、
一
泳
佼

(
午
前
本
時
か
ら
H
山
山
時
ま
で
の
時

間
を
い
う
。
以
下
同
じ
J

に
お
い
て

は
、
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。

(
深
夜
に
お
け
る
飲
食
底
営
業
に
係

る
騒
音
及
び
振
動
の
数
値
)

第
十
三
条

法
第
三
十
二
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
丘
条
の
条

例
で
定
め
る
峨
昔
に
係
る
数
値
は
、

別
ぷ
第
二
の
ヒ
欄
に
拘
げ
る
地
域
ご

と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
間
決
め
下
側
に
定

め
る
午
後
卜
一
時
か
ら
管
制
の

H
山

時
ま
で
の
時
間
の
区
分
に
係
る
数
値

と
す
る
。

2

法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て

飲
用
す
る
法
第
卜
五
条
の
条
例
で
定

め
る
振
動
に
係
る
数
値
は
、
五
十
五

デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。

(
深
夜
に
お
け
る
酒
類
提
供
飲
食
唐

営
業
の
禁
止
地
域
)

第
十
四
条

深
夜
に
お
け
る
酒
鎖
提
供

飲
食
届
営
業
(
法
第
三
十
三
条
第
一

項
に
規
定
す
る
沼
知
提
供
飲
食
応
営

業
を
い
う
。
)
は
、
第
一
一
般
住
居
専
用

地
域
、
第
二
椛
住
屑
専
用
地
域
及
び

特
定
住
府
地
域
に
お
い
て
は
、
営
ん

で
は
な
ら
な
い
。

(手
数
料
の
納
入
方
法
)

第
十
五
条

法
部
二
卜
条
都
八
取
及
び

第
問
卜
三
条
の
脱
定
に
よ
る
手
数
料

の
納
入
は
、
山
本
以
収
入
訓
紙
を
も

っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

(時
)

別
表
第

(第
四
条
関
係
)

1，可 1ノ1U21，ー￥「・
地

童福

祉
施 設~1主 設校

J底抗 員長 il'; 近 I也第 話事 近
城 一 工 隣 域 一 工 隣
、4・R 1E 商 、極

1業域也
商

住{主 I也 業 住{主 業
出-JJf t或 I出 情騒 地 区
I也W. 、

域 I也 専 工 域
域別 ユ; & 燥 用 】主
f立地 業 び J9..地 び
ぴ I或 I也 商 ぴ 波 商
J行 I或 業 指

び
業ー

定第 & I也 〉』三第 地
外二 ぴ I或 外ニ 工 域
J出f.ifi 1: f也柿 業 城
域住 3長・ 域住 E与

I，~' 1、~~ 居 用

!日 I手 f也

用 J也 用 域

メ ~bi
|縦

-・. 一 八 五 ル主幹，、
一'内. 卜 十 百 十 十 ) 位

別
表
第
二

(第
七
粂
、
第
十
三
粂
関
係
)

数

他
(
単
位

デ
シ
ベ
ル
)
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十行 用工 I也近 及第第
A I也 業 城 隣 び二一
外 域地、商 {主検後 f也
f也 域 iV!業 }元住{主
地 放 ー仁JI!! I也肘居

び業 j戒 I或専w
-u也 用用 披
業峨尚 I也J也
1手、 j長- J或域、

|笥没日
時 f11
ま時， . 

iL でかノ、
• • 十 のら，、

五ー 時日

の後日
時十没
間一時

時か
a 

まら，、

1i 十 で午

時ら午
ま'w.後
で日十

IJ4 のの ー
ト 時臼時
_li 間出か

で
定
め
る
日
は
次
の
と
お
り
と
し

問
項
の
そ
の
定
め
る
時
は
午
前
一
時

と
す
る
。

一

一

月

一
日
か
ら

一
月
八
日
ま
で

の
日

二

八
月
十
問
日
か
ら
八
パ
十
七
日

ま
で
の

H

三

卜
二
月
二
卜

μ
日
か
ら
卜
二
月

三
卜

・
H
ま
で
の
円

間
判
俗
的
行
が
そ
の
他
の
地
域
の

下
山
を
勘
案
し
、
公
安
吾
川
以
会
が

地
域
を
限
っ
て
折
定
し
た
け

(ぱ
ち
ん
回
』
屋
等
の
営
業
時
間
の
制

限
)

第
五
条

法
第
二
糸
第
一
一
明
第
じ
サ
の

営
業

(
ま
あ
じ
ゃ
ん
屈
を
除
く
。)
を

営
む
風
俗
伝
染
省
は
、
法
第
卜
三
条

別
表
第
三
、
第
四
、
第
五

(
い
ず
れ
も
第
ト

一
条
附
係
)

(
略
)

(
栃
木
県
)
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業

2 

と
は
、

と
は
、

と
は
、

日
出
時
か
ら
日
没
時
ま
で
の
時
間
を
い
う
。

u没
時
か
ら
哲
日
の
午
前
中
帝
時
ま
で
の
時
間
を
い
う
。

午
前
・
本
時
か
ら
円
出
時
ま
で
の
時
聞
を
い
う
。
以
下
向
じ
。

.1ト
五
デ
シ
ベ
ル

務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

山
也

-
T
S
 

城

jl 

H
川
リ

s
p
l
 

(昭
和
五
十
九
年
十
二
月
ニ
ト
七
日

栃
木
県
条
例
第
三
十
七
号
)

一

段
印
刷
地
域

持
寸

五
寸
デ
シ
ベ
ル

(
趣
旨
)

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
風
俗
営
業
等

の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
閲

す
る
法
律
(
昭
和
三
十
三
年
法
律
部

肖
二
卜
二
号
。

以
下
「法

」
と
い
う
。)

の
地
行
に
開
し
必
要
な
が
瓜
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。

(
許
可
更
新
時
に
お
け
る
特
別
の
事

情
)

第
二
条

法
第
三
条
部
川
明
の
条
例
で

定
め
る
特
別
の
が
怖
が
あ
る
場
介
は
、

地
方
税
法

(
昭
和
二
十
丘
年
法
律
第

二
百
二
十
六
号
)
第
十
五
条
第

一一取

の
規
定
に
よ
る
徴
収
納
，
?
を
受
け
て

い
る
場
合
と
す
る
。

(
風
俗
営
業
の
許
可
に
係
る
営
業
地

域
の
制
限
)

第
三
条

法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
の

条
例
で
定
め
る
地
域
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一
都
市
計
画
法
(
昭
和
間
十
三
年

法
律
第
百
号
)
第
八
条
第
一

一肌
第

一
号
に
規
定
す
る
第

一一
制
住
肘
専

問
地
域
、
第
二
間
作
m
M
m
u
m
山同
地
城

χ
は
住
肘
地
域

(
以
ド

「
机
肘
地

域
等
」
と
い
う
。)

}一

前
nゲ
に
仙
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

学
校
教
行
法

(
附
和
ぺ
十
二
年
法

律
第
ニ
卜
h

ハ
ザ
)
知

一
条
に
似
判
定

す
る
苧
校
、
凶
U
H
H

館
法

(
附
相
二

寸
.
ム
年
法
律
第
百
十

f
号
)
第
二

条
第

一
項
に
規
定
す
る
凶
書
館
、

児
貰
福
祉
法

(
昭
和
二
卜
二
年
法

律
第
百
六
十
四
号
)
第
七
条
に
川
崎

定
す
る
児
市
川
一悩
社
施
設
、
医
療
法

(
附
和
二
卜
三
年
法
律
第
二

.h五

号
)
第

一
条
第

一
項
に
脱
定
す
る

州
院

(
以
下

「
病
院
」

と
い
う

)
A

X
は
医
療
法
第

一
条
第
二
項
に
規

定
す
る
診
療
所
で
忠
者
の
収
容
施

設
を
街
す
る
も
の

(
以
下
「
診
療

所
」
と
い
う
。)
の
敷
地
(
こ
れ
ら

の
用
に
供
す
る
も
の
と
決
定
し
た

土
地
を
含
む
。)
の
周
囲
か
ら
百
メ

ー
ト
ル
以
内
で
あ
っ
て
、
周
辺
の

風
俗
環
境
を
勘
案
し
て
業
種
ご
と

に
公
安
委
員
会
規
制
で
定
め
る
距

離
以
内
の
地
域

前
項
の
規
定
は
、
列
市
平
等
常
態
と

し
て
移
動
す
る
施
設
内
に
お
い
て
営

ま
れ
る
風
俗
営
業
に
係
る
営
業
所
長

び
に
祭
礼
そ
の
他
の
判
俗
的
行
い
や
(
以

ド
「
何
俗
的
行
予
」
と
い
う
。)
が
行

わ
れ
る
日
に
、
当
一
説
内
俗
的
行
が
に

係
る
地
域
に
お
い
て
九
百
ま
れ
る
法
第

二
条
郡

一
頂
部
ヒ
サ
及
び
第
八
号
の

営
業
に
係
る
営
業
所
に
つ
い
て
は
、

泌
川
し
な
い
。

(
風
俗
営
業
の
営
業
時
間
の
特
例
)

第
四
条

法
第

l
三
粂
第

一一
取
の
条
例

二

都
市
計
州

法
部
八
条
第

一
刻
筋

一
U

に
胤
返
す
る

近
隣
尚
染
地

域
、
商
業
地

ぃ
紙
、

仙
nr
.-
L
恥ね

ar'

d
e

、，

aれ氏、
JL
E

L
r
'
L
R山

w
a
，

地
域
以
び
仁

業
山J
川
地
域

六
十
五
デ
シ
ベ
ル

三

一

段
ぴ
・

一に

掲
げ
る
地
域
以

外
の
地
械

備
F
J

「畳
間
」

「し佼
間
」

「深
夜
」

法
第
十
一ム
条
の
条
例
で
定
め
る
桜

動
に
係
る
数
依
は
、
五
ト
・h.
デ
シ
ベ

ル
と
す
る
。

(手
数
料
の
納
付
手
続
)

第
七
条

法
第
二
卜
条
約
八
瓜
に
線
記

す
る
千
数
料

(
川
町
に
納
付
す
る
も
の

に
似
る
。)
及
び
法
抗
川
ト
J

一条
に
削
叫

ん
必
す
る
千
数
料
は
、
栃
木
県
収
入
.J

紙
を
も
っ
て
納
付
す
る
も
の
と
す
る

(
風
俗
営
業
者
の
行
為
の
制
限
)

第
八
条

胤
俗
営
業
者
は
、
次
に
叫
げ

2 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

(岡
山
県
)
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業

び
に
大
規
院
な
祭
礼
等
の
行
わ
れ
る

日
で
あ
っ
て
公
安
委
員
会
胤
則
で
定

め
る
臼
と
し
、
そ
の
定
め
る
時
は
午

前

一
時
と
す
る
。

(
騒
音
及
び
振
動
の
規
制
)

第
六
条

法
第
十
五
粂

(法
第
三
卜
二

条
第
-
一m引
に
お
い
て
川
小
川
す
る
場
人
川

務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

(昭
和
五
卜
九
年
卜
二
川・

一ト。
h
H

同
山
以
条
例
都
三
ト
三
ザ
)

(
趣
旨
)

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
胤
併
特
業
等

の
削
胤
制
及
び
業
務
め
適
正
化
等
に
附

す
る
法
律

(
昭
和
二
十
三
年
法
律
部

百
二

1
二
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
J

の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。

(
定
義
)

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、

当

該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

第

一
極
地
域
都
市
計
画
法
(昭

和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
)
第
八

条
第
一
項
第

一
号
に
胤
忘
す
る
第

一
純
住
柑
専
用
地
域
、
第
二
州
件

居
専
用
地
域
以
び
住
肘
地
時
以

(道

路
法

(
昭
和
一一
卜
じ
年
法
作
約
百

八
十
号
)
第
三
条
に
削
判
定
す
る
.

絞
同
道
及
び
以
辺
の
側
捌
か
ら
.h

メ
ー
ト
ル
以
内
の
佐
川
地
峨
の
収

域
を
除
く
。)
を
い
う
。

三

第
二
川
地
域
郷
市
外
川
州
法
加

八
粂
第
一
一
取
第

一
号
に
規
記
す
る

尚
業
地
域
及
び
別
ぷ
第

一
に
叫
げ

る
地
域

(第
一
一
問
地
域
に
該
当
す

る
地
域
を
除
く
J

を
い
う
。

出
三
川

地

域

前

・一川
勺
に
梢
げ

る
地
械
以
外
め
地
域
を
い
う

(
許
可
を
更
新
す
る
特
別
の
事
情
が

あ
る
場
合
)

第
三
条

法
第
一
て
条
第
州
出
引
の
条
例
で

定
め
る
特
別
の
が
怖
が
あ
る
場
合
と

は
、
地
方
続
法
(
昭
和
二
十
証
年
法

律
第
二
百
ニ
ト
六
号
)
第
十
ム
粂
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
績
予
を
受

け
て
い
る
場
合
と
す
る
。

(
風
俗
営
業
の
禁
止
地
域
)

第
四
条

法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
の

条
例
で
定
め
る
地
域
は
、
次
に
掲
げ

る
地
域
と
す
る
。
た
だ
し
、
営
業
所

が作
品
態
と
し
て
移
動
す
る
も
の
で
あ

る
場
介
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第

一
的
地
成

て

次
の
よ
の
ト
欄
に
梢
げ
る
施
設

の
倣
地

(当

d
M地
ぷ
の
川
に
供
す

る
も
の
と
し
て
決
定
し
た
k
地
を

合
む
J

か
ら
営
業
所
が
第
二
純
地

域
に
あ
る
州
場
合
は
同
ぷ
の
小
側
、

第・
-.
同
地
域
に
あ
る
州
場
合
は

M
t到

の
下
側
に
掲
げ
る
距
維
の
区
域
内

の
地
域

-ー. 

法
第
十
丘
粂
の
条
例
で
定
め
る
伝

動
に
係
る
数
値
は
、
ド
五
十
五
テ
シ
ベ

ル
と
す
る
。

(
遵
守
事
項
)

第
七
条

風
俗
常
業
行
は
、
次
に
拍
げ

る
市
け
一
瓜
を
逃
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

2 

一

九
日
山
業
所
で
山
中
わ
い
な
行
為
そ
の

他
凶
作
良
の
胤
併
を
山
代
け
す
る
行
為
を

し
、
リ
入
は
さ
せ
な
い
こ
と

二

件
業
川
地
ぷ

(
旅
針
則
定
法

{
附

和
二
卜
:
・
年
法
山
抗
.h
一二
卜
・
八
ひ
)

ぁ
.

-
a

条
第

a

刷
の
旅
館
業
の
粍
九
日
向

の
許
可
を
受
け
た
も
の
を
除
〈

)

に
符
を
出
的
さ
せ
な
い
こ
と

三

容
の
ボ
め
な
い
飲
食
物
を
提
供

し、

X
は
さ
せ
な
い
こ
と
。

山

正

当

な

即
日由
な
く
従
業
者
か
ら

金
口
州
を
徴
し
、

X
は
従
業
れ
の
負
判

で
特
殊
の
谷
装
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

丘

第

三

者

が

存
引
き
を
し
た
容
の

あ
っ
せ
ん
を
受
け、

X
は
交
け
さ

せ
な
い
こ
と
。

六

営

業

川
地
設
に
お
い

て
胤
俗
附

迎
営
業
を
九
日
山
み
、
日
入
は
常
ま
せ
な

い
こ
と
。

法
部

4

4

条
第

一
以
銘
じ
ひ
げ
入
は
第

八
ザ
の
凡
引
法
を
吋
む
胤
併
公
佐
行
は、

け川
刷
の
胤
む
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
制

げ
る
が
川
引
を
必
守
し
な
け
れ
ば
な
ら

じ、
。

4
'
d
a
v
 

許
し
く
射
や
心
を
そ
そ
る
お
そ

れ
の
あ
る
打
法
で
公
業
を
し
な
い
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(
風
俗
営
業
の
営
業
時
間
の
延
長
)

第
五
条

法
第
十
三
条
第

一
.
取
の
条
例

で
定
め
る
日
は

一
月

一
一
回
か
ら

一
月

川
口
ま
で
、
八
月
十
四

uか
ら
-
J
H
川

l
六
U
ま
で
及
び

1
・
一月
ニ
ト
・
九

H

か
ら
↑
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
日
並

-

』

L
」。

二
営
業
所
で
と
ば
く
知
似
行
為
そ

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
全
県

の
地
域
に
お
い
て
、
日
出
時
か
ら
午

前
九
時
ま
で
及
び
午
後
十

一
時
か
ら

訓
抗
日
の
午
前
零
時
ま
で
の
時
間

(前

条
に
定
め
る
日
に
あ
っ
て
は

H
山
時

か
ら
午
前
九
時
ま
で
の
時
間
)
に
お

い
て
は
、
そ
の
常
業
を
営
ん
で
は
な

ら
な
い
。

(
風
俗
営
業
に
係
る
騒
音
及
び
振
動

の
規
制
に
関
す
る
数
値
)

第
六
条

法
第
卜
・
K
条
の
条
例
で
ど
め

る川線し
m
H
に
係
る
鍛
航
は
、
次
め
い
伐
の

し
上
側
に
尚
げ
る
地
域
ご
と
に
、
川
い
い
代

の
ト
欄
に
尚
げ
る
時
川
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
制
に
定
め
る
数
帆

と
す
る

数

1，lj: 

f反

同
司，，l

 

深

間
十
瓦
デ
シ
ベ
ル

四
十
デ
シ
ベ
ル

六
ト
デ
シ
ベ
ル

(
近
隣
尚
業
地
域
、

商
業
地
域
及
び
糸

工
業
地
域
に
お
い

て
は
、
午
後
十
時

か
ら
明

H
の
午
前

慌
時
ま
で
の
時
間

に
あ
っ
て
は

μ
卜

デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
)

-hト
ム
デ
シ
ベ
ル

(近
陥
商
業
地
減
、

刷
業
地
波
及
び
術

工
業
地
城
に
お
い

て
は
、
五
ト
デ
シ

ベ
ル
と
す
る
。
)

同
卜
瓦
デ
シ
ベ
ル

いれ

l
デ
シ
ベ
ル

T主

い る
。卓

項
を
遵
__.町.
'I 

し
な
け
れ
ば
な
レコ

な

一

営

業

所

に
お
い
て
県
わ
い
な
行

為
そ
の
他
持
・
以
の
風
俗
を
持
す
る

行
為
を
し
、
又
は
特
に
こ
れ
ら
の

行
為
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

一a

九%
業
所

(
そ
の
A
k
m
v
入
は

一
部

か
ホ
テ
ル
リ
入
は
旅
館
の
辿
前
作
の

出
泊
に
供
さ
れ
る
主
を
派
ね
る
場

合
に
お
け
る
生
i
d宅
を
除
く
J

に

い
ね
い
て
谷
会
』
就
山
さ
せ
、
又
は
耐

を
A
A
む
。
次
項
に
お
い
て
向
じ
。)
の

条
例
で
定
め
る
騒
青
に
係
る
数
値
は
、

次
の
ぷ
の
上
側
に
拍
げ
る
地
域
ご
と

に
、
同
表
の
ド
欄
に
拍
げ
る
時
間
の

区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
川
側
に
定

め
る
数
航
と
す
る
。

の
他
抗
し
く
射
幸
・
4
を
そ
そ
る
お

そ
札
の
あ
る
行
為
を
し
、
又
は
さ

せ
J
Y
6

い
こ
と

-
一
一
存
に
提
供
し
た
江
口
川
を
買
い
取

ら
せ
な
い
こ
と
。

阿
部
三
符
の
行
為
に
よ
り
勝
敗
メ

は
抗
日
聞
の
得
失
を
定
め
な
い
ニ
と

民
党
主
刈
(
法
抗
て
条
抗
-
川
郡

八
ひ
の
公
主
に
係
る
川
町
γ
H
V
K
M
州
(
法

第
・
・

1
八
条
第

a

・的
引
に
胤
定
す
る

飲
食
山
川
公
主
を
於
ね
て
悦
む
ら
の

に
限
る
)
一
段
び
ま
あ
じ
ゃ
ん
附
を

除
く
)
に
お
い
て
存
に
飲
川
さ
せ

な
い
-
』
と

2 

泊
さ
せ
な
い

こ
と
。

三

谷
の
求
め
な
い
飲
食
物
を
提
供

し
な
い
こ
と
。

州

法

第

二
条
第
一
項
第

一
回
す
か
ら

第
三
間
す
ま
で
の
営
業
を
常
む
営
業

所
以
外
の
常
業
所
に
お
い
て
、
シ

ョ
ウ
の
似
の
行
為
を
し
、
え
は
終

に
こ
れ
ら
の
行
為
を
さ
せ
な
い
こ

シ
」。

・h

九
判
定
中
は
、
分
業
品
川
の
山
人
H

に
地
銚
を
し
な
い
ニ
と
』

し
ハ
営
業
所
に
お
い
て
法
第
二
条
第

川
川
川
各
ひ
の
件
業
を
公
み
、
リ人
は

uwま
せ
な
い
こ
と
。

(
遊
技
場
営
業
者
の
行
為
の
制
限
)

第
九
条

遊
技
場
常
業
訴

(法
第
二
粂

部

士
刷
抗
じ
す
え
は
第
八
号
の
営
業

を
ザ
リ
む
風
俗
営
業
者
を
い
う
。)
は、

前
条
名
号
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
す

る
ほ
か
、
次
の
各
M

ず
に
掲
げ
る
が
碩

を
進
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
ぶ
し
く
射
幸
心
を
そ
そ
る
お
そ

れ
の
あ
る
万
法
で
営
業
し
な
い
こ

ル」
。

二

台
業
所
に
お
い
て
と
ば
く
煎
似

行
為
そ
の
他
符
し
く
射
や
心
を
そ

そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
、

リ
人
は
終
に
こ
れ
ら
の
行
為
を
さ
せ

な
い
こ
と
。

-
七
%
に
提
供
し
た
れ
品
の
売
買
を

そ
そ
の
か
し
、
あ
お
り
、

X
は
拡

肋
し
な
い
こ
と
。

川

営

業

所

(
ま
あ
じ
ゃ
ん
民
に
係

る
も
の
及
び
法
第
二
粂
第

一
項
第

八
サ
の
営
業

(
食
品
衛
生
法

(
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
二
訂
三
ト
三

凡
勺
)
第
二
十
一
条
第
一
墳
の
許
可

を
受
け
て
営
ま
れ
る
食
品
衛
生
法

施
行
令
(
昭
和
二
十
八
年
政
令
第

二
百
二
十
九
号
)
第
五
条
第
一
号

に
規
定
す
る
飲
食
府
営
業
を
兼
ね

る
も
の
に
限
る
。)
に
係
る
も
の
を

除
く
。)
に
お
い
て
客
に
飲
樹
を
き

せ
な
い
こ
と
。

(年
少
者
の
立
入
り
制
限
)

第
十
条

法
部
二
十

a

一
条
第
四
号
の
条

附
て
定
め
る
年
齢
は
十
六
月
凧
(
小
川「

校
を
い
小
業
し
た
告
で
あ
っ
て
卜
h

ハ
哉

ぷ
尚
の
い
れ
は
、
十
六
必
に
述
し
た
も

の
と
み
な
す
。
}
と
し
、
川
ひ
の
午
後

十
川
前
の
吋
は
午
後
六
時
と
す
る

2

山
間
瓜
の
削
胤
定
は
、
第
開
条
に
定
め

る

H
に
あ
っ
て
は
、
適
用
し
な
い

•• 

(
風
俗
関
連
営
業
の
禁
止
区
域
に
係

る
施
設
)

第
十
一
条

法
第
二
卜
八
条
第
一
頭
の

条
例
で
定
め
る
他
設
は
、
病
院
、
鈴

療
所
、
間
物
館
法

(
昭
初
て
卜
六
年

法
律
第
二
れ
八
卜

e

九
サ
)
第
二
条
第

一一
瓜
に
胤
返
す
る
川
物
館
、
午
校
教

育
法
第
八
卜
二
条
の
二
に
川
判
定
す
る

作
修
午
校
え
は
小
校
教
行
法
抗
八
卜

J

・
条
抗
.
川
に
規
定
す
る
れ
川
小
松

と
す
る
。

(
風
俗
関
連
営
業
の
祭
止
地
域
)

第
+
ニ
条

胤
俗
川附
述
常
業
は
、
法
第

}
・
1
八
条
第

一
叫
に
胤
注
す
る
ほ
か
、

別
ぷ
に
州
仰
げ
る
地
域
に
お
い

て
は、

こ
れ
を
件
ん
で
は
な
ら
な
い
。

(
風
俗
関
連
営
業
の
営
業
時
間
の
制

限
)

第
+
=
一
条

風
俗
闘
述
父
業

(
法
第
二

条
第
問
瓜
第
三
叫
す
の
営
業
及
び
法
第

一一
十
八
条
第
山
尚
一
の
同
門
家
公
安
委
員

会
規
則
で
定
め
る
風
俗
閥
述
営
業
を

除
く
。)
を
悦
む
お
は
、
深
い
枚

(
筑
間

条
に
定
め
る
日
に
あ
っ
て
は
午
前

一

時
か
ら

u出
叫
ま
で
の
時
間
)
に
お

い
て
は
、
そ
の
営
業
を
併
ん
で
は
な

ら
な
い
。

(
深
夜
に
お
け
る
飲
食
庖
営
業
に
係

る
騒
音
及
び
振
動
の
規
制
に
関
す
る
数

値
)

第
+
四
条

法
第

一一
ト
ペ
粂
出
・

一川
に

お
い

て
桃
川
す
る
法
第
卜

μ
粂
の
条

例
で
定
め
る

M
庁
に
係
る
数
航
は、

第
六
条
第

一一
机
の
表
の
L
L

側
に
掲
げ

る
地
域
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
友
の

下
側
に
定
め
る
泌
伎
に
係
る
数
値
と

す
る
。

2

法
第
三
ト
二
条
第
二
以
に
お
い
て

泳
用
す
る
法
位
協
寸
五
条
の
条
例
て
定

め
る
伝
動
に
係
る
数
値
は
、
冗
十
五

デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。

(
深
夜
に
お
け
る
酒
類
提
供
飲
食
庖

営
業
の
禁
止
地
域
)

第
+
五
条

川
知
提
供
飲
食
伯
仲
業
は
、

住
居
地
凶
均
等
に
お
い
て
は
、
泌
伎
に

お
い
て
こ
れ
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。

(
公
安
委
員
会
規
則
へ

の
委
任
)

第
十
六
条

こ
の
条
例
の
他
行
に
附
し

必
要
な
が
川
は
、
八
ム
交
委
い
川
会
川
崎
川

で
ん
必
め
る
。

附

則

(
略
)

別
表

(抗
卜

一条
山
係
}

•• 

(
略
)

の
に
限
る
。)
を
設
け
て
宿
泊
(
休
惣

を
含
む
。)
に
利
川
さ
せ
る
も
の
(
次

瓜
に
お
い
て

『
モ
ー
テ
ル
営
業
」
と

い
う
。)
及
び
川
条
約
問
項
第
虻
ザ
の

件
業
は
、
別
ぷ
第
一A

に
掲
げ
る
地
械

に
わりい

て
は
悦
ん
で
は
な
ら
な
い

一

例
山
h
h

に
附
刊
紙
す
る
が
州

一一
以

上
の
側
収

(
カ
ー
テ
ン
、
つ
い
た

て
呼
を
合
む
J

及
び

um
似
を
ト付
す

る
も
の
に
限
る
。
以
ト
こ
の
.m引
に

お
い

て
川
じ
)
の
山
山
人

U
か
凶
等

に
よ
っ
て
遮
へ

い
で
き
る
も
の

二

市
平
山
叩
の
内
総
か
ら
側
主
に
通
ず

る
山
ザ
用
の
人
の
出
入

u
・え
は
階
段

い
れ
し
く
は
外
昨
機
が
設
け
ら
れ
て

い
る
も
の

一J

例
記
と
ド剛ア
山
崎
と
か
叩
用
の
通
路

に
よ
っ
て
綾
統
し
て
い
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
当
一
ぷ
通
路
の
内
部
が

外
泊
か
ら
見
え
な
い
も
の

法
第
-
一条
部
凹
瓜
第
二
号
の
営
業
、

川
瓜
抗
三
号
の
九
%
業

(
モ
ー
テ
ル
常

業
を
除
く
。)
及
び
川
刷
郡
川
ザ
の
常

業
は
、
部

一
附
地
域
及
び
第
三
Mm
地

域
に
お
い
て
は
件
ん
で
は
な
ら
な
い

(風
俗
関
連
営
業
の
営
喋
時
間
の
制

限
)

第
十
一
条

法
第
二
十
八
条
第
間
以
に

規
定
す
る
胤
俗
間
述
常
業
は
、
深
hk

(午
前
準
時
か
ら

H
山
時
ま
で
の
時

間
を
い
う
。
次
粂
に
お
い
て
川
じ
。)

に
お
い
て
は
常
ん
で
は
な
ら
な
い
。

(深
夜
に
お
け
る
酒
類
提
供
飲
食
庖

営
業
の
禁
止
地
減
)

第
十
二
条

法
刻
一Fal--
4条

m.M川
に

川
判
定
す
る
・州
知
山
供
飲
良
山
川引
法
は
、

お

一一
州
池
山
城
に
わ
ね
い
て
は
、
川州市
以
に

お
い

て
常
ん
で
は
な
ら
な

い
。

(手
数
料
の
納
付
方
法
等
)

第
十
三
条

法
第
二
l
条
第
八
瓜
及
び

法
第
間
十
-
一条
の
川
判
定
に
よ
り
納
め

る
千
数
料
は
、
附
山
県
収
入
一品
紙
に

よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

既
に
納
付
し
た
手
数
料
は
、
返
泣

し
な
い
。

附

則

(略
)

別
表
第
一

(第
二
粂
関
係
)

点
庭
部
湯
原
町
大
下
湯
本
、

大
下
下

・湯
原
及
び
ト〈
下
州
U
A本

山
川
町
州
卵
、
市
町
奥
山
川
札
び
奥
山
川
凶

作
火
川
町
叩
尖
作
町
渇
郷
及
び
山
中
山

(第
ト
粂
附
係
)

(

略
)

別
表
第
二
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(
年
少
者
の
立
入
り
の
制
限
)

第
八
条

法
第
二
十
二
条
約
阿
川す
の
粂

例
で
定
め
る
年
臥
仰
は

l
六
ぷ
と
し
、

そ
の
定
め
る
時
は
日
没
時
と
す
る
。

(
法
第
二
十
八
条
第
一

一
項
の
条
例
で

定
め
る
施
設
)

第
九
条

法
第
二
十
八
条
第

↑
凶
引
の
粂

例
で
定
め
る
抱
設
は
、
次
に
仙
げ
る

施
ぷ
と
す
る
。

社
会
教
打
法

(
附
和
二
十
川
年

法
作
第
・

一行
川
仁
川
ゲ
}
第
・一
卜

e

粂

に
M
叫
ん
必
す
る
公
民
館

仙
川
物
館
法

(
附
加
叩

一L
l
h

ハ
年
法

印
抗
-一
れ
八
ト
・h

U
)
抗
て
条
抗

.
的
引
に
川
胤
・
注
す
る
川
物
館

(
風
俗
関
連
営
業
の
禁
止
地
域
)

第
+
条

法
第
て
条
徐
州
的
引
抗

e
U
の

ハ
付
業
、
川
.
瓜
あ
:
・
H

ゲ
の
九
明
日
主
で
あ
っ

て
次
の
れ
ひ
め
い
す
れ
か
に
小
説
当
す

る
桃
造
を
わ
付
す
る
施
ぷ

(側
主
に

'N

動
中
の
山
下
山
叩
が
側
々
に
後
続
す
る
も
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( 14) 第三微量sf夏物認可

西
独
l
M
A
開
催
。

西
独
で
は
、
い
わ
ゆ
る
ロ

タ
ミ
ン
ト
型
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル

機
の
営
業
が
許
可
制
の
も
と

で
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

分
野
も
看
過
で
き
な
い
か
、

賭
博
性
の
な
い
A
M
機
ま
で

れ
ぞ
れ
出
回
附
し
た
。
こ
れ
ら
最
近
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
色
彩

の
成
功
、
輸
出
は
西
ド

イ

ツ

が

施

さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

の
業
界
に
と
っ
て
大
き
な
活
ど
う
い
う
こ
と
か
と
一
言
う

力
と
な
る
と
と
も
に
、
他
の
と
、

昨
年
十
二
月

一
白
以
降

欧
州
各
国
に
も
い
い
影
響
を
A
M
機
で
三
十
マ
ル
ク
ま
で

与
え
つ
つ
あ
る
。

の
景
品
を
出
し
て
も
よ
い
、

-
M

A

は

V
D

A

I

(

西

と

い
う
制
度
に
変
っ
た
か
ら

独
A
M
機
と
自
販
機
業
者
協
で
あ
る
。
か
く
し
て
T
V
ゲ

会
)
の
主
催
に
よ
る
も
の
。

ー

ム
機
で
あ
れ
な
ん
で
あ
れ

し
か
し
、
同
国
で
は
主
と
し
A
M
ゲ

l
ム
機
で
わ
ざ
わ

F

て
パ
リ

l
・
ウ
ル
フ
社
、
が
「
遊
技
の
結
果
を
数
量
で
示

i
ゼ
ル
マ
ン

・
グ

ル

ー

プ

、

す

」
チ
ケ

ッ
ト
出
し
装
置
が

N

S
M
・
ロ
|
エ
ン
社
の
三
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
が
君
臨
し
て
お
り
、
純
粋
な
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム

こ
れ
に
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
(
ラ
は
、
こ
う
し
て
必
ら
ず
景
品

イ
チ
ャ
ー
ト
)
ゲ

i
ム
社
、
と
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る

J
B
H
祉
な
ど
が
続
い
て
い
ギ
ャ
ン
ブ
ル
遊
技
に
向
い
つ

る
。

こ
れ
ら
は
メ
ー
カ
ー

-

つ
あ
る
。

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で

輸

入

も

版

た

ぶ

ん

こ

う

い

う

ア

|
ケ

売
も
行
な
う
と
い
う
万
能
型
|
ド
ゲ
ー
ム
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル

で
、
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
化
は
当
地
の
業
界
を
正
し
い

パ
タ
ー

ン
と
言
え
る
。
な

お

方

向

に

向
わ
せ
る
ど
こ
ろ
か

が
|
ゼ
ル
マ
ン

・
グ
ル
ー
プ
破
滅
に
導
く
こ
と
に
な
る
だ

の
中
に
は
、
ノ
パ

・
ア

バ

ラ

ろ

う

。
現
実
に
は
、
チ
ケ
ツ

i
ト
社
も
あ
る
。
日
本
か
ら
ト
出
し
装
置
は
売
上
げ
増
に

の
直
接
出
展
は
コ
ナ
ミ
工
業
も
つ
な
が
ら
ず
、
そ
れ
以
上

ぐ
ら
い
で
、
他
は
す
べ
て
現

話
題
に
も
な
ら
な
い
。
話
題

地
の
有
力
会
社
か
ら
出
品
さ
に
な
る
の
は
、

い
い
内
容
の

れ
て
い
る
。

ゲ

ー

ム

機

に

決

ま

っ

て

い
る
。

初
マ
ル
ク
ま
で
景
品
出
し
自
由
化

元
来
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
国
で

は
米
国
の
メ
ー
カ
ー
口聞
を
輸

入
し
て
成
り
立
っ
て
き
た
が

対
ド

ル
為
替
相
場
が
悪
化
し

て
お
り、

欧
州
経
済
は
長
期

不
況
に
悩
ま
さ
れ
て
き
て

い

る
。
こ
う
し
た
中
で
、
T
V

ゲ
ー
ム
機
は
基
板
ベ

l
ス
で

輸
入
し
、
組
立
て
ら
れ
る
な

ど
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
フ
リ
ツ
パ

ー
に
つ
い

て
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ

た
。
西
独
の
業
界
は
フ
リ
ツ

パ
l
の
園
内
生
産
に
成
功
し

こ
れ
を
欧
州
各
国
に
輸
出
す

る
こ
と
と
な
っ

た
。

米
国
か
ら
の
技
術
援
助
を

受
け
て
、
西
独
パ
リ

l
・
ウ

ル
フ
祉
は
パ
リ
|
社

「
フ
ァ

イ
ア

l
-
パ
ワ

l
・
ク
ラ
シ

ッ
ク
」
を
、
N
S
M
/
ロ

l

エ
ン
祉
は
新
型
フ
リ
ッ

パ
|

「
ニ
ュ

ー
ウ
ェ
ー
ブ
」
を
そ

A
T
E
-
よ
り
年
々
規
模

一
を
地
す
西
ド
イ
ツ
の
I
M
A

一
は
今
年
一
月
十
七
日
か
ら
三

一
日
問
、
い

つ
も
の
フ
ラ
ン
ク

一
フ
ル
ト
・
メ

ッ
セ
ゲ

レ
ン
デ

一
で
聞
か
れ
た
が
、
一
段
と
感

一
況
と
な
り
主
催
者
側
は
喜
こ

一
ん
で
い
る
。

一

デ

l
タ
か
ら
示
す
と
出
展

一
社
百
五
十
三
、
う
ち
西
ド
イ

一
ツ
八
十
六
社
、
そ
の
他
は
十

一
ヵ
国
か
ら
の
出
展
。
登
録
入

一
場
者
数
は
、
前
年
比

一
割
増

一
の
約

一
万
三
千
人
で
、
う
ち

一
一
五
%
が
西
独
以
外
の
三
十

一
一
ヵ
国
か
ら
の
入
場
と
な
っ

ン
一

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
増
加
は

'
一

西
ド
イ
ツ
圏
内
の
A
M
機

・

句、一

G
機
産
業
が
比
較
的
安
定
的

マ
一

に
発
展
し
て
い
る
上
に
、
フ

.
L
リ

ツ
パ

ー
な
ど
国
産
化
し
て

i
一
い
る
こ
と
が
大
い
に
貢
献
し

一一

て
い
る
。
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全
米
で
大
ヒ
ッ
ト
し
た
砂
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
。

が
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
秘
め
て
新
登
場
/

The Losf Caverns 官狙悶郡江iI。ACTIVISION，INC.1984

ビットフォール II

あのスーパーダービーが新しい魅力を

プラスしてコンJfクトになった/

SUPER DERBYII™ 

スーパーダービー IIは、大好評

を博したスーパーダービーの実

績をふまえて新たに開発した製

品です。 その高度な性能と豪華

な風格のキャビネットは、他に

は見られぬ優れた品質を誇って

おります。

最新鋭メダルゲーム新登場

!セガ・スーパーダービー.

無
断
輸
入
品
に
対
し
刑
事
訴
追
も

公
開
討
論
で
決
意

米
国
デ

l
タ
イ
ー
ス
ト
D
B
会
合

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
側

(本

社
東
京
、
福
闘
哲
夫
社
長
)

の
米
国
で
の
子
会
社
、
デ
ー

タ
イ
ー
ス
ト
社
(
本
社
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
タ
ク
ラ

ラ
、

ロ
パ

ー
ト

・
ロ
イ
ド
社

長
)
で
は

一
月
二
十
五
日
か

ら
三
日
間
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
ビ
ル
ト
モ
ア

ホ
テ
ル
で
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ

ー
タ

|
(
D
B
)
会
合
を
聞
い

た
が
、
と
く
に
D
B
会
合
で

は
初
め
て
と
さ
れ
る
公
開
討

論
会
が
行
な
わ
れ
る
な
ど
、

参
加
者
に
深
い
感
動
を
与
え

る
有
意
義
な
催
し
と
な
っ
た
。

今
回
の
米
国
デ
ー
タ
イ
ー

ス
ト
社
D
B
会
合
は
、
同
社

に
よ
る
営
業
研
修
会
と
、
新

製
品
「
カ
ン
フ

l
マ
ス
タ
ー
」

(
ア
イ
レ
ム
開
発

「
ス
パ
ル

タ
ン

X
」
を
北
米
市
場
に
限

• • 
お庖の省力化に威力を発揮/

セガ・両替機

(DP-07) 
*使いやすきを追求した

シンプル・メカニス'ム。

・1000円札・ 500円硬貨を
100門硬貨に両答。

セガ・メダル貸機
(DP-15-1) 
*ダブルホッパ一方式採用

・1000札・500札・500円硬
貨・100円硬貨でメダルを

貸出し。

両替機新機種

近日発売

LUCKY CARNIVAL 

会
町下用崎

市τ
 

つ守奇準基一一、叫自し$
A
'
 

会皿、つ営

ロ
ボ
ッ
ト
・
ア
ー
ム
で
す
て
き
な
景
品
を
キ
ャ
ッ
チ
/
制世

悼の機ムゲレダメ

カ
ー
ニ
バ
ル

4
種
類
の
ス

ロ
ッ
ト
ゲ

l
ム
が
楽
し
め
ま
す
。

①
フ
ァ
イ
ブ
・
ラ
イ
ン

②
ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
チ

①
ラ
ッ
キ
ー
・
パ

l

④
ボ
ー
ナ
ス
・
ラ
イ
ン

ラ
ッ
キ
ー

み
ん
な
で
楽
し
め
る
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
・

プ
ラ
イ
ズ
ゲ

l
ム
。

。IGATRONTM
セガ・ディガトロン .

tpe 
ー事・札

米国データイースト祉のディストリビューター会合(1月25-27日)において、デー

タイースト福田社長らを交えでの討論会のもよう

25qぜ'7:Jr2ヲ品倉
干577東大阪市高弁田本通5丁目 2番

、‘"川口
でま

ち

板
"μ

週

づ

薪
my
康

問ソ4
F
 

PHONE・06・783-6362

FAX. 06・783-6347

TELEX・527-7834KANDUJ 

タ

っ
て
許
諾
を
受
け
て
製
造
す

る
製
品
)
の
発
表
会
を
兼
ね

た
も
の
。
全
米
各
地
か
ら
約

五
十
名
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ

ー
タ
ー
が
招
か
れ
、

日
本
か

ら
は
デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
の
福

田
社
長
、
ア
イ
レ
ム
の
高
嶋

皆
社
長
も
参
加
し
た
。

会
合
で
は
ま
ず

「
カ
ン
フ

|

マ
ス
タ
ー
」
が
披
露
さ
れ
、

米
国
デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
社
の

「
カ
ラ
テ
チ
ャ
ン
プ
」

(
空

手
道
)
の
ヒ
ッ
ト
に
続
く
も

の
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
。
次

に
一
縞
同
社
長
、
高
嶋
社
長
、

ロ
イ
ド
社
長
を
交
え
た
公
開

討
論
会
が
行
な
わ
れ
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
動
向
、

レ
ー
ザ

ー
デ
ィ
ス
ク
ゲ

l
ム
機
、
廿
怒

板
キ
ッ
ト
販
売
な
ど
米
国
の

A
M
ゲ
ー
ム
機
業
界
全
般
に

わ
た

っ
て
議
論
が
交
さ
れ
た

が
、
と
り
わ
け
無
断
コ
ピ

l

品
や
・
中
古
基
板
の
流
入
問
題

に
話
題
が
集
中
し
た
。

こ
れ
ら
の
議
論
の
結
果
、

コ
ピ
!
品

・
中
古
口
聞
を
問
わ

ず
不
当
な
輸
入
や
そ
れ
ら
の

販
売
や
使
用
に
対
し
て
は
刑

事
事
件
と
す
る
こ
と
が
弁
護

士
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
出
席
し
た
各
デ
ィ
ス
ト

リ
ビ
ュ
l
タ

l
お
よ
び
デ
ー

タ
イ
ー
ス
ト
ア
イ
レ
ム
両

首
脳
陣
が
共
同
で
、
こ
れ
ら

コ
ピ
l
品

・
中
古
ロ
削
に
対
し

て
訴
訟
を
含
め
る
断
固
た
る

比
四
置
を
講
ず
る
決
意
表
明
を

行
な
っ
た
。
な
お
こ
こ
で
言

う
「
中
古
口
問
」
と
は
一
度
で

も
販
売
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

ロ聞
を
意
味
し
て
お
り
、
現
実

に
は
新
品
で
あ
っ
て
も
不
当

に
輸
入
さ
れ
て
い
る
も
の
を

指
し
て
い
る
。
優

秀

な

T

V

ゲ

l
ム
が
、
正
当
な
供
給
ル

ー
ト
と
は
別
の
ル

l
ト
か
ら

流
入
し
て
市
場
の
混
乱
を
招

く
例
が
多
く
な

っ
て
き
て
お

り
、
無
断
コ

ピ

i
同聞
に
続
く

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
て

い
る
。

今
回
の
D
B
会
合
で
は
参

加
者
た
ち
が
口
々
に
「
メ
ー

カ
ー
主
催
の

こ
の
極
の
会
合

で
、
こ
れ
ほ
ど
白
熱
し
た
議

論
が
な
さ
れ
た
の
は
実
に
珍

し
い
こ
と
だ
」
と
語
っ
て
お

り
、
同
会
合
は
大
き
な
成
果

を
あ
げ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

• • 

森

今
川
は
、
そ
の
運
品
川
法

な
ど
で
注
H
を
浴
び
て
い
l

る

「シ
W

ク
ハ
ッ
ト
」
で
有
名

な
、
川
崎
の
マ
タ
ハ
リ

l
電

気
サ
ン
へ
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

い
よ
/
¥
新
風
営
法
が
実
飽

き
れ
ま
す
。
目
前
に
迫
っ
た

こ
の
法
仁
片
し
て
、
特
別
の

対
策
あ
る
い
は

マ
ル
秘
作
戦

と
い
っ
た
ら
の
を
お
持
ち
な

の
か
、
ど
う
か
、
ひ

t
っ
そ
の

辺
か
ら
お
き
か
せ
ド
さ
い
。

山
中

八t
凶
の
法
の
特
色
は

レ
く
つ
か
あ
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
従
米
と
端
的
に
迷
う

点
は
、
時
間
制
限
、
孜
々
か

ら
み
て
の
や
い
業
時
間
の
短
縮

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
従
っ

て
こ
の
小
で
、
従
米
一
地
り
の

売
卜
げ
を
ど
う
総
保
す
る
か

と
い
う
ニ
と
が

一
答
の
問
題

で
あ
り
、
関
心
恒
で
す
ね
:
ャ

ニ
の
問
題
へ

の
刈
処
法
は
、

も
う

一
歩
跨
み
込
ん
だ
応
繍

づ
く
り
、

出納
の
骨
骨
同
気

・
イ

メ
ー
ジ
づ
く
り
、
こ
れ
が
竜

裂
な
鍵
に
な
る
だ
ろ
-フ
t
考

え
ま
す
。
そ
の
鍵
に
あ
た
る

部
分
は
立
地、

官
什
悩
情
を
勘
案

し
た
凶
舗
の
内
外
袋
、
そ
れ

か
ら
徹
底
し
た
社
は
教
台
。

.』
れ
は
服
装
じ
し
て
も
そ
れ

ニ
そ
頒
の
テ
ッ
ペ
ン
か
ら
靴

の
ツ
マ
サ
キ
ま
で
と
か
、

F

円

築
地
い
、
人
へ
の
応
対
、
態

度
作
法
な
ど
、
こ
れ
ま
で
は

お
容
サ
ン
か
ら
お
合
を
明
だ

い
し
て
お
き
な
、
が
ら
、
サ
ー

ビ
ス
}闘
が
不
備
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、

H

旬
員
に
は

「お
存
サ
マ
は
神
サ
マ
」
と

い
う
見
方
、
考
え
方
合
徹
底

し
よ
う
と
い
う
訳
、で
す
。
も

う
ひ
と
つ
は
、
投
々
は
マ

ン

l
ン
メ

ニ
ュ

ー
と
言

っ
て

い

ま
す
が
、
-b
に
お
け
る
ゲ

l

、.、，

~ 
" 経

(株)

このゲームは、米国アクティヴイジョン社の
許諾のもとに作成されたもので、rPitfall Jと
r ActivIsion@Jという標章はアクテイヴイジョン
社の商標です。

• • 
ム
機
の
け
m
揃
・
え
と
構
成
方
法
、

お
存
サ
ン
に
喜
ば
れ
る
キ
カ

イ
の
取
姉
え
と
満
花
頃
げ
る

構
成
の
仕
方
、て
す。

こ
の
コ
一

点
を
電
点
視
し
て
今
、

一得
点

検
し
て
い
ま
す
。

森

な
る
ほ
ど
、
先
程
お
阪

の
方
も
凶
作
見
さ
せ
て
頂
き
ま

し
て
、
お

っ
し
ゃ
る
通
り
す

べ
て
の
削
、
て
徹
脱
し
て
お
ら

れ
る
と
感
じ
入
り
ま
し
た
が
、

札
口
教
育
に
は
何
か
マ
ニ
ア

ル
的
な
も
の
を
ご
用
意
さ
れ

て
お
ら
れ
る
の
で
す
か

?

平
井

イ
ヤ
何
も
あ
り
ま
せ

ん
。
斑
核
の
上
司
が
担
当
者

へ
助
言
し
指
導
し
て
い
ま
す
。

た
だ
ウ
チ
は
ど
ん
な
な
場
の

人
間
色
帰
除
好
き
で
な
い
と

勤
ま
り
ま
せ
ん
。
U
U
の
基
本

と
し
て
入
制
時
に
鮒
除
が
キ

ラ
イ
と
い
う
人
は
お
断
り
し

て
い
ま
す
か
・ら
、
そ
う
し
た

手
前
、
削
除
は
よ
く
励
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
案
外
そ
の
辺

が
人
間
的
な
ド聞
に
も
現
わ
れ

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
・:
。

森

お
怖
を
併
見
し
て
い
て

メ
ダ

ル
マ
シ
ン
の
割
合
が
大

き
い
の
に
鰐
き
ま
し
た
。
ま

た
お
防相の・一
昨聞
は
喫
茶
宿
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
相
来

効
果
は
期
待
で
き
ま
す
か
?

山

中

相

乗
効
果
な
ん
で
あ

り
ま
せ
ん
よ
。
ワ
チ
は
今
、

喫
茶
広
、
バ
チ

ン
コ
、
ゲ
ー

ム
、
そ
し
て
立
食
そ
ば
な
ど

を
常
業
し
て
い
ま
す
が
、
そ

ら
/
¥
は
心
h
b
削
の
通
り
電
気

日町
、
で
す
。
そ
れ
が
ゲ

l
ム
機

彩
、
作
っ
た
の
が
縁
で
ゲ

l
ム

業
界

へ
H
4
を
踏
み
入
れ
、
そ

の
延
長
線
上
、
て
バ
チ
ン
コ
む

始
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ゲ
l
ム
ぞ
始
め
た
当
初
が
メ

、
ダ
ル
ゲ

l
ム
の
ハ
シ
り
の
回
別

だ
っ
た
も
の
で
メ
ダ
ル
機
に

は
愛
着
が
あ
り
・
手
品
し
て
、
以

来
ズ
|
ツ
と
メ
ダ
ル
機
は
手

が
け
て
い
ま
す
。
な
に
し
ろ

あ
の
イ
ン
ベ

l
ダ
l
ブ
l
ム

の
時
、
で
さ
え
、
メ
ダ
ル
ゲ

ー

ム
場
に
は
そ
れ
を

一
台
ち
人

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
引
川
上

げ
に
和
久
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
よ
。
そ
の
替
り
他
の
場

所
へ
は
、
ず
い
分
イ
ン
ベ

l

ダ
i
b
z
投
べ
ま
し
た
ね
。

も
う
ひ
と
つ
の
削
刊
由
は
、

テ
レ
ビ
の
方
の
売
上
げ
が
全

般
的
に
低
下
傾
向
に
あ
り
ま

す。

し
か
し
メ
、ダ
ル
は
逆
仁

上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
し
て
、

今
ま
で
は
は
ゾ
検
ば
レ
で
し

た
の
が
、
上
昇
し
て
き
て

い

ま
す
の
で
総
体
的
な
売
上
げ

は
プ
ラ
ス
し
て

レ
ま
す。

一

般
の
ゲ
!
ム
坊
は
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
が
ん

O
i
九
五
%
の
比

率
の
よ
う
、で
す
が
、
そ
れ
だ

t
ヤ
ハ
リ
必
ち
込
む
、
で
し
ょ

う
ね
。
ウ
チ
は
メ
ダ
ル
ゲ
ー

ム
優
先
で
き
て
い
ま
し
て
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ
る
の
で
、

今
後
は
七
対
三
の
剣
〈
刊
で
メ

ダ
ル
に
力
を
入
れ
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
立
地

が
川
崎
で
統
給

・
競
馬
場
が

あ
る
関
係
、
で
ギ
ャ
ン
ブ
ル
指

向
の
強
い
お
存
サ
ン
も
多
い

の
で
メ
ダ

ル
ゲ

l
ム
も
展
開

し
易
レ
よ
う
に
思
い
ま
す
ね。

森

円以
近
、

3
ウ
ェ
イ
方
式

t
か
弓
っ
て
、
メ
ダ
ル
も
テ

レ
ビ
ゲ
|
ム
ち
耐
方
を
併
行

し
て
遊
ば
せ
る
や
り
方
が
出

て
き
て
い
ま
す
が
:・・:
。

山
中

私
は
あ
の
や
り
方
は

ど
う
な
ん
か
な
あ
と
忠
レ
ま

す
。
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て、

メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
と
テ
レ

ビ
ゲ

l
ム
は
ハ
ツ
キ
リ
区
別

す
べ

き
だ
と
:
:
:
テ
レ

ビ
ゲ

ー
ム
は
夢
を
売
り
も
の
と
す

る
し
、
メ
、
ダ
ル
ゲ

l
ム
は
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
射
宇
佐
を

売
り
も
の
に
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
喫
茶
底
と
キ
ャ
バ
レ

ー
、
ク
ラ
ブ
は
明
ら
か
に
進

い
ま
す
。
レ
ジ
ャ
ー
産
業
の

e

e

モ
作
は
疑
問
だ
と
川
心
い
ま

す
よ
。
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、

今
後
は
、
府
の
構
成
内
容
を

専
門
化
し
た
々
が
良
い
結
果

が
出
る
ん
じ
ゃ
な
い

L
叩

M

・o

・
。

ゥ
チ
も
レ
ろ
/'¥
や
っ
て
米

ま
し
た
が
、
結
果
的
に
、
一
存

儲
怖
を
分
け
る
や
り
方
が

一
答

好
成
績
に
つ
な
が
っ
た
も
の

、で
す
か
ら
、
そ
の
ね
ら
っ
た

海
閥
に
合
せ
て
キ
カ
イ
構
成

を
し
て
い
き
ま
す
と
、
必
然

的
に
咋
門
応
化
し
て
い
ま
す

よ
ね
。
し
か
し
そ
れ
ぞ
成
功

. 

商
• • 

さ
せ
る
裏
づ
け
は
充
分
に
検

討
し
ま
す
ね
。
具
体
的
に
は
、

ま
ず
数
字
の
徹
底
分
析
で
す

ね
。
キ
カ
イ

一
台
/
¥
の
デ

ー
タ
の
集
計
は
無
論
の
、
」と、

眼
H
や
天
候
に
よ
る
相
違
な

ε、
そ
れ
ら
を
絶
え
ず
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
元
々
ウ

テ
の
経
常
十
刀
剣
の
恭
本
と
し

て
、
モ
ノ
?
・1
却
は
や
め
よ
う
、

と
い
う
委
勢
で
き
て
い
る
も

の
で
す
か
ら
、
自
ら
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
彩
が
出
て
く
る
と

も
言
え
ま
す
ね
。

平
井

も
う
ひ
と
つ
の
根
本

的
な
当
社
の
考
え
方
は
、
あ

る
庖
舗
ιτ
取
り
上
げ
る
と
き
、

売
上
げ
を
含
め
た
届
舗
全
体

を

m
tし
ま
す
と
ハ

l
ド
の

部
分
が
初
、

ソ
フ
ト
の
部
分

が
却
と
兄
る
ん
で
す
。
ハ
ー

ド
の
う
ち
立
地
条
件
が
刊
、

機
械
構
成
を
刊
と
し
、
ソ
フ

ト
の
却
は
サ
ー
ビ

ス
な
ど
教

行
そ
の
他
に
よ
っ
て
作
り
あ

げ
る
も
の
、
と
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
て
、
立
地
の
刊
と
ソ

フ
ト
の
却
は
動
か
せ
な
い
、

会開
長

川
社

ト

炉

開

ス

山

内

h
F

ゲ

出

ド

4
糠

.u

聞
き
手

株
式
会
社
エ
ス
コ
貿
易

森

健

次

郎

あ
る
い
は
限

刷
介
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
全

体
の
削
を
左

右
す
る
の
は

機
械
の
判
じ

ゃ
な
い
か
、

そ
ん
な
意
味

、で-』
の
刊
を

分
析
し
た
り

動
か
し
て
み

た
り
、
工
夫

し
て
い
ま
す
。

森

あ

り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ゲストー
械式会社マタハリー電気商会

平井伸一企画部長

Do@伽歩守口@{1ヨ腐す§

sco ...且DDlGCO.，I.C. 
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基板トフォ-)レIIJ「ピッセガ社から

も「ディガトロン」

附
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ゼ
ス
(
本
杜
東
京
、
中
山

隼
雄
社
長
)
か
ら
T

V
ゲ
ー

ム
機
「
ピ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ル
日
」

が
二
月
上
旬
、
四
人
用
プ
ラ

イ
ズ
マ
シ
ン
「
デ
ィ
が
ト

ロ

ン
」
が
一
月
下
旬
そ
れ
ぞ
れ

発
売
と
な
っ
た
。

「
ピ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ル
日
」

は
米
岡
ア
ク
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン

社
の
パ
ソ
コ
ン
用
を
セ
ガ
社

が
業
務
用
化
す
る
許
諾
を
得

た
も
の
で
、
ゲ
ー
ム
内
容
は

古
代
遺
跡
内
に
隠
さ
れ
た
秘

宝
を
探
し
求
め
る
も
の
。
全
一

部
で
問
つ
の
エ
リ
ア
に
分
か

れ
、
八
寸
八
場
面
も
の
展
開

が
あ
る
。
画
面
は
一
場
面
ご

と
に
ス
ク
ロ

ー
ル
す
る
。
名

場
面
で
プ
レ
イ
ヤ
ー
の

θ

ハ

リ

l
H
が
穴
の
ジ
ャ
ン
プ
峰

、
ぇ
、
制
か
ら
制
へ
の
飛
び
移

り
、
水
中
遊
泳
、
ト
ロ

ッ
コ

走
行
、
ハ
シ
ゴ
の
上
り
下
り

コ
ナ
ミ
。
バ
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
市
第
一
弾

• • 

で宝
4人用プライズマシン

伊
藤
忠
化
工
機
か
ら

ト
i
ゴ
か
ら

プ
ラ
イ
ズ
マ
シ
ン

「
が
ん

ば
れ
ゴ
リ
く
ん
」
が
、
側
ト

l
ゴ

(本
社
東
京
、
山
回
数

夫
社
長
)
か
ら
二
月
中
旬
発

売
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
ボ
ッ
ク
ス
内
に
パ

|
ベ
ル
を
持
っ
た
ゴ
リ
ラ
の

H

ゴ
リ
く
ん
。
が
い
て
、
下

部
の
縦
一則
に
バ
ナ
ナ
と
燥
悌

の
絵
が
描
か
れ
た
回
転
総
か

こ
つ
あ
る
。
硬
貨
投
入
後
ま

「
ツ
イ
ン
ビ
!
」

コ
ナ
ミ
工
業
側

(本
社
大
し
て
敵
機
な
ど
を
撃
破
し
て

阪
、
上
月
景
正
社
長
)
開
発
い
く
宝
中
戦
。
二
人
用
の
場

H

バ
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
。
に
よ
合
は
二
人
同
時
プ
レ
イ
が
で

る
T
V
ゲ
i
ム
機
第

一
神

「
ツ

き

、
協
力
し
て
敵
に
立
ち
向

イ
ン
ビ
|
」

が
、
伊
藤
忠
化
か
い
、
さ
ら
に
二
人
の
戦
闘

工
機
販
売
附
(
本
社
東
京
、

機
が
合
体
す
る
と
強
力
な
攻

前
川
賞

一
社
長
)
か
ら
二
月
鉄
が
可
能
と
な
る
。
操
作
は

下
旬
発
売
と
な
る
。

八
方
向
レ
パ

|、

発
射
と
爆

こ
れ
は

H

バ
ブ
ル
カ
セ
ツ
州
の
ニ
つ
の
ボ
タ
ン
に
よ
る
。

ト
(
ソ
フ
ト
)
。
交
換
方
式
画
面
は
上
下
に
ス
ク
ロ
ー
ル

に
よ
る
も
の
で
、

問
機

の

ゲ

す

る

。

ー
ム
内
容
は

H

ス

パ

イ

ス

大

プ

レ

イ

ヤ

ー
の
戦
闘
機
に

ま
H

の
率
い
る
寧
隊
に
山
領
は
左
右
に
手
が
付
い
て
お
り
、

さ
れ
た
島
を
取
り
戻
す
た
め
、
敵
機
は
野
菜
を
モ
デ
ル
に
し

十
ユ
ニ

ー
ク
な
戦
闘
機
を
操
作
て
い
る
。
次
々
と
出
現
す
る

第三種郵便物認可第255号1985年3月1日( 17) 

ゴ 1
vゴ

リ2
ヲ霊
カミ宅

支重き
ば呈三主 idp
れ主旦〈

1あ
汁デ

氷
の
山
を
登
っ
て
い
く
と

い
う
内
谷
の

T
V
ゲ
ー
ム
機

「
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
マ

i
」
が、

2人同時プレイ、 2通りのハンマー使い

「アイスクライマー」任天堂から

マ、
γ
ン

ず
左
側
め
回
転
機
が
回
り
始

め
、
ス
ト
ッ
プ
ボ
タ
ン
を
押

す
と
回
転
が
止
ま
る
。

こ
の

時
亦
い
枠
内
に
バ
ナ
ナ
の
絵

が
う
ま
く
入
れ
ば
、
ゴ
リ
く

ん
が
パ

|
ベ
ル
を
途
中
ま
で

持
ち
上
げ
る

(
爆
弾
が
入
れ

ば
ゲ
ー
ム
終

7
)
。
次
に
右

側
の
回
転
総
が
回
り
山
す
の

で
、
問
機
に
ス
ト
ッ
プ
ボ
タ

ン
を
押
し
て
回
転
を
止
め
る
。

任
天
堂
側
(
本
社
京
都
、
山

内
山
内
社
長
)
か
ら
二
月
上
旬

発
売
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
一
人
用
の
場
合
は

。
ポ
ポ
H

を、

二
人
用
で
は

ポ
ポ
と

。
ナ
ナ
e

を
同
時
に

総
作
す
る
も
の
で
、
同
聞
は

山
の
下
部
か
ら
頂
上
ま
で
ス

ク
ロ
ー
ル
し
、
途
中
八
つ
の

層
ま
で
登
る
と
、
あ
と
以
上

ま
で
が
タ
イ
マ
ー
制
の
ボ
ー

ナ
ス
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
。
全

部
で
二
十
四
パ
タ
ー
ン
あ
り
、

プ
レ
イ
し
た
い

パ
タ
ー
ン
を

選
択
で
き
る
の
が
特
徴
。

八
つ
の
層
は
そ
れ
ぞ
れ
ブ

ピット フォール11

-h・旬、
句、

.出。|

な
ど
を
行
な
い
な
が
ら
進
む
。
る
。
法
似
版
光一
の
み
て

O
P

一
つ

の
場
商
は
タ
イ
マ
ー
制
。
側
絡
十
六
万
五
千
円
。

タ
イ
ム
オ
ー
バ
ー
で
ア
ウ
ト

「
デ
ィ
ガ
ト

ロ
ン
」
は
ロ

だ
が
、

ド
ル
袋
を
取
る
と
タ
ボ

y
ト
の
ア
!
ム
に
よ
り
景

イ
マ
ー
か
延
長
さ
れ
る
。
洞
口
聞
を
つ
か
む
も
の
。
移
動
ボ

窟
内
で
は
カ
ギ
を
取
る
と
穴
タ
ン
を
押
す
と
ア
ー
ム
が
一蔚一

か
あ
さ
次
の
洞
窟
へ
進
め
る

と
と
も
に
、
残
リ
タ
イ
マ

ー

数
が
ボ
ー
ナ
ス
得
点
。

こ
う

し
て
全
場
而
の
う
ち
三
ヵ
所

に
あ
る
秘
主
を
取
る
と
バ
タ

ー
ン
ク
リ
ア
。
三
人
ア
ウ
ト

で
ゲ
ー
ム
終
了
だ
が
、
一
定

得
点
以
上
で
一
人
追
加
さ
れ

敵
機
を
攻
撃
し
な
が
ら
、
地

で

修

理

。
三
回
ア
ウ
ト
で
ゲ

上
の
敵
を
破
壊
し
て
い
く
と
、
|
ム
終
了
だ
が
、
二
人
用
で

述
中
で
時
一去
の
中
に
隠
さ
れ
た
八
方
が
全
滅
し
て
も
一
定
条

ベ
ル
が
現
わ
れ
る
。

こ
の
ベ
件
で
も
う

一
方
の
残
り
持
ち

ル
は
①
ボ
ー
ナ
ス
得
点
、
②
数
か
ら
一
機
追
加
す
る
こ
と

ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
、
③
ツ
イ
が
で
き
る
。
向
シ
ス
テ
ム
の

ン
砲
、
④
バ
リ
ア
、
⑤
分

身

ハ

ー
ド
と
ソ
フ
ト
一
本
付
き

の
出
現
ー

ー
の
五
橋
。
ま
た
で
定
価
二
十
八
万
問
(
ソ
フ

耐
子
が
域
さ
れ
た
ら
救
急
車
卜
単
価
七
万
五
千
円
)。

• • バ
ナ
ナ
が
枠
内
に
入
る
と
ゴ

リ
く
ん
が
パ

i
ベ
ル
を
最
上

部
ま
で
持
ち
上
げ
、
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
と
と
も
に
良
品
(
箱

刷
h
)

が
払
出
さ
れ
る
。
こ
こ

で
も
爆
併
が
入
れ
ば
ゲ
ー
ム

終
了
。
な
お
バ
ナ
ナ
と
燦
抑

ツインピー

の
絵
は
左
側
で
は
バ
ナ
ナ
が

多
く
、
お
側
で
は
燦
叫
が
多

く
な

っ
て
い
る
。
ゲ

i
ム
の

結
果
が
ゴ
リ
く
ん
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
動
作
で
が
さ
れ
る

と
こ
ろ
が
面
白
い
。
定
価
二

十
九
万
円
。

がんばリゴリ〈ん

ロ
ッ
ク
の
連
結
で
区
切
ら
れ
、

押
し
下
げ
る
。
こ
の
時
に
下

こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
ジ
ャ
ン
プ

部
の
層
に
い
れ
ば
画
面
か
ら

し
て
ハ
ン

マ
ー
で
崩
す
と
穴
消
え
て
ア
ウ
ト
に
な
る
。
ま

か
あ
さ
、
そ
こ
か
ら
上
の
層
た
二
人
用
で
は
下
方
に
い
る

へ
ジ

ャ
ン
プ
で
飛
び
上
が

っ

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
遅
れ
て
画
自

て
い
く
。
た
だ
し
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
消
、
え
て
も
ア
ウ
ト
。
ボ

に
は
崩
せ
な
い
も
の
や
、
ベ

|
ナ
ス
ス
テ
ー
ジ
は
、
制
限

ル
ト

コ
ン
ベ
ア
の
よ
う
に
移
時
間
内
に
氷
ブ
ロ
ッ
ク
に
品
川

動
す
る
も
の
が
あ
る
。
ブ

ロ

び

采

リ
頂
上
で

コ
ン
ド
ル
に

ツ
ク
を
運
ん
で
き
て
穴
を
埋
つ
か
ま
る
と
得
点
と
な
る
。

め
て
し
ま
う

H

ト

ッ
ピ
|
。

や
邪
総
を
す
る

H

ニ
ッ
ト
ピ

ツ
カ

1
0
な
ど
に
は
注
意
。

ま
た
一
定
時
聞
が
た
つ
と
ホ

ワ
イ
ト
ベ
ア
が
現
わ
れ
、
ド

ス
ン
と
ジ
ャ
ン
プ
し
て
層
をアイスクライマー

ディガ トロン

状
に
水
平
移
動
し
、
織
す
と

停
止
す
る
。
次
に
キ
ャ
ッ
チ

ボ
タ
ン
を
押
す
と
ア

l
ム
が

下
降
し
、
先
端
部
分
の
手
が

閉
じ
て
タ

l
ン
テ
ー
ブ
ル
ト

の
景
品
を
つ
か
む
と
、
払
出

し
口
ま
で
運
ん
で
き
て
景
品

を
泌
と
す
。
プ

レ
イ
凶
数
は

硬
貨
一
枚
で
五
回
ま
で
切
符

可
能
。
ア
ー
ム
の
移
動
は
一

往
復
か
ら
三
往
復
ま
で
と
、

小
刻
み
な
移
動
に
も
調
終
で

き
る
。
プ
レ
イ
中
に
終
快
な

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る
。
最

大
幅
十
勺
の
景
品
ま
で
使
用

可
能
。
定
価
百
十
八
万
円
。

朝
日
エ
ン
ジ
ニ
ア
製
の
定
置
型
乗
物

揺
れ
る
ゴ

ン
ド
ラ

「
ス
イ
ン
グ
コ
ア
ラ
」

が

P
I
C
か
ら

朝
日
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

附
(
営
業
本
部
大
阪
附
泉
南

部
、
佐
原
十
郎
社
長
)
製
の

定
置
型
乗
物
機

「
ス
イ
ン
グ

コ
ア
ラ
」
が
、
パ
サ
デ
ナ
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
附
(
本

社
大
阪
府
箕
而
市
、
細
井
久

平
社
長
)
か
ら
二
月
下
旬
発

売
と
な
る
。

こ
れ
は
切
り
株
に
座
っ
た

コ
ア
ラ
の
判
明
子
か
、
カ
ラ
フ

ル
な
ゴ
ン
ド
ラ

を
ゆ
り
か
ご
の

よ
う
に
押
し
た

り
引
い
た
り
す

る
も
の
で
、
ゴ

ン
ド
ラ
は
間
本

め
パ
イ
プ
に
よ

っ
て
吊
り
下
げ

ら
れ
て

い
る
。

ゴ
ン
ド
ラ
下
部

と
切
り
株
の
下

部
が
連
結
し
て

お
り
、
こ
の
連
結
部
分
が
伸

縮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ゴ
ン

ド
ラ
が
動
く
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
作
動
時
間
は
九
十
秒

(
切
替
可
能
)
で
、
作
動
中

ボ
タ
ン
に
よ
り
四
栂
類
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
選
択
で
き
る
。

定
員
は
四
人
で
、
二
人

(
親

子
)
が
向
か
い
合
っ
て
乗
る

こ
と
が
で
き
る
。

o
p価
格

三
十
六
万
円
。

• • 
三
人
ア
ウ
ト
で
ゲ
ー
ム
終

7

だ
が
、
一
定
得
点
以
上
で
一

-フアコ
h
J
 

ン

J' J

J

1

 

.，-v
ス

人
追
加
。
本
体

(
2
モ
ニ

タ

ー
)
定
価
六
十
七
万
円
。

関
東
娯
楽
か
ら
レ

l
ル
走
行
式
乗
物

新
ロ
コ

レ
ー
ル
走
行
式
乗
物
機
「
ニ

ュ
ー
ウ
エ
ス
タ
ン
ロ
コ
モ
テ

ィ
ヴ
」

が
、
関
東
娯
楽
工
業

側
(
本
社
東
京
、
中
村
哲
社

長
)
か
ら
発
売
と
な
っ
て
い

る
。こ

れ
は
同
社
従
来
機
「
ウ

エ
ス
タ
ン
ロ

コ
モ
テ
ィ
ヴ
」

を
改
良
、
デ
ザ
イ
ン
も
一
新

し
た
も
の
で
全
体
的
に
従
来

モ
テ
ィ
ヴ

機
よ
り
ス
マ

ー
ト
に
な
っ
て

い
る
。

レ
ー
ル
は
三
百
五
十

、
ゲ
ー
ジ
で
、
二
人
乗
り
機

関
車
と
二
人
乗
り
客
車
一
両

の
編
成
。
定
員
は
計
四
人
。

作
動
中
に
走
行
止
口
が
流
れ
、

押
ボ
タ
ン
に
よ
り
汽
笛
が
鳴

る
。
制
品
市
一
製
焼
付
け
塗
装
仕

上
げ
。
標
識
レ
ー
ル
と
の
セ

ッ
ト
で
定
価
二
百
三
卜
万
円
。

ホ
ー
プ
か
ら
定
置
回
転
式
乗
物
機

ち
び
つ

定
箭
回
転
式
釆
物
機

「ち

び
っ
こ
保
険
隊
」
が
、
側
ホ

ー
プ
(
本
社
工
場
川
崎
市
、

小
野
定
良
社
長
)
か
ら
二
月

中
旬
発
売
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
ち
び
っ
こ
た
ち
が

船
に
乗
っ
て
宝
探
し
の
探
険

に
出
か
け
る
と
い
う
テ
ー
マ

の
来
物
機
で
、
円
形
の
船
の

上
に
玄
桁
と

一
人
の
ち
び

っ

こ
が
い
て
、
マ
ス
ト
の
放
上

部
で
は
ち
び
っ
こ
が
望
遠
鏡

句、句、
句、

圃圃圃

、園圃

の
探
険

で
遠
く
の
よ
う
す
を
見
て
い

る
。

マ
ス
ト
の
中
央
部
に
あ

る
ハ
ン
ド
ル
は
自
由
に
回
す

こ
と
が
で
き
る
。
作
動
時
間

は
九
十
秒
で
、
作
動
中
に
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る
。
二
人

来
り
(向
か
い
合
っ
て
座
る
)。

高
さ
は
設
両
部

一
幻
八
十
今。

定
価
六
卜
八
万
円
。

--
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か
え
も
谷
い
切
に
山
米
る
人
で

あ
ろ
う
し
立
減
に
常
に
地
を

曳
く
よ
う
な
重
い

別
組
を
も

っ
て
い
な
い
人
に
し
か
そ
う

い
う
芸
当
は
な
か
な
か
出
来

な
い
こ
と
の
よ
う
な
気
が
す

λ
v
。自

分
が
や
っ
て

い
る
こ
と

と
い
え
ば
、
例
目
覚
し
時
計

の
昔
を
聞
く
ご
と
に
も
っ
と

早
〈
寝
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
と
い
う
後
悔
と
と
も
に
似

口
の
よ
う
に
そ
の
一
日
が
は

ト
し
ま
品
川
'
。

寝
る
べ
き
時
聞
が
来
て
も

隊
眼
と
し
た
意
識
で
始
ん
ど

ま
と
も
な
こ
と
は
何
も
出
来

な
い
の
に

一
寸
刻
み
に
取
る

時
間
を
後
に
の
ば
し
て
い
る

と
い
う
し
ま
ら
な
い
状
態
で

一
討
が
終
る
。

時
間
は
い
つ
も
細
切
れ
の

型
で
し
か
流
れ
て
い
な
い
。

細
切
れ
の
時
間
の
な
か
に

一
口
し
て
い
る
よ
う
な
も
の

は
な
い
。

自
分
の
容
器
に
つ
い
て
は

い
つ
も
小
さ
い
こ
と
を
思
い

知
ら
さ
れ
て
い
る
。

何
か
を
は
じ
め
よ
う
と
す

る
、
何
か
に
つ
い
て
の
資
料

を
集
め
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
だ
が
、
↑
刀
法
が
よ
く
な
い

の
か
、
そ
の
何
か
の
分
野
が

広
が
る
だ
け
で
な
か
な
か
深

ま
る
こ
と
は
な
い
。

深
ま
ら
な
い
問
に
資
料
は

た
ま

っ
て
ゆ
く
一
方
で
あ
る
。

も
と
も
と
谷
保
が
小
さ
い
の

だ
か
ら
資
料
が
多
く
な
っ
て

く
る
と
そ
れ
を
泣
く
場
所
が

失
く
な

っ
て
し
ま
う
。

置
く
場
所
が
失
く
な

っ
て

く
る
と
い
う
こ
と
は
↑
刀
法
に

も
よ
る
の
だ
ろ
う
が
抵
き
方

の
繋
壌
が
は
か
ど
ら
な
い
こ

と
に
祭
が
り
や
す
い
。

置
き
万
が
乱
械
に
な
っ
て

く
る
日
が
続
い
て
い
る
う
ち

に
、
あ
る
日
突
然
資
料
が
以

札
を
お
こ
し
て
し
ま
う
。

孔
維
な
泣
き
方
に
耐
え
る

こ
と
が
出
米
な
く
な
っ
た
資

料
た
ち
は
雪
崩
を
打

っ
て
崩

れ
て
ゆ
く
。

小
さ
な
谷
器
に
無
理
を
し

て
論
め
込
ん
で
あ
っ
た
資
料

は
符
総
さ
え
も
壊
し
て
し
ま

楽
し
み

「
仕
事
は
す
べ
て
夕
食
ま

で
に
か
た
づ
け
る
こ
と
」

と
、
わ
た
し
は
い
っ
た
。

夕
食
は
午
後
六
時
に
は
と

り
た
い
も
の
だ
。

「
あ
と
に
は
た
め
し
い
こ

と
だ
け
を
の
こ
す
。

ス
テ
レ

オ
音
楽
、
友
人
と
の
お
し
ゃ

べ
り
、
夕
刊
布
れ
の
烏
の
さ
え

ず
り
・・・・・・
」

《ケ

l
プ

・
コ
ッ
ド
危
険

水
域
》

リ
ッ
ク

・
ボ
イ

ヤ
l• 

• 

• 

• 

う
こ
と
に
な
る
。

谷
総
が
小
さ
い
か
ら
す
べ

て
が
細
切
れ
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
あ
ろ
う
が
、
さ
り
と

て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
あ
あ
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
は
フ
ル
ト
ヴ
ェ

ン
グ
ラ

l
の
僚
で
ベ
ル
リ
ン

フ
ィ
ル
が
い
れ
て
る
卜
制
調

だ
ね
と
ト
制
調
の
レ
コ
ー
ド

一
枚
だ
け
が
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
す
べ
て
で
あ
る
と
い
う
の

も
何
と
な
く
も
の
た
り
な
い

感
じ
が
す
る
の
を
ぬ
ぐ
い
き

L

C

、。

L
4
4
h
d

・v
リ

ッ
ク

・
ポ
イ
ヤ
ー
も
ス

テ
レ
オ
音
楽
を
楽
し
み
と
し

て
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
ス
テ
レ
オ
い
け
楽
に
し

て
ら
受
動
的
に
た
だ
何
と
な

く
流
れ
て
い
る
斤
山
市
を
仰
い

て
い
る
だ
け
で
も

一
応
は
梨

し
い
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
裂
し
み
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
た
だ
何
と
な
く
聴
く

だ
け
で
は
な
く
て
、
受
動
的

な
姿
勢
か
ら
能
動
的
な
姿
勢

へ
と
安
努
が
変
化
し
て
ゆ
か

さ
る
を
え
な
い
。

お
か
し
い
こ
と
に
は
長
助

2人のレディーが登場します。ケ二ーム・スタートの

前にボタンを押すとレ罪ィーが蛮わります。

持みのレテ:ィーの時にゲーム・スタートして下さい。誠二-:...)

的
な
姿
勢
か
ら
能
動
的
な
姿

勢
に
移
行
し
て
ゆ
く
こ
と
は

楽
し
み
を
深
く
す
る
の
と
同

時
に

一
万
で
は
苦
し
み
も
地

し
て
く
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
男
女
聞
の
愛
ら
し

き
も
の
に

一
添
市
的
に
表
れ

る
の
だ
ろ
う
が
そ
こ
ま
で
ゆ

か
な
く
て
も
、
一
枚
の
レ
コ

ー
ド
を
聴
き
な
が
ら
そ
の
聴

い
て
い
る
一
枚
に
満
足
し
き

っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
次

に
手
に
入
れ
る
べ
き
一
枚
に

つ
い
て
考
え
な
が
ら
、
全
然

必
ち
h
M
か
ず
に
居
心
地
の
語

い
お
も
い
を
し
な
が
ら
そ
の

レ
コ
ー
ド
を
聴
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
が
こ
う
じ
て
く
る
と

折
角
い
い
音
楽
を
次
か
ら
次

へ
と
聴
き
な
が
ら
い
つ
も
思

っ
て
い
る
こ
と
は
永
遠
に
手

に
人
ら
な
い
あ
る
い
は
手
に

人
り
そ
う
に
な
い
レ
コ
ー
ド

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
時
そ

の
時
の
t
H
楽
は
い

っ
こ
う
に

ば
に
人

っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
れ
で
は
到
底
楽
し
み
と

は
言
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
だ
が
、
楽
し
み
と
い
う
も

の
は
い
つ
も
そ
う
い
う
ル
向

へ
も
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
る

の
だ
。

必
咲
な
の
は
勿
出
細
川
足
で

あ
り
.
中
山
川
心
で
あ
る
。
が
小

さ
く
同
ま

っ
て
し
ま

っ
て
い

る
自
足
や
平
常
心
ほ
ど
つ
ま

ら
な
く
味
気
な
い
も
の
も
な

、。・ν作
品
だ
け
に
限
れ
ば
全
集

に
も
文
峨
に
も
入

っ
て
い
る

け
れ
ど
、
ど
う
し
て
も
紋
初

に
そ
の
作
品
が
出
版
さ
れ
た

形
で
し
か
も
初
版
で
そ
の
作

品
を
読
み
た
い
と
い
う
人
も

い
る
。

動
機
は
そ
う
だ
が
そ
う
い

う
人
に
限
っ
て
そ
の
本
を
手

に
入
れ
る
と
そ
の
作
品
を
そ

の
本
で
は
読
ま
ず
に
全
集
や

文
仰
で
読
ん
で
し
ま
う
。

そ
の
本
が
大
が
で
大
が
で

• • 

一

し
ょ
う
が
な
く
読
む
こ
と
に

よ
っ
て
手
の
脂
な
ど
が
つ
い

て
そ
の
本
が
汚
れ
た
り
傷
ん

だ
り
す
る
と
困
る
か
ら
で
あ

ヲ
@。ど

う
せ
全
集
か
文
雌
で
説

む
の
で
あ
れ
ば
は
な
か
ら
そ

う
す
れ
ば
が
は
足
り
る
の
だ

が
そ
う
出
来
な
い
と
こ
ろ
が

そ
の
人
の
楽
し
み
で
あ
り
ま

た
楽
し
み
を
通
り
越
し
た
苦

し
み
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

も
の
に
拘
泥
し
な
い
こ
と

が
粋
な
の
で
あ
る
が
、
粋
で

あ
ろ
う
と
す
れ
ば
粋
に
拘
泥

し
な
け
れ
ば
粋
に
徹
す
る
こ

と
は
山
米
な
い
と
い
う
お
か

し
い
こ
と
に
な
る
。

ち
ょ
う
ど
エ
ピ
メ
ニ
デ
ス

の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
|
|
つ
ま

リ

《
す
べ
て
の
ク
レ
タ
鳥
人

は
峨
っ
き
だ
、
と
或
る
ク

レ

タ
山
人
が
一干一一面
っ
た
》
に
と
同

じ
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
。

必
は
バ
ラ
ン
ス
感
覚
な
の

で
あ
ろ
う
。

制
集
者
の
仕
い
や
に
端
的
に

表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
が
そ

う
で
あ
る
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
特
集
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
丁
度
一

側
の
雑
誌
分
に
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
の
す
べ
て
が
過
不
足
な
く

納
ま
っ
て
し
ま
う
。

山地
築
の
設
出
川
の
州
場
合
に
も

い
ち
ば
ん
鰍
か
し
い
問
題
は

納
ま
り
で
あ
る
。

私
の
州
場
合
に
も
楽
し
み
を

見
出
す
の
に
は
や
は
り
問
題

は
こ
の
す
べ
て
が
小
さ
い
谷

擦
に
納
ま
り
が
よ
い
よ
う
に

バ
ラ
ン
ス
よ
く
編
集
す
る
こ

と
が
も
っ
と
ら
必
要
で
あ
る

の
だ
が
、
自
分
の
筋
さ
、
ぇ
ぷ

ど
に
リル
つ
け
え
て
い
な
い
の

だ
か
ら
公
が
述
く
な
る
こ
と

だ

そ
う
い
う
臼

H
の
な
か
で

も
《
ケ

l
プ

・
コ
ッ
ド
危
険

水
域
》
の
中
の
一
文
を
見
る

と
ほ
っ
と
す
る
の
は
何
紋
だ

ろ
、
っ
か
。

戸価値あるこユーマシンをディストリビュートするィ
• • 

スーパーダービー

大シネスコスクリ ーンで

ノ¥イ グレードなレースを

ピッツインビー一打逆転

-プレイヤーがツモで上がると
2人のレ予ィーが順次、衣裳を
lまずします。

・コンヒ仕す一同士の振込みは
振込A.;/ご側のレ予ィーが衣裳
をはずします。

・その他の特徴はナイトギャル
と同じです。

のお

トフ ォールII

秘宝を求めて地下洞筒へ

不思議な迷宮の謎に挑戦

/ 

パプ1レシステムの第 1弾

2人が同時プレイで攻撃

リ
ッ
ク

・
ポ
イ
ヤ
ー
は
午

日

後
六
時
か
ら
の
お
山
市
し
み
の

月

時
間
の
た
め
に
そ
れ
ま
で
の

屯

-
午
前
、
午
後
を
楽
し
く
な
い

5
一
こ
と
に
費
し
て
い
る
の
で
も

8
一
な
い
で
あ
ろ
、っ。

ゆ

一

そ

っ
い
う
楽
し
み
の
た
め

一
に
時
間
を
残
せ
る
人
と
い
う

一
の
は
い
つ
も
そ
こ
で
時
間
だ

-け
で
は
な
く
て
立
減
の
さ
り

金属パットで5球ヒット

打球の飛距離測定マシン

-ftt毛み

• • 

18"ラウンドタイプ

，〆

SUPER DERBY 
メタルゲーム織の設置湿営につきま しては rメ

ダルゲーム場選営基準』を守ってご使用下さい
PITFALL 11 TWIN BEE 

東 京 事業所 車京都ゆ央1!i8;事構唱宙句11目5書12号 ヤシマ8本瞳ピI~ 岱 (03) 664-52?1(代) 干103
(繰}ニチブツ札幌 軌線市盟車区中の島l轟7丁目ト1京王も主よみマンション 'A' (011l824-25?1(代)〒062
{綜) ニチブツ仙台 仙台市よ杉 5T133 ~香 1 0宅 密 (0222l65-5571(代)干980
{繰)ニチフッ広島 広島市開区東霞町2醤17号 第2っきむらピIIt 'lt (082)253-6131(代)T734 
{鎌}ニチブツ丸州 渇岡市|噂多区1暗多駅周4ーか17新常盤ピル1F 'lt (092)4?2ー?221(代) 干812
ニチフツ沖 縄 沖縄県11:野湾市大山 4 6 3 'lt(09鈎9)8・?3?3(代}干90ト22
NICHIBUTSU U.S.A CORP. T主し:213)3引相6NICHIBUTSU U.K. LTD. TEL.<02D蜘 4299

白旗物産輪王究会祖
大阪市北区天神縫1TEl12~書9~ 干530
倉(06)353・52tH代)TELEX523・68市tNCBαl..J 

社本
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• • 
さあ山登りだfノ

ポポとナナガハンマーで道を切り開いて頂上11

まで登ります。

君は何種類の山を征服できるか.• • • • • 

同巴 ~ne司S

テープル型TVゲーム機 (TABLE VIDEOS) アップライト、コックピッ ト型TVゲーム機
(UPRIGHT /COCKPIT VIDEOS) 

iij 機種名(メーカー名)
[Iil MODEL (MANUFACTURER) 評価(RATING)

dij 機種名(メーカー名)
[!!] MODEL (MANUFACTURER) 

評価
(RATING) 

12 10 

15 12 

19 18 

24 15 

。
@

@

4

5 

@ 

8 7 

9 

10 

1 1 

@ 

17 

@ 

@
@
@
刊
ω

• • 

2 

ピットフォールII (セガ社)
PiげallIl (Sega) ・・・ー・・・・・・・・……・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・.. . .. . .9 . 20 

イー ・アル ・カンフー (コナミ )
Yie Ar 1くung-Fu(Konami) ・・・・・ー・….. . . . .…. . . . • • . . . . . . . . . . 7 . 75 

ドラコーンノ〈スター(ナムコ)
Dragon suster (Namco) ・・・・・・・・・・・一.. . . . . . • . . . . . . • • • • . . . . . . • • 7 . 36 

ナイトギャル (LI本物産)
Night Gal鋒 (NiChibutsu) ....…. • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 7 . 06 

スノりレタンX(アイレム)
Kung Fu Master (Irem) .…・・・・・・・・…一.. . . . .……. . . . . . . . . . 6 . 91 

リバレーション (データイースト )
Liberation (Data East) ・・・・・・…・・・・・・…・・・・・・・・….. . • . . . . . . . . .6 . 83 

ロードランナー ・パンゲリング帝国の逆襲(アイレム)
Lode Runner-The Bungeling Strikes Back (Irem) .........6.77 

クラウンズゴルフ ・イン ・ハワイ(エスコ訂以1) 

Crowns Golf in Hawaii (Esco)......................一.........6.44

1 9 4 2 (カプコン)
1942 (Capcom) ・・一.. . . . . . . . . . . . . . . . . .…・・・・….. . . . . • . . . .…'6.43 

エキサイトバイク (任天堂)
Excite Bike (Nlntendo)...一…・・・・・・……・・・…ー・・・・・・・…一"5.93

T X -1 ¥. 8 (辰巳屯(-)
TX-1 V8 (Tatsuml) . ....... .............. ......... ..............7.00 エキサイ ティングなモト クロス レースfノ

3分以内に各レースの5位に入賞 しないと

次のレースに出場できないそ¥グ

ー

@

3

5 T X-1 (辰巳'，f:f-) 
TXー1(Tatsumi) ............. .........・・・・・・…ー・・・・・・・・…....5.93 

2 忍者ノ、ャテ(;タイト ー)
N inja Hayate (Taito)............................................. 5.89 

3 71ぞーノレポジション II (ナムコ)
Pole Position II (Namco) ・・・・・・・・ー・・・・・・・…・・・・・・・・・…....5.82

6 ジエダイの復作 (アタリ )
Return of The Jedi (Atan) .................................... 5.75 

4 G Pワールド (セガ杜)
GP World (Sega) .............. ............…・・・・…・…・・・・・ー5.64

スーパー ・ドンキホーテ(ユニノ〈ーサル)
Super Don OUlx-Ote (Umversal) ・・・・.. • . . . . . . . . • • • . • • . . . • • . 5 . 33 

8 サンダーストーム(データイース ト)
Thunder Storm (Data East)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.5. 13 

9 スーパーパンチアウト(任天堂)
Super Punch-Out (Nmtendo)......一一.. . .一一.. . . . . . . . . . • . . . 4 . 42 

7 ウルトラクイズ(タイトー)
Ultla Ouiz (Talto)・.. . . . . . . . . . • • . . . . . . . . . .……・・・ー・・…・.......4.33 

パッドランズ(コナミ)
12 Badlands (1くonaml)....................…・・・・・….. . . . • • • . • . . . . 4 . 25 

:;;iYJ223Zア⑫11$・F'7$Hグ

4

@

6

 @ 

1 eg 
官』

Eアψ

3 

株式倉社
干101 東京都千代田区符包須包町122 TEし03(254)1781
干542 大阪市南区長短僑筋1T目 32 TEし06(245)4155佳実9 4 • • 

⑪ 

5 

ロードファイター(コナミ)
Road Fighter (1くonami) ・・・・・・・・・・一一.. . . . .…. . . . . • . . . . . . . . . . 5 . 81 

常正(新日本企IILIi ) 
Jang-oh骨 (SNK)......... ........ .................... ........... 5.45 

8 ノマックランド(ナムコ)
Pac-Land (Namco)・・・・・・・・・・・・・-……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....5.43 

6 

@ ノ〈ギーチャレンジ (タイトー)
15 Buggy Challenge (Taito) ・・・ . . . . . . • . . . . . • • • . . . • . • • . . 4 . 17 

fールポジション (ナムコ)
13 10 Pole Position (NamCOi -……・・ ……ー ….... . . . . . … "'4.00 

@ スタープレイザー (セガ社)
17 Starblazer (Sega).......一 ・…・・・・・…・・・・・・・…・・3.75

スターウォーズ (アタリ )
15 11 swwars(Ataro…… …・ー ……・ー ……  ……・・ ・…3.50

パーテゅイーキン グ2(タイト ー)
Birdie King 2 (Taito) .......................................... 5. 17 バッテンオハラの
忍者くん (タイト ー)
Ninja Kun (Talto) ・・・・・…・・・・・・・ー・・…・・・・…一.. . . . . . . . . . . . . . . . 5 . 00 

ロードランナー(アイ レム)
23 Lode Runner (lrem)............................................. 5.00 

③敵軍勢、揃い踏み

.1・
111' 

フリ ツノ〈ー (FLlPPERS)
フォーテ ィー ・ラブ(タイト ー)
Forty-Love (Taito) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・….• . . . . . . • . . . • • . • • • . . . • • . 4 . 75 

クラウンズゴルフ(エスコ貿易)
26 Crowns Golf (Esco) ..一..・・…・・・・・・・…・・・・・・・…・・・・….......4.67

9 

1 
ロボット(ザッカリア)
Robot (Zaccaria) ・・・・・・・・・・…・・・・・…・一.. .…ー・・・・・…・・・・・・・・7.00

ファイアーパワーII (ウィ リアムズ)
Flre Power 11 (Wlihams) ............……・・…・…・・・・・・・ ....4.50 

ホーンテッドハウス (コe-yトリーブ)
Haunted House (Gottileb) ・・・・・…・・・・・・・ー・・・・・・…・・・・・…"4.33

ブラッ クピラミ ッド (パリー)
Black Pyram id (Bally) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・….• . . . . . . . . . . • . . • . . • . . 4 . 00 

ローヤルフラッシュDX(ゴッ 卜IJーブ)
Royal Flash DX (Gottlieb) ....................................4.00 

1
 

1
 .、

ー

@

@

Bーウイング (データイースト )
B-Wings (Data East) .......................................... 4.62 

ピンボ(ジャレコ)
Pinbo (Jaleco) .................…ー・・一…一.. . • • • . . . . . • • • • . . . . . 4 . 60 ~/ 

⑤実力三羽鳥、敵UFO登場/
三輪サンちゃん(セガ仕)

33 Tricycle San (Sega)..........…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・'4.60

ソンソン(カ プコン)
27 Son Son (Capcom) ........…・・…・・….. . . . . . . . • • . • • . . . . • . . • • . 4 . 50 

エクイテス (アルファ屯チ/セガ杜)
14 Equites (Alpha/Sega) .......................................... 4.46 

ク。ロブダー (ナムコ)
Grobda (Namco) .…・・・・・一一.. . . . .. • . . . . . . . .…・・・・・・一.........4.45

スターフォース(テーカン)
Star Force (Tehkan)........…・・・・・..…. . . • • • . . . . . . .…・・・・・・..4.45 

。6

o 7 

'
 

t
 

l
 

調査ご銘力庖(順不同)

ルナ，ミーク{点以 ・新宿}、ロサ ・ゲームランド(点以 ・池袋)、ドリームイン河原町(JI{I$'開条河原

町)、タイ トースペシャル(大阪 ・梅闘)=附タイト ー ; J&B(Jlt京 ・神阻)、UFOOI!!;('鴬谷}、

セガセンター ・ ニュー光 (大阪 ・ 心斎僑) 、モ ンテカルロ必命 ( 京若~ ・北区 ) =(.附セガ ・エンタープライ

ゼス; ゲームスペース ・ミライヤ(東京 .iilHll)、プレイシティキャロッ トJfr術的 (ボJ;(・新lI'])、ピ

yグキャロット llr俄f，l.i(東京 ・新橋)、なんばシティビッグキャロッ ト(大阪 ・鰍波)君側ナムコ; ゲ

ームスポット ・チェスター(大|坂・俄聞)、アメ ユティパーク・リノ千日両，jI苫(大|以・千同IIij)、 アメニテ

イハ- '1・，)ノ t1~11 JIOI: (大|坂・彬附)=(ωアポロ， カーニパルプラザ(点以 ..fji術) (ωエスコriM;
ワールドゲーム ・ミヤコ(ボぷ.~li'l ) =(附*.1;(キャピオート， ゲームプラザ・ ンルビア(J!u;(.新l(i)

=(1:拘束ボヴルサン; 1'，~:J<レジャ ッ ク {名占hl ・ !II:IÎí/) =(附水野刷会; ビデオイン ・キャッスル(小ff.
駅前)=(1，1太平会館; ビデオイン マツヤ (ぶ1m・今:1¥111)=(附|刈凶語調会， 正法ゲームセンター{大

阪 ・ぶ.i!i)=~能拠S;11J1; ボウルタカハシ ・ゲームセンター{大阪 ・阿倍野)=ω大阪サービスゲームス。

24 17 
'1. 

。敵基地到着ドタパタシーン
• The Trad'lional Japanese Games 

米米を創造する、電子技術の

|一一...1.こりl-- 研究所:干167東京都杉並区南荻窪4・41-10データイーストピル合(03)331-5441

札幌営禦所:刊側幌市中央区~t一条~19'2'1伊蒔ピJレ3Fft(011 )611 ・927 1

仙台営繁所:〒980仙台市上杉1-1 5事24~U~上杉ピル倉(位22)63-0646

名古屋営雛所 :〒464名古屋市千緩区奪回通り6・28tt(052)762-5222

大阪営銭高時 :干552大阪市港区弁天5・10・Z3:!;t;iヒソレtt(06)573-2511

繕間営鎌所 :〒812福詞市博多区i特駅車3・13・12路角的J，ft(092)474引 20

調査ロケーシヨンの!.Q:tnI鹿微を売上けと人気Jll:力、勺見たランク付けて、各オヘレ-')ーの判断

評価 によるテ-')を集計、 寸の平均他を示し たbの 抱字の意味は10・これ以よはい爆発的な人気

と売上11、9 すは 与しい人気と売上け、 8:犬変いい人気と売上11、1 いい人気と売上11、
(RATlNG) 6 まあいい人気と允よけ、 5 平均的信 むの、 4・平均以下{以下t菌防)

絡ま
舎社

ヨ幹 事土:〒167東京都杉並区上荻2-31-12ピース荻窪会(03)392-4151
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CAPCOM • 
これは地獄から6干光年も離れた、

ある癒震での物路。

工業用に政良された昆虫型巨大生物

EXESは、人間型生物NEG-NINに

Z食事をしかけるようになった。これに

いた科学者たちは、 2織のEXES

草適用メカ、カーネル号とサージエン

ト号を造る之とになった。

しかしEXESの秘密兵器EXED

EXESも完成間近のようだ。

急げ.ゲ 1日も早く EXES車 を 全

漉させる のだf/ • 

… 抱予T33
541大阪市 F野区長吉JI....~， ，06)199， 228H~ 

E匝申 %tr031205・023:'t. ~t.lJ ~ ..(1)1I41ZI:・4153 • 
lW刷BEETM  and偽刷、-叫.
are lrademarks 01 Konam， InduS1ry 
CO..Lld.~19郎 Konam， AlI righls reserved 

TM⑥1985 Konaml 

' 
ワ
ー
で
、

シユーティン?~
霊の中に隠されたベルを取ればボーナス点か、 パワーアップだ。

Vィェーレ ボーナス点

vブルーベル スピ-I'J' '，!Iブ

砂ホワイ 川 ツイン砲、』
レッドベル……バリアー

1:の中にかくされているベルを見つりで

パワーアップ。次から次に出現する敵を織

頃し、島をとりもどそう。

時
コナミ株式会社

グリーンベル・・・・・・分身

• 

略。naml$
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• 英文版業界ニュース
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On February 5， Masaya Nakamura， 
president of Namco Ltd. of Tokyo， 
announced that Namco has virtually 
purchased Atari Games， Tnc. of Sun-
nyvale， CA.， U.S.A.， from Warner 
Communications， [nc. (WCI) of New 
York， NY.， U.S.A. According to Naka-
mura， on February 4， an agreement 
was exchangcd between the heads of 
Namco and WCI in Tokyo， under 
which トlamcoacquires the majority 
of Atari Games' stocks. The top man-
agement of Atari Games has changed 
several times. Now， accepting the Japa-
nese manufacturer， Namco， as its top 
management， Atari' Gamcs' history 
will enter into quite a new phase. 

The contents of the offjcial joim 
announcement by Namco and Atari 
are as follows: 

Steven J. Ross， chairman of WCI， 
and Masaya Nakamura， prcsident of 
Namco， Ltd. announced that they 
have signed a definitive agreement 
under which Namco has acquired con. 
trolling interest of Atari's Coin-
operated Games Division. Atari 
Games， a subsidiary of WCI， is a 
designer， manufacturer and worldwide 
distributor of coin-operated video 
games. The agreement does not in-
clude the Atari Adventure Division 
which operates 47 arcades throughout 
the United States. Terms of the'agree-
ment were not announced. 

Commenting on the agreement， 
Ross said，“Namco is clearly the top 
designer and prod ucer of video games 
in Japan， as well as a worldwid巴

industry leader. 1 have known Mr. 
akamura for many years and have 

the highest re伊rdfor him personally 
as well as for his company. 1 am 
pleased about the establishment of this 
venture and look forward to working 
with Mr. Nakamura in the coming 
ycars." Also Nakamura commented， 
“Atari Games is the founder and one 
of the most inportant participants in 
the coin-operated video game business 
on a worldwide basis. We have had a 
positive relationship with Atari for 
many years and 1 look forward to 
future success in the coin.operated 
video game industry." 

Atari's history is synonym for the 
history of coin.operated video games. 
In 1972， A tari lnc. was cstablished by 
Nolan B ushnell in SiIicon Valley. lts 
first coin咽opvideo “Pong" made a 
big hit， paving the way for coin-op 
video business. Atari Inc. has con-
tinued to develop and supply a variety 
of hit games， such as“Breakout" ， 
across the world. However， due to the 
fact that its home video games failed 

• 

• 

• 
Editor: Masumi A kagi 
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in business， Atari Inc. was wholely 
purchased by WCl in 1976. Despile 
this， Atari Inc. has contit1ued to devel-
op and supply many hit games， such 
as“Asteroids" a nd “Centipede". In 
1982， it set about licensed production 
of Namco's“Dig Dug". Thereafter， 
Atari has acquired an increasing num・

ber of Iicenses from Japanese manu・

facturclι. Unfortunately， however， the 
consumer division encompassing its 
home computer and home video seg-
ments， which has been developed in 
line with thc coin-op division， incurrcd 
a fatal loss， with the result that， ex. 
cept for the Coin.operated Division， 
the rest was wholely purcha昌edby 
Jack Tramiel， thc founder and former 
president of Atari's chief rival， Com-
modore International Ltd. Thereafter， 
however， as Atari Games Inc.， Atari's 
Coin-operated Division is developing 
and supplying new games under the 
control of WCI. In Ireland it has a fac-
tory manufacturing products intended 
for Europe. Until recently， Atari 
Games has becn managcd by president 
John Farrand and vice-president Shane 
Breaks from the U.K. 

Namco Ltd. is an operator com-
pany estab!ished in 1955 by Masaya 
Nakamura. Then， Namco set about 
manufacture of arcade games and 
kiddie rides. Since the 1970's Namco 

Bonanza 

Compromised 

I 
The photo above shows (from left to right): Hideyuki Nakajima， president of Namco 
America Inc.， Emanuel Gerard， 。“ff釘ic剖'泊凶a剖1問 pr附es碑en川ta紙tiveof Warner Communications I ncι" 
MaおsayaNaka剖『
and general counsel of WCI上. 

has achieved a lot of successful results 
in development of arcade videos. Ils 
“GaiaxIanH，“Galagaぺ “Pac-Man'¥
“Polc Position"，“Xevious"， etc. have 
bccome worldwide hit games. At 
present， while operating arcade games 
in the main， Namco is developing and 
manufacturing excellent video games. 
Thus， it is growing steadily as a first-
rate company. 

As per the WCI-Namco agreement， 
Namco has acquired controlling inter. 
est of Atari Games lnc.， excluding 
Atari Adventure Division. In reply to 
Game Machine's question， Nakamura 
revealed the following: Namco ac-
quired the majority of stocks of Atari 
Games， but the value cannot be an-
nounced. The R & D division of Atari 
Games is No. 1 in the U.S. as a whole， 
having a large value. At present， the 

American coin.op videos business is 
dull， but remains a big market which is 
sure to recover. In view of these 
circumstances， Namco commenced 
negotiations with WCT some 3 months 
ago. From now on， Atari Games will 
be managed with Nakamura as cha.ir-
man， and Hideyuki Nakajima， presi-
dent of Namco America， Inc. of 
Sunnyvale， CA.， U.S.A.， as president. 
At present， the board of directors is 
expected to consist of 4 directors 
from Namco and 2 from WCJ. This is 
aU that has been announced by 
Nakamura. 

Irrespective of the current capital 
movement， Atari Far East Japan Ltd. 
closed as of January 31. As a subsidi-
ary of Atari Inc.， Atari Far East was 
officially established in April 1982 
in Tokyo， and has been engaged in 
marketing and sales of Atari products 
in Japan under the management of 
president Rivington Hight. However， 
since Atari Inc.， U.S.A.， has undergone 
violent changes， it had been planned 
to be closed in December 1984. How-
cver， since the business procedure 
took longer time than expected， it 
was， after all， closed at the end of 
January. 

Enterpri鎚 s JAMMA 

Before Court 
draw from JAMMA， (3) Bonanza can 
apply again for admission 10 JAMMA 
(but may not necessarily be admitted). 

Japan Amusement Machinery Man-
ufacturers Association (JAMMA) has 
recently announced that， concerning 
the case of expulsion of Bonanza 
JAMMA has fought with Bonanza 
En terpriscs Ltd. (preside爪 KayA 
Chiba) of Yokohama， they COI11. 
promised before court as of December 
21. 

Based on the news carried by 
Yomiuri Shinbun (Newspaper) in 
December 1982， which reported that 
Bonanza's office was investigated in 
connection with the illegal gambling 
using Bonanza's video poker， it was 
expelled from JAMMA in February 
1983. Protesling this， Bonanza 
brought a civil suit before Tokyo 
District Court in March 1983， request-
ing JAMMA to confirm that Bonanza 
is a member of JAMMA. Since then， 
they have conlinued 10 fight at the 
court. However， accepting the repeat-
ed advices of the judge that they 
should compromise， they have al last 
compromised before the court. 

According to the compromise， (1) 
Bonanza will “express its regret" for 
having troubled JAMMA due to its 
video poke r， (2) J AMMA will cancel 
its expulsion of Bonanza from the 
membership list， while， at the same 
time， Bonanza will voluntarily with-
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ペ ナ ン ト レ ー ス 安 左 右 す る 天 王

山 熱 狂 的 フ ァ ン で 、 塞 尽 ス タ

ジ ア ム は 超 満 員 と な っ 九

争 体 党 は 予 想 通 り ナ ム コ ウ ォ リ

ア l ズ が 篠 崎 中 五 日 の ロ ー テ

ー シ ョ ン で 織 を 持 レ て の 受 呪

対 す る フ ァ ビ ュ ラ ス ワ ン ズ は 戸

代 沢 で 、 好 調 エ ー ス 同 士 の 対 決

と な っ た

前 半 ゆ カ の こ も っ た 投 手 嶋

と い 主 戸 代 沢 投 手 可 決 め 球 の フ

ォ ー ク を 駆 使 し て ウ 方 リ ア l ズ

の バ ッ タ ー 念 牛 耳 っ て い た が 、

9 函 味 方 の エ ラ ー か 、 2 一 死 満 患

の ピ ン チ を 迎 え に

こ こ で ウ 汁 リ ア | ズ 木 戸 昨 特

は
、

す か さ J 品 村 長 謀 室 起 巧

フ ァ ビ ュ ラ ス ウ ン ズ は リ リ ー フ

に 切 札 牛 島 を 送 り 必 死 の 防 時

「 ス ト レ ー ト が 走 っ て い え

と 篠 崎 は 4 固 ま で 一 人 の 走 者 も

時 間 さ ぬ パ ー フ ェ ク ト ピ ッ チ ン グ

を 展 開 し て い た が 6 回 二 死 か ら

コ ン ト ロ ー ル を 和 活 湖 、 総 川

に 連 杭 四 時 続 く 寺 尾 に 見 4 1

3 か 、 り 具 ん 中 の 甘 い ス ト レ ー ト

を レ フ ト ス タ ン ド へ 護 れ に

「 あ の 司 孟 … で 逆 に 緊 暗 躍 し た 」

ナ ム コ の 新 製 品 「 一 打 逆 転 」

が 遂 に 発 売 さ れ ペ ベ ー ス ボ ー

ル の 系 と も む 甲 え る ホ ー ム ラ ン の

快 感 芸 、 狭 い コ ー ナ ー で も 味 わ

う こ と が で き る 画

期 的

ス

が ト ス さ れ る の 多 待 つ 。

ほ ぽ ス ト ラ イ ク ゾ l ン に 、

ク リ ー ン 右 下 の 排 出

な
マ シ

ン
ぺ そ

の 詳 細

を 紙 上 で

詳 し く 紹

介 し よ 立

ま ず 、 プ

レ イ ヤ ー は

ネ ッ ト の 一 部

に 付 け 、 り れ た ド

ア を 開 け て 中 へ

入 る 。 ネ ッ ト 内 は

一 人 の 人 聞 が パ ツ

ト を 綴 り 闘 す の に 充

分 宝 仙 注 ペ ド ア の

後 ろ に あ る コ イ ン ボ ッ

ク ス に 、 コ イ ン (一 O

の 向 ) や 投 入 し 、 附 田 刷 の

議 ハ ッ ト を 持 つ ず 準 備 す 込

バ ッ タ ー ボ y ク ス は 右 打 者 専

用 ぺ 昼 間 を 傷 つ け る こ と の な

い よ 、 「 浮 体 か ら つ き 出 た ホ i ム

ベ | ス 。 良 く 配 慮 さ れ 年 許 ぺ

自 然 に パ ッ ト を か ま ‘ ぇ 、 ポ ー ル

ボ ー ル が ト ス さ

し い 。

l ゲ l ム は 5 球 だ が
、

一 球 打

つ ご と に ス ク リ ー ン 左 上 の 表 示

パ ネ ル に 飛 距 厳 が 算 出 さ れ て 出

て く る 。 叩 m 以 上 の 飛 距 離 を 出

せ ば ホ ー ム ラ ン ペ フ ァ ン フ ァ

ー レ が 鳴 り 、 歓 由 戸 が 巻 き 起 こ 4 Q

効 墨 志 パ ッ チ リ で 気 持 が い い 。

ジ ャ ス ト ミ l ト の 表 示 も あ り
、

こ の 場 合 は ホ ー ム ラ ン で な く ラ

イ ナ ー の ヒ ッ ト と い っ た と こ ろ

れ て 出 て く る 。 ス タ ン ド へ 向 け

て カ い っ ぱ い 打 つ “ な か な か 爽

快 ぺ 打 球 は ス ク リ ー ン に 当 た

っ て 大 き 主 百 を た て 、 下 部 へ 務

ち る 。 フ ァ ウ ル ボ l ル で も 二

重 構 造 ネ ッ ト の お か げ で 絶 対 に

観 客 に 当 た る 心 配 は な い 。 思 い

き っ て パ y ト を 振 れ る の が う れ

帥 相 川 刊 議 登 山 由 m S 総 司

『 イ ン コ ー ス を 思 い き り た た

く つ も り だ っ 九 一 発 は 狙 っ て

い た 」 と い う 若 林 は 、 初 球 の カ

ー ブ を 見 送 っ た あ と 、 二 球 自 の

シ テ l ト を 右 中 間 へ 。 逆 風 を つ

い て 一 四 O m の 作 押 通 転 泌 箆 サ

ヨ ナ ラ 大 ホ ー ム ラ ン と な っ に

こ の 試 合 で ペ ナ ン ト レ ー ス が 謎

々 お も し ろ く な っ た と い え よ 、 九

だ ろ え 記 者 は こ の 日 初 め て の

体 験 だ が 、 3 ゲ ー ム 同 球 を 打 っ

て 6 本 の ホ ー ム ラ ン を 記 錯 し た

中 に は 一 四 O m の 大 ホ ー ム ラ ン

も あ っ え 風 に 乗 っ た ラ ッ キ ー

な ホ ー ム ラ ン で は な く 、 科 刊 す 的

に 算 出 し た 記 録 な の で 自 慢 し て

L X 良 い だ ろ う と 、 一 人 で ほ く そ

え ん で い る 可 当 然 こ の 一 四 O m

は ハ イ ス コ ア だ っ 九

( M # )  

か つ て み て

感 動 の N さ ん

園
最 高 の ゲ l ム ペ こ ん な に 興 有

し た の は 初 め て ぺ こ れ で 一 O

O 問 は 安 い 。 凶 年 に 一 度 - あ る

か な い か の

好 ゲ ー ム 。

感 動 し た /

，
 

P
 

一 打 逆 転 は 非 常 に 優 れ た ゲ ー

ム 機 だ っ た こ う い っ た ゲ l ム

で は 必 ず 気 に な る 安 金 穫 も 、 十

二 分 に 配 慮 さ れ て い る し 、 営 業

効 率 も 良 い 。 関 定 フ ァ ン が 付 く

こ と で お 底 金 保 に も プ ラ ス に な

る し 、 何 よ り も イ ベ ン ト 使 用 に

殺 過 で 良 い こ と づ く め と 岳 一一 面一 え よ

三 楽 し み な マ ン ン で あ る 。

仕

.
W

 
X

 D
 X
 H
/3
65
0 
X
4
5
6
0
 X
23
50
( 
m
/m
) 

.
重

量
/2
70

k 9

・
マ

対
象

外
・

使
用

電
源

/
I

 
O
O
V
(
土

IO
V
)
(5
0/
60
HZ
) 

・
消

貸
電

力
/3

0
W


		2019-09-06T10:57:38+0900
	Masumi Akagi




